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（教育研究に関する参考資料，平成１５年８月） 
    

存立理念存立理念存立理念存立理念およびおよびおよびおよび活動綱領活動綱領活動綱領活動綱領    

防災研究所は創設以来，自然科学を中心とした災

害学理の追求と，防災学の構築に関する総合的研

究・教育を存立理念としてきた．本中期計画におい

ても，この存立理念を継承し，地球規模，あるいは

地域特性の強い災害と防災に関わる多岐多様な課題

に対して，理学，工学，社会科学等にまたがる基礎

的研究を展開するとともに，防災に対する社会ニー

ズに応えうる実践的なプロジェクト研究を，学際融

合的な研究組織によって実施する．防災研究所が研

究，教育，社会貢献他について掲げる活動綱領は下

記の通りである． 

 

研究：災害軽減という地域的あるいは地球的課題の

研究命題に，災害学理の追求と防災に関する総

合的な研究の実践をもって取り組み，その成果

によって人間社会の安寧に貢献する．また，世

界に開かれた研究所として，最先端防災研究と

実践への転換を図る応用研究双方において，世

界のリーダーとしての任を果たす． 

教育：防災学に関する研究蓄積を基盤に京都大学の

学部および大学院教育の一翼を担い，豊かな教

養と高い人間性を持ち，地球社会と調和を取り

うる人格形成に貢献する． 

社会貢献：災害や防災に関する専門知識や研究成果

を，平易な言葉に翻訳して社会に積極的に発信

し，防災に対する国民と社会の理解の向上を図

るとともに，行政の防災施策に適切な助言を与

える．また防災に関わる先端知識・技術の国外

発信を通じて，国際社会に対する責務も果たす． 

運営：所長の指揮下に効率的かつ弾力性に富む運営

組織を構築することによって，教育，研究成果

等に対し説明責任を全うできる運営を断行する． 

    

教育教育教育教育のののの目標目標目標目標    

学際複合的な特徴をもつ「災害科学」，「防災学」

に対するわが国唯一の総合的研究・教育組織として，

災害と防災に関する最先端の研究者と高度な専門知

識・能力を持つ人材を育成する他，防災学教育プロ

グラムの整備を通じて，全学的な学部教育に協力し

防災教育の実践を図る．また，災害・防災に対する

世界中からの高い研究・教育ニーズに応えるべく，

海外からの留学生を積極的に受け入れ，英語による

教育プログラムを推進する． 

 

教育教育教育教育にににに関関関関するするするする計画計画計画計画 

� 学部教育については，既存の「自然災害科学Ⅰ，

Ⅱ」，「環境地圏科学ゼミナールⅠ，Ⅱ」等の全

学共通科目および新入生向け少人数セミナー

「ポケットゼミ」を充実する．新入生向け少人

数セミナーにおいては，研究所が保有する，災

害・防災研究に供される研究施設を有効利用し

た教育を展開する．さらに，関連学部・学科等

と協力し，学際領域的科目（防災学）を提案し，

全学共通科目としての開講をめざす．  

� 大学院教育については，関連研究科等と協力し，

防災学関連科目を横断的に提供する．これを実

現するために，開講中の既存科目を災害科学・

防災学の視点から再定義・評価するとともに，

科目間の整合・連携・補完を図る． 

� 学生には防災関連科目の受講を奨励し，ウェブ

サイト，パンフレット等を用いて周知する． 

� 大型実験施設・観測施設等，研究所が保有する

特殊施設群を最大限に利用し、災害科学と防災

学の最先端を反映した大学院教育を推進する． 

 



  

� 災害調査，現地観測等のフィールドワークを重

視した大学院教育を実施し，災害実態に対する

理解の向上と，災害調査研究の学習を図る． 

� 国内外における各種災害の実態とそのメカニズ

ムや，防災学研究に関する基礎知識の習得を目

標とした英語による大学院教育プログラムを提

供する． 

� 英語による発表・討議訓練を通じた学生の英語

コミュニケーション能力の向上，質の高い英文

論文誌等への投稿・公表の奨励など，国際的な

視野にたった防災教育を展開する．  

� 教育専門委員会を設置し，カリキュラムや教育

内容を定期的に点検するとともに，学生の要望

や関連組織からの意見をフィードバックし，教

育方法の継続的改善に努める． 

� 教員の教育者としての質の向上を図るため，講

義方法や講義資料の作成などに関する相互指導

を目的としたFDの仕組みを整備する． 

� 宇治地区事務部および他研究所・センターと協

力し，宇治地区研究棟の新築に際して，講義室，

ゼミナール室等の拡充，学生向けの研究室の拡

充，情報機器の整備を図る他，共通講義室等利

用における電子予約システムの整備等，教育施

設の利用体制の効率化を推進する．また，宇治

地区共通図書館の整備を関係部局と協力して推

進する．  

� 本部地区と宇治地区間のキャンパスバスの増便，

宇治地区と桂地区間のキャンパスバスの新設等，

学生の通学環境の改善に向けて，宇治地区事務

部および他研究所・センターと協力して関係部

局に働きかける． 

� 全国共同利用研究所共同事業の一環として，イ

ンターネットを利用した遠隔教育や，大型実験

施設やシミュレーション装置を用いた教育を提

供し，防災教育の全国的啓発活動を推進する． 

� 災害科学と防災学を解説するビデオ教材を整備

し，視覚にも訴える教育を充実させる他，これ

ら教材をFDの一環にも利用する． 

� RA，TAの制度を活用して，大学院生に教育へ

の参画機会を与えるとともに，経済的補助の一

助とする． 

� 留学生に対しては，英語講義や英語ゼミを基本

に単位取得と論文作成が可能となるプログラム

を整備する． 

� 学位取得後，職場に復帰した社会人学生や，帰

国した留学生との共同研究を積極的に開拓し，

社会や海外における防災活動やその問題解決に

協力する． 

� 国外からの学生や研究者に快適な教育・研究環

境を提供する努力の一環として，海外留学生・

研究者らに対する相談室を新設する． 

 

研究研究研究研究のののの目標目標目標目標    

下記の四項目からなる研究ビジョンに立脚して研

究を推進する． 

(1) 都市化や環境問題等，今日的課題が引き起こす

災害の進化・変容を見据え，21 世紀の防災に

対する指針を導くための基礎研究を展開する

ことを通じて「災害学理の深化」を図る． 

(2) 情報テクノロジー等最先端技術の活用，地球環

境への配慮，社会・経済・人間との調和等に立

脚した「防災知識技術の洗練」を展開する． 

(3) 社会が切望する核心的な防災ニーズを特定し，

それを学際的体制と複合融合的研究アプロー

チを通じて解決する「防災プロジェクト研究」

を推進する． 

(4) 防災に関する我が国唯一の全国共同利用研究

機関，また災害科学と防災学に関する国際研究

社会において我が国を代表する研究機関とし

て，共同研究，突発災害調査，研究ネットワー

ク，災害データベースの構築にリーダーシップ

を発揮するとともに，世界の防災研究に関する

拠点とし活発な国際交流を展開する． 

    



  

研究研究研究研究にににに関関関関するするするする計画計画計画計画    

研究課題と方法    

� 研究ビジョン(1)と(2)は，運営費交付金や加えて，

科学研究費等，個人もしくは，小研究グループ

が獲得する外部競争資金を主たる財源として実

施し，教員が現在までに蓄積してきた研究の継

続的発展，新しい研究分野開拓等，多岐にわた

る個性的な研究を展開する． 

� 研究ビジョン(3)は，21世紀COEプログラム研

究（2002～2006 年度）を核に実施し，社会の

要請が強く，その解決には学際的体制と複合融

合的研究アプローチを要する課題である下記の

5課題を推進する． 

１） 地球規模での気候，水循環，社会変動によ

る環境災害に関する研究 

２） 地表変動災害の予測と対策に関する研究 

３） 西日本における巨大地震と火山噴火の発

生予測と災害軽減に関する研究 

４） 都市の災害脆弱性診断と都市生活空間の

再生技術・戦略に関する研究 

５） 防災情報の作成・伝達とその総合化に向け

ての新技術の研究 

� 研究ビジョン(3)の5課題を，文部科学省科学技

術振興調整費，戦略的基礎研究推進事業費

（CREST），重点研究創生プラン（RR2002）

等の競争的資金，および，「地震予知のための新

たな観測（2次）研究計画」，「第 7次火山噴火

予知計画」，「大都市大震災軽減プロジェクト」

等による事業費他によっても実行する． 

全国共同利用研究 

� 防災に関するわが国唯一の「全国共同利用研究

機関」として，共同研究の推進，研究集会の開

催，研究ネットワークの構築と防災研究におけ

るわが国のプレゼンス向上に努め，防災学研究

の中核機関としての役割を果たす．また，先端・

萌芽的課題に対する共同研究の推進，大型施設

を利用した防災研究の強化を図り，国内外での

リーダーシップを発揮する． 

� 突発災害時においては，現地情報の収集，調査

団の派遣，調査報告書の作成等に指導力を発揮

する． 

� 全国共同利用体制の充実と改善を図るために設

けた，京都大学防災研究所自然災害研究協議会

の中核機関として，他の研究機関等との連携を

通じて，協議会運営にリーダーシップを発揮す

る． 

� 全国共同利用に供しうる大型実験設備や観測施

設の高度活用を推進し、実験・観測データ等の

安定供給を図る． 

研究施設と支援体制 

� 研究の最先端を維持し，また機動力に富んだ共

同研究を推進するため，建物スペースの確保，

災害科学・防災学研究に不可欠な大型実験施

設・装置，観測施設の有効活用と新設・更新に

努力する． 

� プロジェクト研究や個別基礎研究で達成された

成果のうち，社会的に実用性の高いものや実用

化が望まれるものは，関係機関・会社との協力

を得つつ学内の発明審議委員会などと協議のう

え，特許の取得を試みる．ただし，社会での普

及や災害軽減に必要とされる成果に対しては，

関係機関への無料配布も考慮した社会還元を図

る． 

� 研究所が保有する隔地観測所・実験所について

は，部局としての研究プロジェクトとそれぞれ

の施設が置かれている自然・社会環境を考慮し

て，全所的視点から 統廃合や観測項目の追加・

変更を検討するとともに，IT基盤を充実させ利

用の高度化円滑化を図り，防災研究に必要な実

験・観測データ取得の拠点とする． 

� 宇治川キャンパスにおいては，オープンラボラ

トリー構想を掲げ，現有観測・実験装置の共同

利用をさらに推進する他，研修室の開設による

実験教育・訓練プログラムの実行に着手する． 



  

� 技術室は，研究所の重点プロジェクトの実行に

おいて積極的に技術支援するほか，観測，実験，

分析などに関する知識と技術の向上を図るとと

もに，所内情報通信管理を含めた研究支援の責

務を果たす． 

研究活動の評価 

� 組織・教員個人の研究活動の評価に対しては，

自己点検・評価委員会を設け，恒常的な情報収

集を図る． 

� 個人の活動については，各教員の達成度を公表

された質の高い研究論文に基づいて評価するほ

か，国・地方自治体・各種公共団体・一般社会

等に対する社会貢献や，国際共同研究の実施，

留学生の派遣や受け入れ等の国際貢献にも配慮

した，多面的な達成度評価を実行する． 

� 教員個人が当該研究領域においてどのような認

知を受けているかを総合的に評価するために，

「Peer Review」制度を新たに導入し，国内外

関連研究者らからの率直な意見をも反映した，

公平かつ多面的な評価を恒常的に実施する． 

� 組織としての活動については，毎年作成する個

人，グループの研究成果データベースを，自己

点検として毎年定期的に集約し，2 年ごとに自

己評価を実施する．さらに6年に一度，研究プ

ロジェクトの達成内容，組織の研究・教育活動

内容とあわせて，部局以外の識者数名（学内識

者 2名，学外識者 2名，国外識者 1〜2名）か

ら構成する外部評価委員会に提出し，評価と批

判を受ける． 

 

社会貢献社会貢献社会貢献社会貢献のののの目標目標目標目標    

災害や防災に関する専門知識や研究成果を，防災の

実践に直接供しうる形態に転化させることによって，

国や地方自治体等の防災施策に助言を与える．また

これら知識や成果を平易な言葉に翻訳し，それらを

社会に向けて積極的に発信することから，防災に対

する国民と社会の理解の向上を図る． 

社会貢献社会貢献社会貢献社会貢献にににに関関関関するするするする計画計画計画計画    

� 研究活動の柱の一つである「防災プロジェクト

研究」の速やかな実行と実践に役立つ成果の公

表を通じて，日本と世界の防災向上に寄与する． 

� 科学技術・学術審議会の建議，「地震予知のため

の新たな観測研究計画（2 次）の推進」および

「第7次火山噴火予知計画の推進」に基づいて，

地震および火山噴火の予知に関する観測研究を

継続的に推進し，観測データを行政に提供する

ことを通じて，防災行政に貢献する． 

� 研究成果の公表においては，防災とそれに関連

する分野に従事する各種専門家や，国，自治体

等の要望に応じた，実務者研修，シンポジウム，

講習会を定期的に開催し，先端の研究成果を実

践へと反映させる手順の促進を図る． 

� 各種審議会や委員会への参画を通じて，国や地

方自治体等の意志決定に対する助言，技術相談，

予測されうる災害情報の公開，あるいは，国や

自治体等が実施する災害危険度評価への協力な

ど，公的機関の防災事業に対する専門知識の提

供を推進する． 

� 一般市民を対象にした公開講座を定期的に開催

し，防災学，防災システム等を平易な言語で解

説することによって研究成果の普及を図るとと

もに，防災研究所の活動に対する一般社会の理

解を求める．また，一般市民，小中学教員等向

けの広報活動として，宇治地区研究所・センタ

ーらと連携したキャンパス公開などの機会を利

用して，研究施設の一般公開も図る． 

� 高校生や高校教員を対象とした公開授業・ゼミ，

実験等を企画することによって，災害科学や防

災に対する若い世代の理解と興味の向上を図る． 

� 2002年度から実施中の 21世紀COEプログラ

ム活動の一環として，研究成果の一般社会への

情報発信，研究成果の社会還元，社会からの研

究ニーズの獲得等を目的とし，京都と東京の 2

ヶ所において，連続イーブニングセミナーを恒



  

常的に展開し，防災研究所に対する社会の理解

の向上を図る．さらに，同セミナーの記録映像

を編集したビデオ教材を作成する． 

� 防災に関する技術を民間等と開発しそれを実践

に移すために，受託研究や民間企業等との共同

研究を積極的に推進する．なお，それを促進す

べく，共同研究形態や実施手続きを研究所外に

広く公開する． 

� 防災に関わる研究や開発に従事する国内研究機

関との，情報交換や共同研究を含む横断的連携

を推進することとし，その核として，防災研究

所が指導的役割を担う「京都大学防災研究所自

然災害研究協議会」や，文部科学省防災関連研

究組織の連携促進をめざして新たに設置された

「防災研究フォーラム」の活動を充実させる． 

� 防災研究所が現在利用している広報媒体（防災

研年報，和文要覧・英文要覧，ニューズレター，

ホームページなど）を抜本的に見直し，さらに

マスメディアとの協調も考慮しつつ，より実効

性の高い広報システムを構築する．ウェブサイ

トを防災研究所広報の主役ととらえ，日本語版

と英語版両方におけるコンテンツの充実と維持

管理更新体制の整備をもって，わが国の防災研

究情報発信拠点にふさわしいレベルを確保する． 

 

国際活動国際活動国際活動国際活動のののの目標目標目標目標    

「世界に開かれた研究所」として，防災研究・情報

に関する国際拠点の構築をめざす．質・量ともに圧

倒的な研究成果の発信基地としての機能を担い，ま

た，先進的研究推進のリーダー的役割を務め，地球

と人類の利益に資する防災学研究の実践とグローバ

ルな社会的還元をめざす「研究ネットワーク推進活

動」を推進する． 

    

国際活動国際活動国際活動国際活動にににに関関関関するするするする計画計画計画計画    

� 防災学研究の国際化とその普及・確立に資する

べく，発展途上国への防災技術援助や，発展途

上国の研究者・技術者への教育を推進する．特

に防災技術の将来を担うべき若手教育研究者を

養成するために，留学生の博士学位取得を奨励

する．  

� 発展途上国の災害軽減への貢献を目指し，現地

指導・技術移転に関与するとともに，ユネスコ

などの国際機関と連携した教育や JICAなどに

おける防災関連分野の研修にも協力する． 

� 英語によるウェブサイトを充実させ，防災研

究・教育の取り組みを世界に向けて公開する． 

� 若い時代からの国際交流に配慮し，学生の交換

留学制度を最大限に活用し，海外の大学・研究

機関に学生を積極的に派遣する他，外国人学生

の受け入れ等も推進する． 

� 研究所教員が，海外の大学等において講義等の

教育活動を実践し，防災学と防災研究所の国際

プロモーションに従事することを積極的に支援

する 

� 在外研究員制度，外国人研究者招聘制度，科学

研究費，2002年度から実施中の 21世紀 COE

プログラム等を活用し，教員とりわけ若手教員

の海外研究機関への派遣や，海外から優れた研

究者の日本への招聘を促進する． 

� 2002年度から実施中の 21世紀COEプログラ

ムの一環として，諸外国からの若手研究者短

期・長期招聘，日本の大学院生の海外短期留学

と先方での共同研究，特定課題に対する国際シ

ンポジウム・セミナー開催等を推進する．また，

若手研究者の英語による発表・討議能力を向上

させるためのトレーニングセミナーを定期的に

実施する． 

� 世界的かつ先端的研究機関との研究交流協定を

積極的に推進し，相互に補完しうる研究課題に

対する国際共同研究を推進する．さらに，種々

の国際研究計画の事務局も積極的に努め，国際

共同研究情報受発信の拠点としての地位を確保

する． 



  

運営組織運営組織運営組織運営組織    

所長が所長補佐と協力してリーダーシップを発揮

する執行部と，その指揮下で各種運営に従事する常

置委員会群からなる即応力の高い組織運営体制をも

って，研究・教育・社会貢献等，中期計画に掲げる

一連の活動に対する活力を保持する．また，教授会

は，研究所の各種活動を概観し，存立理念に沿って研

究方針や運営形態の議論と判断を行う． 

    

運営運営運営運営にににに関関関関するするするする計画計画計画計画    

執行体制 

� 将来計画担当，研究教育担当，対外関連事項担

当の3所長補佐体制を確立し，実行力と指導力

を備えた執行部を形成する． 

� 将来計画担当所長補佐を長とする将来計画検討

委員会を恒常的に設置し，組織とその研究に対

する中長期ビジョンを踏まえた適切な人材確保，

人材交流を検討する． 

� 研究教育担当所長補佐を長とする研究専門委員

会，教育専門委員会を設け，研究および教育に

関する計画の進行状況を恒常的に把握するとと

もに，その改善策を検討する． 

� 対外関連事項所長補佐を長とする広報委員会，

情報委員会を設け，迅速かつ明快な成果の国内

外への発信と，研究所 IT基盤の整備と更新を確

保する．また同所長補佐は，国際活動のうち特

に研究者交流の指揮を執る． 

� 事務部との連携を一層強化し，学内本部・他部

局や文部科学省ら関係省庁からの情報収集や，

競争的研究資金の獲得等について，実効力の高

い体制を構築する． 

� 研究・教育の遂行に必要な各種資格・保管基準

などを把握し，取得の必要性の伝達・保管内容

の報告を受け，労働安全管理を徹底させる． 

� セキュリティに関しては，宇治地区構内の安全

管理は他研究所と共同で，また情報ネットワー

クは所内委員会で整備しその体制を明確にする． 

適正な人事配置 

� 防災という学問領域が必然的に有する多様性と

学際性・複合性に応えるべく，多様な研究ジャ

ンルからの人材確保に努める他，部局内外の密

接な人的交流を軸として，新しい研究領域の創

生，社会が切望する核心的な防災ニーズに適確

に応える研究成果の普及をめざす． 

� 研究者の採用や昇進にあたっては，「Best and 

Brightest」の任用を旨とし，世界中に目を向け

最高の人材を広く求める．新しい教員（教授・

助教授ポスト）の任用は「公募」を原則とし，

公募要項を世界中の関連研究機関他に送付する

等広く門戸を開く． 

� 外国人教員や女性教員の任用に積極的に取り組

み，教員の多様化を図る．また，任期制を一部

導入し，研究活力の維持と多様な人材確保に努

める． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  

10.2 10.2 10.2 10.2 防災研究所防災研究所防災研究所防災研究所のののの諸規定諸規定諸規定諸規定    
制定年月日          規  程  ・  内  規  等  名  称 最近改正年月 

昭 26.6.15 京都大学防災研究所協議員会規程 平 8.5.11 廃止 

昭 26.10.20 京都大学防災研究所事務分掌規程 平 8.5.11 改正 

昭 27.4.10 防災研究所所員選考内規 昭 39.4.1 廃止 

昭 39.4.1 防災研究所教員選考内規 平 9.4.11 改正 

昭 47.4.14 防災科学資料センター運営に関する要項 平 5.4.1 廃止 

昭 48.2.6 京都大学防災研究所長候補者選考規程 平 8.5.11 改正 

昭 48.2.6 防災研究所長候補者適任者推薦内規 平 8.5.11 改正 

昭 50.12.19 防災研究所附属研究施設長候補者選考内規 平 8.5.11 改正 

昭 51.1.23 附属施設長候補者選考に関する申合せ 平 3.10.1 廃止 

昭 53.4.18 京都大学防災研究所附属水資源研究センター規程 平 8.5.11 廃止 

昭 53.4.18 京都大学防災研究所附属水資源研究センター運営協議会規程 平 8.5.11 廃止 

昭 54.6.4 附属水資源研究センター客員教員候補者推薦手続   

昭 54.6.15 防災科学資料センター主任に関する申合せ 平 5.4.1 廃止 

昭 57.3.12 防災研究所放射線障害予防内規 平 4.2.28 廃止 

昭 58.10.14 防災研究所洛南道路建設計画対策委員会要項 平 13.5.10 廃止 

昭 59.9.21 附属水資源研究センター及び地震予知研究センター客員教員候補者選考手続 平 8.5.11 廃止 

昭 60.5.2 協議員懇親会についての申合せ 平 8.5.11 廃止 

昭 61.3.7 防災研究所将来計画検討委員会要項 平 8.5.11 廃止 

昭 61.3.14 防災科学資料センター運営に関する要項についての申合せ 平 5.4.1 廃止 

昭 61.5.9 防災研究所客員教員候補者選考手続 平 8.5.11 廃止 

昭 61.12.19 附属都市施設耐震システム研究センター運営に関する要項 平 8.5.11 廃止 

昭 61.12.19 附属都市施設耐震システム研究センター主任に関する申合せ 平 8.5.11 廃止 

昭 63.9.9 緊急を要する教官の海外渡航の取扱いについて 平 3.10.1 廃止 

昭 63.11.11 附属都市施設耐震システム研究センター運営に関する要項についての申合せ   

平 2.3.9 防災研究所研究員の受入れに関する申合せ   

平 2.3.9 防災研究所研究生の在学期間に関する申合せ   

平 2.3.28 助手の補充について 平 2.9.21 廃止 

平 2.4.25 地震予知研究センター運営協議会委員候補者の選出について   

平 2.5.7 

平 2.6.26 

防災科学資料センターの助手について 

京都大学防災研究所附属地震予知研究センター規程 

平 5.4.1 廃止 

平 5.4.1 廃止 

平 2.6.26 京都大学防災研究所附属地震予知研究センター運営協議会規程 平 8.5.11 廃止 

平 2.6.28 

平 2.9.21 

附属地震予知研究センター客員教員候補者推薦手続 

防災研究所助手定員の取扱いに関する申合せ 

平 8.5.11 廃止 

  

平 2.11.9 

平 3.4.1 

防災研究所学術情報・通信整備運用委員会要項 

防災研究所技術部組織規程 

平 8.6.14 改正 

平 8.5.11 廃止 

平 3.4.12 防災研究所非常勤講師任用に関する申合せ 平 4.10.19 廃止 

平 3.10.1 防災研究所長等の海外渡航に伴う事務代理についての申合せ 平 8.5.11 廃止 

平 3.10.1 防災研究所海外渡航の協議員会における取扱いについて 平 8.5.11 廃止 

平 5.4.9 附属地域防災システム研究センター運営に関する要項 平 8.5.11 廃止 

平 5.4.9 防災研究所自己点検・評価実施内規 平 8.5.11 改正 



  

平 8.5.11 京都大学防災研究所規程 平 15.2.1 改正 

平 8.5.11 京都大学防災研究所教授会規程 平 15.1.10 改正 

平 8.5.11 京都大学防災研究所協議会規程   

平 8.5.11 京都大学防災研究所技術室組織規程 平 14.3.8 改正 

平 8.5.11 防災研究所部門規程   

平 8.5.11 防災研究所部門長・センター長会議内規 平 15.1.10 改正 

平 8.5.11 防災研究所長等の海外渡航に伴う事務代理についての申合せ 平 15.1.10 改正 

平 8.5.11 教官の海外渡航のついての申合せ   

平 8.5.11 防災研究将来計画検討委員会内規   

平 8.5.11 防災研究所教授及び助教授選考に関する申合せ 平 12.6.9 改正 

平 8.5.11 防災研究所客員教員候補者選考内規 平 13.3.9 改正 

平 8.5.11 防災研究所非常勤講師任用に関する申合せ   

平 8.5.11 京都大学防災研究所共同利用委員会規程 平 13.3.9 改正 

平 8.5.11 京都大学防災研究所共同利用委員会専門委員会要項 平 13.3.9 改正 

平 8.5.11 京都大学防災研究所附属災害観測実験センター規程   

平 8.5.11 京都大学防災研究所附属災害観測実験センター運営協議会規程   

平 8.5.11 京都大学防災研究所附属地震予知研究センター規程   

平 8.5.11 京都大学防災研究所附属地震予知研究センター運営協議会規程   

平 8.5.11 京都大学防災研究所附属火山活動研究センター規程   

平 8.5.11 京都大学防災研究所附属火山活動研究センター運営協議会規程   

平 8.5.11 京都大学防災研究所附属水資源研究センター規程   

平 8.5.11 京都大学防災研究所附属水資源研究センター運営協議会規程   

平 8.5.11 京都大学防災研究所附属巨大災害研究センター規程   

平 8.5.11 京都大学防災研究所附属巨大災害研究センター運営協議会規程   

平 13.3.9 京都大学防災研究所放射線障害予防規定   

平 13.4.1 京都大学防災研究所自然災害研究協議会規程   

平 15.1.10 京都大学防災研究所所長補佐に関する規程   

    

    

    

    

    

    

    

    

    



  

10.3 10.3 10.3 10.3 防災研究所防災研究所防災研究所防災研究所のののの改組計画改組計画改組計画改組計画 

 

２００５年３月 

防災研究所防災研究所防災研究所防災研究所のののの改組改組改組改組にににに当当当当たってたってたってたって 

所長 井上和也 

１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに 

防災研究所は，平成１７年４月１日から，現在の組織を別紙のように改組することになりました。本改組は，平成

１６年に策定された中期計画に沿って，防災研究に対する社会のニーズに的確に応えるために行うものです。以下に

改組の主旨及び概要を記しますので，ご理解をいただき，防災学研究の発展と災害の更なる軽減に向けて，皆様方が

より一層取り組まれることをお願いします。 

２２２２．．．．改組改組改組改組のののの主旨主旨主旨主旨 

防災研究所は，１９５１年の創設以来，自然科学を中心とした災害学理の追求と，防災学の構築に関する総合的研

究・教育に取り組んできた。また，１９９６年，阪神・淡路大震災の教訓と防災学研究への社会への要請に応えるた

め，自然科学を中心とした研究に加え，人文・社会科学的研究の強化をはかるとともに，全国共同利用研究所への転

換を含む抜本的な改組を行った。 

２００４年，京都大学が国立大学法人に移行するに伴って，理学，工学，社会科学等にまたがる基礎的研究を更に

一層展開するとともに，防災に対する真の社会的ニーズに応えうる実践的なプロジェクト研究を学際融合的な研究組

織によって実施するための第１期中期計画を策定した。今回の改組は，この第 1期中期計画で公約した一連の研究教

育活動を確実かつ速やかに実施するため，前回の改組から 10年間の経験を基に，研究組織のよりよい姿を実現する

ために行うものである。 

３３３３．．．．改組改組改組改組のののの概要概要概要概要 

中期計画では，防災研究所が今後６年間に実施する課題として，以下の項目を掲げている。 

ⅰ．災害と防災を巡る社会的ニーズに応えるための防災プロジェクト研究の推進 

ⅱ．「環境」や「都市」に特徴的な複合的災害・防災に関わる研究の推進 

ⅲ．基礎研究・応用研究の両輪からなる研究展開 

ⅳ．学際的研究の一層の促進 

ⅴ．研究所内人事交流の活性化 

ⅵ．遠隔地観測所・実験所研究活動の活性化 

これら６つの課題の実施に向けて，研究部門，附属研究施設との横断的研究を推進する単位として，４つの研究グ

ループ，即ち，総合防災研究グループ，地震・火山研究グループ，地盤研究グループ及び大気・水研究グループを設

ける。 

各研究グループを構成する研究部門および附属研究施設は以下の通りである。 

①総合防災研究グループ ：社会防災研究部門，巨大災害研究センター 

②地震・火山研究グループ：地震災害研究部門，地震防災研究部門，地震予知研究センター， 

火山活動研究センター 

③地盤研究グループ   ：地盤災害研究部門及び斜面災害研究センター 

④大気・水研究グループ ：気象・水象災害研究部門，流域災害研究センター， 

水資源環境研究センター 



  

組織構成

社会防災研究部門

巨大災害研究センター

地震災害研究部門

地震防災研究部門

地震予知研究センター

火山活動研究センター

地盤災害研究部門

斜面災害研究センター

気象・水象災害研究部門

流域災害研究センター

水資源環境研究センター

総合防災

研究グループ

地震・火山

研究グループ

地盤

研究グループ

大気・水

研究グループ

・都市空間安全制御
・都市防災計画
・防災技術政策
・防災社会システム

・巨大災害過程
・災害情報システム
・災害リスクマネジメント

・強震動
・耐震基礎
・構造物震害

・耐震機構
・地震テクトニクス
・地震発生機構

・地殻活動
・海溝型地震
・内陸地震
・地震予知情報
・地球計測
・リアルタイム総合観測

・火山噴火予知

・地盤防災解析
・山地災害環境
・傾斜地保全

・地すべりダイナミクス
・地すべり計測

・災害気候
・暴風雨・気象環境
・耐風構造
・沿岸災害
・水文気象災害

・流砂災害
・都市耐水
・河川防災システム
・沿岸域土砂環境
・流域圏観測

・地球水動態
・地域水環境システム
・社会・生態環境

共同利用委員会

自然災害研究協議会

ハラスメント対策委員会 放射線障害防止委員会

将来計画
検討委員会

副所長

副所長

副所長

総合調整会議

協議会

教授会

自己点検・評価委員会

研究・教育
委員会

対外広報
委員会

所長所長所長所長

労働安全衛生委員会 情報セキュリティ委員会 厚生委員会

事務部

技術室

 



  

10.410.410.410.4    防災研究所所内委員会名簿防災研究所所内委員会名簿防災研究所所内委員会名簿防災研究所所内委員会名簿    

平成平成平成平成14141414年度所内委員会委員名簿年度所内委員会委員名簿年度所内委員会委員名簿年度所内委員会委員名簿                                        （平１５．１月現在） 

委 員 会 名 委 員 名 任   期 

 自己点検・評価委員会 ☆河田，寶，関口，MORI，丸山，城戸，本田 

 (ｻﾌﾞ委員)畑山，飛田，渋谷，浜口，川方 

 13.5.1～15.4.30 
 14.12.1～15.4.30 

 将来計画検討委員会 ☆石原，岡田，千木良，河井，中川（一），大志万，池淵，

小尻 

 13.5.1～15.4.30 

  研究企画小委員会 ☆小尻，中島，千木良，橋本，鈴木， 

 大志万 

        〃 

 研究拠点整備ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ ☆林（春），中島，橋本  13.10.12～ 
  教育ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ ☆河井，千木良，大志万，橋本，中川（一）  13.12.14～ 

  人事構想ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ ☆池淵，岡田，石原，中島  14.5.11～ 
  改組ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ ☆岡田，河井，大志万，中川（一），橋本  14.5.11～ 

  観測所・実験所ﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ ☆大志万，中川（一），林（泰）  14.8.16～ 

 21世紀COE運営委員会 ☆池淵，林（春）（幹事），入倉，河田，石原，小尻， 

植田，岡田 

 14.10.11～ 

  21世紀COE実行委員会 ☆河田，中島，寶，橋本（以上３名幹事） 

岡田，佐々，関口，石原，池淵，林（春） 

        〃 

  21世紀COE幹事会 ☆河田，池淵，中島，岡田，林（春），寶，橋本  14.11.19～ 

 厚生委員会 ☆福岡，児島，諸岡，武藤，三浦，谷川  14.4.1～15.3.31 
 放射線障害防止委員会 ☆所長，千木良，岡  4.3.4～ 

 学術情報・通信整備 

 運用委員会 

☆岡，入倉，澤田（純），田中（聡），谷川  13.4.1～15.3.31 

   LAN管理運用委員会 ☆澤田（純），三村，立川，丸山，井口（正），田中（聡），

諸岡，岩田，荒木，馬場，大見，田中（賢），浜口， 

平野，多河，谷川，足立(施設管理掛長) 

 14.4.1～15.3.31 

 図書専門委員会 ☆川崎         〃 
 宇治川キャンパス運営 

 委員会 

☆井上，佐々，髙山，河井，関口，中川（一），梅田，

池淵，石垣，平野 

 13.5.11～ 

 共同利用委員会 ☆所長，鈴木，田中（仁），千木良，井上，植田， 

中川（一），川崎，岡，田中（哮），井口（正） 

 14.5.11～16.5.10 

   企画専門委員会 ☆植田，鈴木，田中（仁），千木良，井上，中川（一），

川崎，岡，田中（哮），井口（正） 

        〃 

   広報専門委員会 ☆中川（一）         〃 
    出版小委員会 ☆河井，吹田，福岡，戸田，石川，山下，渡辺，西上，

城戸，赤松 

        〃 

    公開講座実行委員会 ☆佐藤，中川（一），小尻，林（春），林（康）， 

三村，林（泰），渋谷 

 13.5.11～15.5.10 

     公開講座出版事業 

   小委員会 

☆河田，澤田（純），福岡，立川，石川，石垣，大志万  13.5.11～ 

 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ・ﾆｭｰｽﾚﾀｰ編集 

 委員会 

☆中川（一），多々納，吹田，伊藤，釜井，立川， 

武藤，片尾，竹門，平野，多河，吉田，谷川，上道 

 14.5.11～16.5.10 

  ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞﾜｰｷﾝｸﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ ☆片尾，多河，吉田  13.9.1～ 

 建物利用委員会（阿武山観測所 

  利用計画検討委員会と合体） 

☆池淵，梅田  

 技術室運営委員会 ☆関口，千木良，河井，古澤，MORI，池淵，林（春），

平野，多河 

 13.4.1～ 

 宇治地区共通行事所内 

 委員会 

  井合，向川，谷川  15.1.1～15.12.31 

 注）太字部分が今回報告の部分                          （備考；☆は委員長） 



  

平成平成平成平成15151515 年度年度年度年度    所内委員会委員名所内委員会委員名所内委員会委員名所内委員会委員名簿簿簿簿                            （平成１５．１２月現在） 

委 員 会 名 委 員 名 任 期 

将来計画検討委員会 

 

☆小尻，中島，田中(哮)，高山，千木良，梅田，岩嶋， 

石原，山崎[専] 

15. 6. 1～17. 4.30 

（15. 5. 1～17. 4.30の２年） 

研究・教育委員会 ☆大志万，田中(仁)，鈴木，井合，中川(一)，向川，池淵， 

 山崎[専］  

15. 6. 1～17. 3.31 

    （所長の任期末） 

 研究運営専門委員会 ☆鈴木，井合，山下，飯尾   〃 （経理課，研協課） 

 教育専門委員会 ☆田中(仁)，Mori，林(春)，多々納，三村   〃  （総務課企画掛） 

技術専門委員会 ☆中川(一)，伊藤，丸山，林(康)，井口(正)，平野［技］， 

 多河［技］ 

  〃  （総務課人事掛） 

 ＣＯＥ運営委員会 

 

☆池淵（委員長），河田（拠点リーダー），林(春)（幹事）， 

 井上，石原，植田，岡田，大志万 

14.10.11～ 

        （研協課） 

対外広報委員会 

 

☆河井，寶，橋本，関口，川崎，田中(仁)，佐藤，平野［技］，

山崎[専］ 

15. 6. 1～17. 3.31 

     （所長の任期末） 

 広報・出版専門委員会 

 

☆寶，赤松，石川，釜井，城戸，戸田，西上，松波，片尾，

田中(聡)，竹内(文)，多河［技］，松浦［技］，上道［事］ 

  〃 

     （総務課庶務掛） 

 行事推進専門委員会 ☆橋本（公開講座），☆井合（宇治地区共通行事），☆川崎

（年次研究発表講演会），向川（宇治地区共通行事），井

口(正)，石垣，吹田，友杉，林(康)，福岡，藤田，矢守，

堀口，西村［技］，冨阪［技］，吉山［事］ 

  〃 

     （研協課研協掛） 

☆関口，岡，澤田(純)，伊藤，丸山，辰己［技］，吉田［技］   〃  （総務課企画掛）  ネットワーク専門委員会 

  

 ・LAN管理運営委員会 

 

☆澤田(純)，田中(聡)，岩田，三村，児島，石垣，加藤，

大見，荒木，井口(正)，田中（賢），浜口，川方， 

 吉田［技］，山崎[専］，足立（施設管理掛長） 

15. 7. 1～17. 3.31 

 情報セキュリティ委員会 

 

☆所長，関口（幹事），岡，澤田(純)，伊藤，多々納，丸山，

吉田［技］，辰己［技］，（＋総務課より），山崎[専］ 

部局規程制定日～ 

 

 図書専門委員会 ☆川崎 (14.4.1～) （研協課学情掛） 

 国際交流専門委員会 ☆田中(仁)，Sidle，Mori，本田 15. 6. 1～17. 3.31  

     （研協課国流掛） 

産官学連携推進専門委員会 ☆佐藤  〃   （研協課研協掛） 

自己点検・評価委員会  

（外部評価を含む） 

☆岡田，寶，Sidle，伊藤，澤田(純)，石川，林(泰)，矢守，

畑山，多河［技］ 

15. 5. 1～17. 4.30  

     （総務課企画掛） 

共同利用委員会 

 

☆所長，植田，鈴木，千木良，高山，中川(一)，川崎，岡，

田中(哮)，井口(正)，吹田 

14. 5. 11～16. 5.10   

     （研協課共同利用掛） 

 企画専門委員会 ☆植田，鈴木，千木良，高山，中川(一)，川崎，岡，田中(哮)，

井口(正)，吹田 

    〃   

厚生委員会 ☆飯尾，井口(敬)，飛田，畑山，辰己［技］，山崎[専] 15. 4. 1～16. 3.31  

セクハラ対策委員会 ☆高山，総務課長，防災研専門員 15. 7. 1～ （総務課庶務掛） 

放射線障害防止委員会 ☆所長，千木良，岡 14. 3. 4～ 

                                             （備考：☆は委員長） 

（備考欄のｶｯｺ内の課・掛は宇治地区事務部の対応協力課・掛） 

 



  

平成平成平成平成11116666 年度年度年度年度    所内委員会委員名所内委員会委員名所内委員会委員名所内委員会委員名簿簿簿簿                            （平成１６．１０月現在） 

委 員 会 名 委 員 名 任 期 

将来計画検討委員会 

 

☆小尻，中島，田中(哮)，高山，千木良，梅田，岩嶋，石

原，多々納，山崎[専] 

15. 6. 1～17. 4.30 

（15. 5. 1～17. 4.30 の２

年） 

研究・教育委員会 ☆大志万，田中(仁)，鈴木，井合，中川，向川，池淵， 

 山崎[専］  

15. 6. 1～17. 3.31 

    （所長の任期末） 

 研究運営専門委員会 ☆鈴木，井合，山下，飯尾   〃 （経理課，研協課） 

 教育専門委員会 ☆田中(仁)，Mori，林(春)，多々納，三村   〃  （総務課企画掛） 

技術専門委員会 ☆中川，伊藤，丸山，林(康)，井口(正)，平野［技］，吉田

［技］ 

  〃  （総務課人事掛） 

 ＣＯＥ運営委員会 

 

☆池淵（委員長），河田（拠点リーダー），林(春)（幹事）， 

 井上，石原，井合，岡田，大志万 

14.10.11～ 

        （研協課） 

対外広報委員会 

 

☆河井，寶，橋本，関口，川崎，田中(仁)，佐藤，平野［技］，

山崎[専］ 

15. 6. 1～17. 3.31 

     （所長の任期末） 

 広報・出版専門委員会 

 

☆寶，赤松，石川，釜井，城戸，戸田，西上，松波，竹内，

片尾，三浦［技］，松浦［技］，上道［事］ 

  〃 

     （総務課庶務掛） 

 行事推進専門委員会 ☆橋本（公開講座），☆多々納（宇治地区共通行事），☆川

崎（年次研究発表講演会），井口(正)，石垣，吹田，友杉，

林(康)，福岡，藤田，矢守，堀口，西村［技］，冨阪［技］，

吉山［事］ 

  〃 

     （研協課研協掛） 

☆関口，伊藤，多々納，澤田(純)，丸山，吉田［技］，辰己

［技］ 

  〃  （総務課企画掛）  ネットワーク専門委員会 

  

 ・LAN管理運営委員会 

 

☆澤田(純)，畑山，岩田，田村，飛田，丸山，馬場，山

下，大見，荒木，山本，田中(賢)，浜口，川方，福岡， 

 吉田［技］，辰己［技］，山崎[専］，足立（施設管理掛

長） 

15. 7. 1～17. 3.31 

 図書専門委員会 ☆川崎 (14.4.1～) （研協課学情掛） 

 国際交流専門委員会 ☆田中(仁)，Sidle，Mori，本田，小尻，大志万，河井 15. 6. 1～17. 3.31  

     （研協課国流掛） 

産官学連携推進専門委員会 ☆佐藤  〃   （研協課研協掛） 

自己点検・評価委員会  

（外部評価を含む） 

☆岡田，寶，Sidle，伊藤，澤田(純)，石川，林(泰)，矢守，

畑山，松浦［技］ 

15. 5. 1～17. 4.30  

     （総務課企画掛） 

情報セキュリティ委員会 ☆所長，河井，関口（幹事），澤田(純)，伊藤，多々納，丸

山，吉田［技］，辰己［技］，山崎[専] 

16. 4. 1～ 

共同利用委員会 

 

☆所長，多々納，井合，戸田，林(春)，佐々，吹田，石川，

林(泰)，松村，井口(正)，竹門  

16. 5. 11～18. 5.10   

     （研協課共同利用掛） 

 企画専門委員会 ☆井合，多々納，戸田，林(春)，佐々，吹田，石川，林(泰)，

松村，井口(正)，竹門 

    〃   

厚生委員会 ☆藤田，田中(賢)，川方，安田，西村［技］，山崎[専] 16. 4. 1～17. 3.31  

セクハラ対策委員会 ☆高山，総務課長，防災研専門員 15. 7. 1～ （総務課庶務

掛） 



  

放射線障害防止委員会 ☆所長，千木良，岡 14. 3. 4～ 

労働安全衛生委員会 ☆所長，梅田，松波，吉村，平野［技］，辰己［技］ 16. 4. 1～ 

                                             （備考：☆は委員長） 

（備考欄のｶｯｺ内の課・掛は宇治地区事務部の対応協力課・掛） 

 



  

10.510.510.510.5    防災研究所防災研究所防災研究所防災研究所フォーラムフォーラムフォーラムフォーラム実施状況実施状況実施状況実施状況    
10.510.510.510.5.1 .1 .1 .1 防災研究防災研究防災研究防災研究所所所所フォーラムフォーラムフォーラムフォーラム    京都会場開催一覧京都会場開催一覧京都会場開催一覧京都会場開催一覧    

    

[[[[平成平成平成平成14141414年度年度年度年度]]]]    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

京都会場参加者人数京都会場参加者人数京都会場参加者人数京都会場参加者人数    

    

    

    

    

    

回 開催日 講師 役職 所属 フォーラム内容

1 1月14日 河田 恵昭 教授 巨大災害 21世紀COEプログラムの目指すところ

2 1月15日 林  春男 教授 巨大災害 防災学入門

3 1月17日 池淵 周一 教授 水資源 ダムの弾力的運用

4 1月21日 橋本　学 教授 地震予知 地震を知る：宇宙から見る大地の動き

5 1月22日
関口秀雄・
後藤仁志

教授・助教
授

災害観測 波と砂浜のダイナミクス：複雑流体への入門

6 1月23日 中島 正愛 教授 地震災害
構造実験の歩み－手動ジャッキからコンピュータ
オンライン制御まで

7 1月24日 川方 裕則 助手 巨大災害
モノが壊れる前に何が起こるか？地震に先立つ現
象を探す。

8 1月28日 片尾 浩 助教授 地震予知 微小地震は大地の鼓動

9 1月29日 藤田 正治 助教授 水災害 流砂系における土砂問題とその管理

10 1月30日 岩田 知孝 教授 地震災害
1995年兵庫県南部地震と2000年鳥取西部地震の強
震動の違い

11 1月31日 畑山 満則 助手 総合防災 情報処理による防災・災害対応活動の支援

12 2月4日 渋谷 拓郎 助教授 地震予知 西日本の地下を地震波で覗く

13 2月5日 千木良 雅弘 教授 地盤災害 山崩れはどこで起こるか

14 2月6日 吹田 啓一郎 助教授 地震災害 鉄骨造建物に見る地震被害の特徴と耐震対策

15 2月7日 田中 聡 助手 総合防災
被災者の証言からみえる世界－阪神・淡路大震災
から世界貿易センタービル災害まで－

16 2月12日 井合 進 教授 地盤災害 地盤の液状化－予測と対策

17 2月13日 諸岡 繁洋 助教授 地震災害 構造物の非線形振動と地震応答

18 2月18日 大志万 直人 教授 地震予知 電気と磁気で知る地下の構造

19 2月19日 井上 和也 教授 水災害 都市の水害

20 2月25日 伊藤 潔 教授 地震予知 地震活動は温度で決まる

21 2月26日 牛山 素行 非常勤講師 水災害 豪雨防災情報をめぐる最近の話題

22 2月27日 松波 孝冶 助教授 地震災害 地震動と木造建物被害に関する最近の話題

23 2月28日 萩原 良巳 教授 総合防災 京都市市街地における袋小路と震災リスク

24 3月 4日 梅田 康弘 教授 地震予知 大きな地震は、どうやって大きくなるのか

25 3月 5日 寶 　馨 教授 水災害 韓国洪水災害について

26 3月 6日 田中 仁史 教授 地震災害 世界の地震被害

27 3月 7日 多々納 裕一 教授 総合防災 災害のリスクマネジメント

28 3月12日 高橋 保 教授 水災害 土石流概論

29 3月13日 澤田 純男 助教授 地震災害 土木構造物の耐震設計基準に関する最近の動向

30 3月14日 林　康裕 助教授 総合防災 近年の建築物地震被害とその教訓

31 3月18日 川崎 一朗 教授 地震予知 サイレント・アースクエイク

32 3月20日 岡田 憲夫 教授 総合防災
市民参加方式による安全なまちづくりのための情
報提示・コミュニケーション技術の現状と課題

33 3月26日 戸田 圭一 教授 水災害 2002年のヨーロッパ水害

34 3月27日 入倉 孝次郎 客員教授 地震災害 南海地震によってひき起こされる強い揺れ

35 3月28日 鈴木 祥之 教授 総合防災 木造建物の地震時の揺れと耐震性能

月別 (回数) 官公庁 大学教職員 学生 マスコミ 小中高学校教員 企業･法人 その他 計 平均 (人/回)
1月 (11回) 8 24 48 1 15 32 18 146 13.3
2月 (12回) 10 15 47 2 7 45 14 140 11.7

3月 (12回) 17 15 61 7 7 65 9 181 15.1

35 54 156 10 29 142 41 467 13.3



  

[[[[平成平成平成平成15151515年度年度年度年度]]]]    

回 開催日 講師 役職 所属 フォーラム内容

1 4月1日 大見 士朗 助手 地震予知
ゆっくり揺れる小さな地震の謎 - 内陸の深部低周波地
震 -

2 4月2日 小尻 利治 教授 水資源 総合流域管理に向けて─分布型流出モデルの作成

3 4月3日 佐々 恭二 教授 斜面災害 斜面災害研究センター＆世界の地すべり

4 4月4日 植田 洋匡 教授 大気災害
人・自然・地球共生プロジェクト「広域水循環の予測と
対策技術」

5 4月8日 重富 國弘 助手 地震予知 大地のつぼ：逢坂山の地下水が教えてくれるもの

6 4月9日 友杉 邦雄 助教授 水資源 わが国における異常少雨現象の生起特性と予測

7 4月10日 福岡　浩 助教授 斜面災害 GPSを用いた斜面健康診断法

8 4月11日 岩嶋 樹也 教授 大気災害 大気メタンの話

9 4月15日 飯尾 能久 助教授 地震予知 内陸直下型地震はどうして起きる

10 4月16日 岡　太郎 教授 水資源 水資源としての地下水の役割と課題

11 4月17日 竹内 篤雄 助手 斜面災害 斜面災害と地下水－その調査法－

12 4月18日 丸山　敬 助教授 大気災害 日本における強風災害について　

13 4月22日 渡辺 邦彦 助教授 地震予知 鳥取・山崎、活断層を歩く

14 4月23日 浜口 俊雄 助手 水資源 直接観ることの困難な地下水の管理運用と防災問題

15 4月24日 末峯　章 助教授 斜面災害 四国の結晶片岩地すべり

16 4月30日 城戸 由能 助教授 水資源 水環境と防災（１）

17 5月1日 古谷　元 非常勤講師 斜面災害 地すべり・斜面崩壊を発生させた地下水の流れを知る

18 5月2日 向川　均 助教授 大気災害 天気予報とカオス

19 5月6日 西上 欽也 助教授 地震予知 野島断層の8年間

20 5月7日 竹門 康弘 助教授 水資源
治水と利水の環境リスクを考える１～生態系影響評価の
方法

21 5月8日 諏訪 浩 助教授 地盤災害 カラコルム山中で晴天時に土石流が繰り返す。なぜ？

22 5月9日 井口 敬雄 助手 大気災害 大気中における二酸化炭素の収支について

23 5月13日 大谷 文夫 助手 地震予知 花折断層は動いているか

24 5月15日 釜井 俊孝 助教授 地盤災害 住宅地の斜面災害

25 5月16日 堀口 光章 助手 大気災害 雲，降水，風に関する気象観測

26 5月20日 Mori James 教授 地震予知 世界の地震

27 5月22日 三村 衛 助教授 地盤災害 沈み続ける埋立地－大阪湾岸の都市地盤－

28 5月23日 河井 宏允 教授 大気災害
台風にそなえて－強風による建物被害発生のメカニズム
と対策

29 5月28日 田中 賢治 助手 水資源
地表面での水・熱収支の観測とモデル化の現状－陸面過
程モデルSiBUCの開発

30 5月29日 王 功輝 助手 斜面災害 地震豪雨時高速長距離運動地すべりにおける水の役割

31 5月30日 石川 裕彦 助教授 大気災害 メソスケール気象と災害

32 6月3日 中村 佳重郎 助手 地震予知 所変われば(時とともに)重力も変わる

33 6月4日 石垣 泰輔 助教授 災害観測 京都周辺の伝統的な水害対策～水や段蔵の効果～

34 6月5日 井口 正人 助教授 火山活動 インドネシアの火山噴火予知

35 6月6日
Kenneth C.
Topping

客員教授 巨大災害
都市のリスクマネジメント：災害軽減およびサスナビリ
ティ向上における都市計画

36 6月10日 山下 太 元COE研究員 地震予知
大地にだって電流は流れる　～流れやすさの違いが語る
もの～

37 6月11日 澤田 豊明 助教授 災害観測 山から海への石ころの旅

38 6月12日 石原 和弘 教授 火山活動 大規模噴火の予知と火山情報

39 6月13日 矢守 克也 助教授 巨大災害 災害を語り継ぐ－風化と記憶の防災心理学－

40 6月17日 松村 一男 助教授 地震予知 地震を測る

41 6月18日 山下 隆男 助教授 災害観測 沿岸域の気象と波・流れ(1)－大気と海洋と災害と－

42 6月19日 福島 大輔 COE研究員 火山活動 日本全土を襲った超巨大噴火

43 6月20日 田中 哮義 教授 巨大災害 京都と火災　－平安～江戸時代－

44 6月24日 竹内 文朗 助教授 地震予知 重力等による断層の浅い部分の探査（山崎、福井）

45 6月25日 林　泰一 助教授 災害観測 沿岸域の気象と波・流れ(2)－台風の話－

46 6月26日 井口　正人 助教授 火山活動 離島火山(国境地帯）の火山活動

47 6月27日
SIDLE, Roy
C.

教授 地盤災害
Large versus Small Sediment Disasters: which are
most important?



  

48 7月1日 佐藤 忠信 教授 地震災害 構造物のヘルスモニタリング

49 7月2日 加藤 茂 助手 災害観測
沿岸域の気象と波・流れ（3）コンピューターで再現で
きるの？

50 7月3日 間瀬 肇 助教授 水災害 沖から来る海の波の変形

51 7月4日 竹門 康弘 助教授 水資源
治水と利水の環境リスクを考える（２）生態系復元の考
え方

52 7月8日 森井 亙 助手 地震予知 トンネルの中で感じる大地の息吹

53 7月9日 芹沢 重厚 助手 災害観測 沿岸域の気象と波・流れ（4）気象海象観測

54 7月10日 吉岡 洋 助手 水災害 大阪湾の底泥の巻き上がり

55 7月11日 荒木時彦 助手 大気災害 近畿南部の地殻活動

56 7月15日 尾上 謙介 助手 地震予知 近畿南部の地殻活動

57 7月16日 上野 鉄男 助手 災害観測 余笹川の1998年の水害と治水対策について

58 7月17日 立川 康人 助教授 水災害 洪水を予測する

59 7月18日 中川　一 教授 災害観測 都市と水害

60 7月22日 吉村 令慧 助手 地震予知
地球内部の電気的性質を推定する観測とモデリングの現
状

61 7月23日 武藤 裕則 助手 災害観測 環境防災学事始～水制の役割～

62 7月24日 児島 利治 助手 水災害 衛星から見た2002年韓国洪水災害

63 7月25日 柳谷　俊 助教授 地震予知 地震と岩盤を調べる，はかる

64 7月29日 徐　培亮 助手 地震予知 全地球測位システム（GPS）：日常生活から防災まで

65 7月30日 河田 恵昭 教授 巨大災害 南海地震について

66 7月31日 高山 知司 教授 水災害 沿岸に発生する長周期波の特性とその対策

67 9月2日 吉富ポール COE研究員 巨大災害 危機管理分野でのGISの活用

68 9月3日 岡田 憲夫 教授 総合防災 防災のためのリスクマネジメント・事始め

69 9月4日 多々野 裕一 教授 総合防災 フランスにおける自然災害保険

70 9月5日 長江剛志 助手 総合防災 証券市場を活用した災害リスクファイナンス

71 9月9日 岩田 知孝 教授 地震災害 地震の大きさと地震動の大きさ

72 9月10日 田中 仁史 教授 地震災害 鉄筋コンクリート建物の耐震設計および免震構造

73 9月11日 澤田純男 助教授 地震災害 トルコ・アダバザルの地盤構造と地震被害

74 9月12日 松波孝治 助教授 地震災害 地盤の違いによる地震の揺れの強さ

75 9月16日 橋本　学 教授 地震予知 最近の日本列島の地殻活動解説

76 9月17日 川崎 一朗 教授 地震予知 宮城県沖地震震源域周辺のテクトニクス

77 9月18日 西村 宗 大大特研究員 地震予知 1996年日向灘地震と西南日本のテクトニクス

78 9月19日 大見 士朗 助手 地震予知 2001年芸予地震とフィリピン海スラブ

79 9月24日 堤　大三 助手 地盤災害
斜面土層内のプレファレンシャルフローのモデル化斜面
安定への影響への検討

80 9月25日 斎藤隆志 助手 地盤災害 南極氷床深層堀削計画に参加して

81 9月26日 諏訪　浩 助教授 地盤災害
がけ崩れでなぜ命を落とすのか、がけ崩れにも前兆があ
る

82 9月30日 戸田 圭一 教授 水災害 身近な川の恐ろしさ-キャンプ場や地下街も危ないの-

83 10月1日 間瀬　肇 助教授 水災害 人工生命ニューラルネットワークの応用

84 10月2日 吉岡　洋 助手 水災害 風波砕波による気泡の取り込みについて

85 10月3日 立川　康人 助教授 水災害 洪水から街を守るための計画について

86 10月7日 山下　隆男 助教授 災害観測
高潮の発生機構と数値予知－高潮観測から得られた新た
な知見と最新の数値モデル－

87 10月8日 仁木　将人 COE研究員 災害観測 沿岸海域環境システムとそのモデリング

88 10月9日 佐々　真志 JSPS特別研究員 災害観測 水際不飽和地盤のダイナミクス

89 10月10日 Rahman, Munsur外国人研究者 災害観測 WATER RELATED DISASTERS IN BANGLADESH

90 10月14日 田中　賢治 助手 水資源 詳細な大気陸面結合モデルの開発ー現状と課題

91 10月15日 池淵　周一 教授 水資源 地球温暖化と水災害シナリオ

92 10月16日 大石　哲 非常勤講師 水資源 身近な防災問題としての気候変動

93 10月17日 坪木　和久 客員助教授 水資源 集中豪雨のメカニズムとその予測

94 10月21日 立木　茂雄 客員教授 巨大災害 防災と市民力

95 10月23日 近藤　民代 COE研究員 巨大災害

災害対応業務の現行計画の問題点と改善方策－IDEF0手
法およびフローチャート手法を用いた災害対応業務の分

析を通して-

96 10月24日 水越　薫 客員助教授 巨大災害 企業を対象とした地震リスクマネジメントの方法と課題

97 10月28日 渋谷　拓郎 助教授 地震予知 2000年鳥取県西部地震前後の地震活動と地殻構造



  

98 10月29日 野口　竜也 助手 地震予知 山陰地方の微細地殻構造

99 10月30日 吉村　令慧 助手 地震予知 鳥取県西部地震震源域の比抵抗構造

100 10月31日 渡辺　邦彦 助教授 地震予知 山陰の地震観測：防災に向けた地域との連携

101 11月4日 為栗　健 助手 火山活動 桜島火山における爆発的噴火の発生メカニズム

102 11月5日 山本　圭吾 助手 火山活動 桜島火山の噴火活動に伴う地盤変動・重力変動

103 11月6日 神田　径 助手 火山活動 地磁気観測からわかる火山の状態

104 11月7日 未喜　大介 助手 火山活動 火山学と考古学　－時間の目盛－

105 11月11日 末峯　章 助教授 斜面災害 地すべり現地調査の話

106 11月12日 竹内 篤雄 助手 斜面災害 温度と電気を使って地下水を診断する

107 11月13日 佐々　恭二 教授 斜面災害 築館と水俣の突発災害調査

108 11月14日 福岡　浩 助教授 斜面災害
地すべりの移動観測技術と善徳地すべりの超長期精密観
測

109 11月18日 安國　良一 客員教授 巨大災害 京の災害絵図・瓦版を読む

110 11月19日 秋月　有紀 派遣研究員 巨大災害
災害時の避難誘導等に関する標識の視認性 -大邱地下鉄
火災事故現場における標識の見えを事例として-

111 11月20日 久貝　智洋 COE研究員 巨大災害 災害資料データベースの構築に向けて

112 11月21日 野田　隆 非常勤講師 巨大災害 防災情報システムを考える

113 11月25日 萩原　良巳 教授 総合防災 淀川水循環圏における震災リスク軽減

114 11月26日 畑山　満則 助手 総合防災 震災時の避難行動を考慮した空間とその配置の評価

115 11月27日 鈴木　祥之 教授 総合防災 伝統木造建物の振動実験と耐震性

116 11月28日 林　康裕 助教授 総合防災 建物の耐震設計で考えている地震動の強さ

117 12月2日 中島　正愛 教授 地震災害 「免震（めんしん）」の仕組みと応用

118 12月3日 本田　利器 助手 地震災害 不確かな地盤での地震動の不確かさを評価する

119 12月4日 佐藤　忠信 教授 地震災害 都市基盤施設のライフサイクルコストの評価とその応用

120 12月5日 吹田　啓一郎 助教授 地震災害 低コストで地震に強い建物を目指して

121 12月9日 橋本　学 教授 地震予知 今，なぜ南海地震か？

122 12月10日 大志万　直人 教授 地震予知 電磁気でわかる西日本の地下構造

123 12月11日 梅田　康弘 教授 地震予知 地下水が教える南海地震の発生

124 12月16日 丸山　敬 助教授 大気災害 ビル風はどうやって予測するか？

125 12月17日 堀口　光章 助手 大気災害 地表近くの大気の流れ

126 12月18日 塩竃 秀夫 COE研究員 大気災害 ジェット気流と低気圧

127 12月19日 寺尾 徹 非常勤講師 大気災害 アジアの季節風とチベット・バングラデシュでの観測

128 12月24日 藤田　正治 助教授 水災害 魚類にとって排砂とは？

129 12月25日 児島　利治 助手 水災害 衛星画像でみる豪雨災害・山地災害

130 12月26日 高山　知司 教授 水災害 高潮の正確な推定法と対策

131 1月6日 澤田　豊明 助教授 災害観測 中国の土石流と人々の暮らし

132 1月7日 宮本　順司 教務補佐員 災害観測
水中堆積物のダイナミクス－液状化土塊の高速流動と凝
固

133 1月8日 村田　文絵 非常勤研究員 災害観測 熱帯アジアでの気象観測

134 1月9日 馬場　康之 助手 災害観測 沿岸域の流れに関する現地観測，水理模型実験

135 1月13日 竹門　康弘 助教授 水資源 外来生物による災害と対応策

136 1月14日 城戸　由能 助教授 水資源 水環境と防災（２）

137 1月15日 開發　一郎 客員教授 水資源 地上・衛星から観る土壌水分

138 1月16日 浜口　俊雄 助手 水資源
防災に関する計算モデルの定め方と諸問題 －逆さまの
アプローチ－

139 1月20日 片尾　浩 助教授 地震予知 兵庫県南部地震の前震・本震・余震・誘発地震

140 1月21日 大谷　文夫 助手 地震予知 兵庫県南部地震前後の地殻変動

141 1月22日 西上　欽也 助教授 地震予知 兵庫県南部地震震源域周辺の構造

142 1月23日 儘田　豊 大大特研究員 地震予知 断層を地震波で探る

143 1月27日 浦川　豪 COE研究員 巨大災害 災害対応におけるＧＩＳの活用

144 1月28日 田中　聡 助手 総合防災
NY世界貿易センター地区再建に向けた合意形成過程 

 ー5000人のワークショップとその舞台裏ー

145 1月29日 宮澤　理稔 助手 地震予知 地震波でわかる地殻の活動

146 1月30日 飯尾　能久 助教授 地震予知 兵庫県南部地震はなぜ起きたか？

147 3月2日 畑山　満則 助手 総合防災 地域防災：コミュニティと情報共有

148 3月3日 萩原　良巳 教授 総合防災 インド・バングラデシュの環境災害

149 3月4日 清水　秀丸 COE研究員 総合防災 木造建物の振動実験結果から見る耐震性能評価

150 3月5日 岡田　憲夫 教授 総合防災
災害に対する地域の備えの能力としてみたコミュニティ
のリスクマネジメント



  

    

京都会場参加者人数京都会場参加者人数京都会場参加者人数京都会場参加者人数    

    月別　(回数） 官公庁 大学教職員 学生 マスコミ 小中高学校教員 企業･法人 その他 計 平均（人/回)

 4月　（16回） 8 30 37 2 3 66 23 169 10.6

 5月　(15回） 12 46 31 0 8 51 26 174 11.6

 6月　（16回） 2 46 57 0 6 36 15 162 10.1

 7月　(19回） 11 27 52 3 6 39 23 161 8.5

 9月　(16回） 8 18 52 1 1 35 17 132 8.3

10月　(18回） 10 31 54 1 1 27 11 135 7.5

11月　(16回） 8 9 21 0 4 53 17 112 7.0

12月　(14回） 22 23 50 3 7 27 10 142 10.1

 1月　(16回） 3 29 19 0 13 13 19 96 6.0

 3月　(16回） 31 38 50 2 6 83 20 230 14.4

115 297 423 12 55 430 181 1513 9.3

151 3月10日 寺石　眞弘 助手 地震予知 日向灘における地震活動と地殻変動観測

152 3月11日 許斐　直 助手 地震予知
中央構造線の「活断層評価」について━徳島の地からの
発言━

153 3月12日 竹内　文朗 助教授 地震予知 福井地震から半世紀

154 3月16日 岩田　知孝 教授 地震災害 長周期地震動

155 3月17日 P. Chusilp COE研究員 地震災害
Seismic Resistance and Damage Control of Weld-Free
Steel Structures

156 3月18日 入倉　孝次郎 客員教授 地震災害 地震の震源像と強震動予測研究　－到達点とその課題－

157 3月19日 松波　孝治 助教授 地震災害 近畿圏強震動データの統合化とその活用に向けて

158 3月24日 竹門　康弘 助教授 水資源 河口堰が河川下流域の環境と魚類群集に与える影響

159 3月25日 小尻　利治 教授 水資源 ダム貯水池操作支援システムについて

160 3月26日 友杉　邦雄 助教授 水資源 ダム貯水池操作における水文気象予測情報の活用法

161 3月30日 児島　利治 助手 水災害 洪水流出モデル構築におけるGISの利用

162 3月31日 立川　康人 助教授 水災害 洪水流出予測手法の基礎



  

[[[[平成平成平成平成16161616年度年度年度年度]]]]

回 開催日 講師 役職 所属 フォーラム内容

1 4月1日 寶　馨 教授
水災害研究部

門
「緑のダム」の洪水調節効果について

2 4月2日 藤田　正治 助教授
水災害研究部

門
山地の土砂移動をモニタリングする

3 4月6日 石垣　泰輔 助教授
災害観測実験
センター

京都周辺における伝統的な水害対策（２）－桂川中流
域・亀岡市における調査－

4 4月7日 加藤　茂 助手
災害観測実験
センター

大潟海岸における冬季気象・海象観測（主に大潟波浪観
測所観測桟橋を援用した観測について）

5 4月8日 林　泰一 助教授
災害観測実験
センター

バングラデシュのサイクロン，洪水，竜巻

6 4月9日 山下　隆男 助教授
災害観測実験
センター

インドネシア，西カリマンタン，カプアス川流域・海岸
系の物質輸送（１） －水銀汚染の実態－

7 4月13日 篠原　宏志 非常勤講師
火山活動研究
センター

三宅島：2000年の火山活動と火山ガス

8 4月14日 福島　大輔 COE研究員
火山活動研究
センター

火山と共生するまちづくり　―地域をまるごと博物館と
する試み―

9 4月15日 森　健彦 元COE研究員
火山活動研究
センター

二酸化硫黄放出量計測器（DOAS）の開発と実践

10 4月16日 石原　和弘 教授
火山活動研究
センター

火山のハザードマップ：「ハザードマップは安全情報」

11 4月20日 矢守　克也 助教授
巨大災害研究
ｾﾝﾀｰ

神戸の知恵を形に---震災人材バンクの調査から---

12 4月21日 林　春男 教授
巨大災害研究
ｾﾝﾀｰ

率先市民主義

13 4月22日 吉川　肇子 非常勤講師
巨大災害研究
ｾﾝﾀｰ

防災ゲーム入門（その１）

14 4月23日 林　勲男 客員教授
巨大災害研究
ｾﾝﾀｰ

パプアニューギニア津波災害：人道・復興支援と被災者
の生活再建

15 4月27日 柳谷　俊 助教授
地震予知研究
センター

間隙弾性理論と地下水－水と岩盤のうるわしい関係－

16 4月28日 伊藤　潔 教授
地震予知研究
センター

近畿地方の地下構造と地震活動

17 4月30日 橋本　学 教授
地震予知研究
センター

ΔＣＦＦ

18 5月6日 向川 均 助教授
大気災害研究
部門

ストームトラックの科学

19 5月7日 丸山 敬 助教授
大気災害研究
部門

宮古島を襲った台風０３１４号の被害から学ぶこと

20 5月11日 佐々恭二 教授
斜面災害研究
ｾﾝﾀｰ

大都市圏での地震・豪雨による斜面災害を防ぐために

21 5月12日 福岡　浩 助教授
斜面災害研究
ｾﾝﾀｰ

世界の高速長距離土砂流動現象

22 5月13日 井合　進 教授
地盤災害研究
部門

液状化と地盤情報

23 5月14日 諏訪　浩 助教授
地盤災害研究
部門

１９８４年長野県西部地震による御岳大崩壊と岩屑なだ
れ

24 5月18日 田中哮義 教授
巨大災害研究
センター

地震と火災

25 5月19日 河田恵昭 教授
巨大災害研究
センター

広域災害の危機管理について

26 5月20日 原田賢治 COE研究員
巨大災害研究
センター

海岸林の津波減災効果について

27 5月21日 川方裕則 助手
巨大災害研究
センター

石を壊しながら地震を考える

28 5月25日 多々納裕一 教授
総合防災研究
部門

存続可能性を考慮した地震保険設計に関する考察

29 5月26日 林　康裕 助教授
総合防災研究
部門

京町家は地震に大丈夫か？（その１）京町家の揺れ方

30 5月27日 鈴木祥之 教授
総合防災研究
部門

京町家は地震に大丈夫か？（その２）京町家の構造と耐
震調査

31 5月28日 田中　聡 助手
総合防災研究
部門

フィリピンにおける実大住宅破壊実験

32 6月1日 佐藤忠信 教授
地震災害研究
部門

地盤の液状化・流動過程のｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ技術に関する最近の
話題



  

33 6月2日 田中仁史 教授
地震災害研究
部門

鉄筋コンクリート造建物の耐震性能評価法の最近の動向

34 6月3日 澤田純男 助教授
地震災害研究
部門

京都市域の強震動予測

35 6月4日 本田利器 助手
地震災害研究
部門

地震波の合成～時間特性と周波数特性はどちらも大事～

36 6月8日
MORI,James
Jiro

教授
地震予知研究
ｾﾝﾀｰ

カルフォルニア・ノースリッジ地震、阪神淡路大震災発
生から１０年 －地震学の研究における変化－

37 6月9日 松村一男 助教授
地震予知研究
ｾﾝﾀｰ

「地震活動の時系列」

38 6月10日 森井　亙 助手
地震予知研究
ｾﾝﾀｰ

地殻変動連続観測が測っているもの

39 6月11日 中村佳重郎 助手
地震予知研究
ｾﾝﾀｰ

　重力の経年変化について

40 6月15日 河井 宏允 教授
大気災害研究
部門

風荷重基準と耐風設計

41 6月16日 石川 裕彦 助教授
大気災害研究
部門

大気陸面間のエネルギー交換と境界層乱流

42 6月17日 植田 洋匡 教授
大気災害研究
部門

西アジアの水循環の動態と対策技術

43 6月18日 井口 敬雄 助手
大気災害研究
部門

数値モデルを用いた大気中二酸化炭素収支の研究

44 6月22日 城戸由能 助教授
水資源研究セ
ンター

水道水中の有害物質

45 6月23日 浜口俊雄 助手
水資源研究セ
ンター

地下ダム設計のための地下水流動ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ　～疑似三次
元解析手法の紹介～

46 6月24日 田中賢治 助手
水資源研究セ
ンター

農地灌漑を考慮した全球土壌水分分布の推定

47 6月25日 池淵周一 教授
水資源研究セ
ンター

健全な水循環系への転換

48 6月29日 堤　大三 助手
水災害研究部

門
斜面での根系成長と土壌水分に関する検討

49 6月30日 高山　知司 教授
水災害研究部

門
台風0314号による韓国高潮災害の教訓

50 7月1日 間瀬　肇 助教授
水災害研究部

門
日本の海岸と災害

51 7月2日 戸田　圭一 教授
水災害研究部

門
地下浸水を追って　－京都から博多まで－

52 7月7日 澤田豊明 助教授
災害観測実験
センター

流砂を観る

53 7月8日 山下隆男 助教授
災害観測実験
センター

沿岸域での防災と環境保全（１）まちづくりを基盤とし
た津波防災と環境保全

54 7月9日 根田昌典 助手

災害観測実験
センター（京

都大学大学院

理学研究科水
圏地球物理

学）

海洋変動のリモートセンシング

55 7月13日 三村　衛 助教授
地盤災害研究
部門

京都盆地の地盤と災害耐力～あなたはどんな地盤に住ん
でいるのか～

56 7月14日 斎藤隆志 助手
地盤災害研究
部門

南極氷床氷縁部における消耗観測の展開

57 7月15日 釜井俊孝 助教授
地盤災害研究
部門

古墳が語る災害史

58 7月16日 飛田哲男 助手
地盤災害研究
部門

2003年12月26日イラン・バム地震被害調査報告

59 7月20日 尾上　謙介 助手
地震予知研究
センター

大地の”ゆがみ”を測る

60 7月21日 重富　國宏 助手
地震予知研究
センター

資料・証言にみる昭和・安政南海地震前の井水涸れ

61 7月22日 徐　培亮 助手
地震予知研究
センター

測地手法で地球の変動を測る：伝統的な技術からSpace
Technologyまで

62 7月23日 西上　欽也 助教授
地震予知研究
センター

活断層調査の最新トピックス

63 7月27日 秋月有紀 派遣研究員

巨大災害研究
センター（立

命館大学COE

推進機構客員

研究員）

美しくかつ災害時に役立つサイン計画



  

    

64 7月28日 田村圭子 研究員
巨大災害研究
センター

ステークホルダー参画型「防災戦略計画」策定手法

65 7月29日 浦川　豪 COE研究員
巨大災害研究
センター

マルチハザード社会の安全・安心を守るためのGISの活
用方策-Enterprise GISを基盤としたCombat GIS－

66 7月30日 樋本圭佑 特別研究員
巨大災害研究
センター

延焼シミュレーションに基づく高山市三町伝建地区の防
火性能評価

67 9月1日 岩嶋　樹也 教授
大気災害研究
部門

オゾンをめぐる問題：これからの紫外線と光化学スモッ
グ

68 9月2日 堀口　三章 助手
大気災害研究
部門

乱流の組織構造

69 9月3日 丸山　敬 助教授
大気災害研究
部門

強風による屋根の被害について

70 9月8日 橋本　学 教授
附属地震予知
研究センター

近畿地方の地殻変動：明治から平成

71 9月9日 片尾　浩 助教授
附属地震予知
研究センター

丹波山地における最近の微小地震活動の静穏化

72 9月10日 森井　亙 助手
附属地震予知
研究センター

近畿地方の地殻変動：GPSでは検出できない微小歪

73 9月14日 友杉邦雄 助教授
附属水資源研
究センター

中小河川における豪雨出水の予測について

74 9月15日 野沢　徹

客員助教授：
国立環境研究

所大気圏環境

研究領域主任

研究員

附属水資源研
究センター

温暖化予測研究の現状

75 9月16日 大石　哲

非常勤講師：
山梨大学大学

院医学工学総

合研究部社会

システム工学

系助教授

附属水資源研
究センター

GPSを用いた水蒸気変動解析

76 9月17日 安藤　朝夫

客員教授：東
北大学大学院

情報科学研究

科教授

附属水資源研
究センター

地球温暖化問題と経済モデルのインターフェイス

77 9月21日 田村　修次 助教授
地震災害研究
部門

地盤の液状化と建築基礎に作用する地震時土圧

78 9月22日 吹田啓一郎 助教授
地震災害研究
部門

実在する鉄骨建物の品質と耐震性能の実証実験

79 9月28日 矢守克也 助教授
附属巨大災害
研究センター

防災ゲーム入門（その２）

80 9月29日 原　武士 教務補佐員
附属巨大災害
研究センター

高精度三次元データを用いた崩壊危険斜面に関するハ
ザードマップの簡易的作成手法の開発－新砂防法を考慮

した京都市におけるケーススタディー－

81 9月30日 吉冨　望 研究員
附属巨大災害
研究センター

災害と危機管理におけるGISの利用

82 10月5日 多田泰之 COE研究員
水災害研究部

門
土層中に発達したパイプと斜面の安定性

83 10月6日 牛山素行

非常勤講師：
東北大学大学

院工学研究科

附属災害制御

研究センター

水災害研究部
門

2004年新潟豪雨の特徴と2004年の各地の豪雨災害に見ら
れる課題

84 10月7日 立川康人 助教授
水災害研究部

門
2004年7月福井豪雨に関する速報と解決すべき課題

85 10月8日 川池健司

非常勤講師：
長崎大学工学

部助手

水災害研究部
門 都市域の浸水予測について

86 10月12日 道奥康治

非常勤講師：
神戸大学工学

部教授

災害観測実験
ｾﾝﾀｰ ダム貯水池の体内検診：水質汚濁の謎解きと対症療法

87 10月13日 上野鉄男 助手
災害観測実験
ｾﾝﾀｰ

水害と土地利用のあり方を考える　　　― 余笹川の
1998年水害の教訓 ―

88 10月14日 関口秀雄 教授
災害観測実験
ｾﾝﾀｰ

不飽和盛土斜面における熱・水分移動の実態に迫る

89 10月15日 中川　一 教授
災害観測実験
ｾﾝﾀｰ

流域土砂管理の一方策



  

 

90 10月19日 千木良雅弘 教授
地盤災害研究
部門

豪雨による表層崩壊のメカニズム －岩石の風化 帯とそ
の中の浸透水の挙動－

91 10月21日
SIDLE,　Roy

C.
教授

地盤災害研究
部門

The problems of roads and trails in the
mountains;examples from Southeast Asia

92 10月22日 諏訪　浩 助教授
地盤災害研究
部門

　山くずれと流砂 －十津川流域の現在－

93 10月27日 渋谷拓郎 助教授
地震予知研究
センター

山崎断層，29年間の地震活動－地震の予測に向けて，地
震活動からのアプローチ－

94 10月28日 大見士朗 助手
地震予知研究
センター

北アルプス脊梁部の地震と火山

95 11月2日 末峰　章 助教授
斜面災害研究
センター

山地地下水の実態

96 11月4日 汪　発武 助手
斜面災害研究
センター

地すべり運動範囲予測

97 11月5日 王　功輝 助手
斜面災害研究
センター

高速長距離運動地すべりにおける液状化現象

98 11月9日 多々納 裕一 教授
総合防災研究
部門

総合的な水害リスクマネジメントについて

99 11月10日 岡田 憲夫 教授
総合防災研究
部門

２１世紀型防災計画への挑戦と参加型適用型アプローチ
の役割

100 11月11日 畑山 満則 助手
総合防災研究
部門

時空間地理情報システムを基盤とする地域情報の管理と
災害時での利用に関する考察

101 11月12日 林 康裕 助教授
総合防災研究
部門

来るべき大地震に対する建築物の安全性と備え

102 11月17日 野田　隆 非常勤講師
巨大災害研究
センター

災害時における自治体対応の組織的編制について

103 11月18日 立木　茂雄 客員教授
巨大災害研究
センター

災害時の緊急対策本部と自主防災組織・ボランティアと
の協働

104 11月19日
Robert
Olshansky

客員教授
巨大災害研究
センター

Rebuilding communities after Earthquakes-what we
can do now-

105 11月24日 佐藤忠信 教授
地震災害研究
部門

構造物を耐震設計するための地震動はどのようにして作
られているか

106 11月25日 岩田知孝 教授
地震災害研究
部門

長周期地震動（その２）

107 11月26日 松波孝治 助教授
地震災害研究
部門

局所的に変わる地震被害分布と表層地盤の性質

108 11月30日 吉村　令慧 助手
地震予知研究
センター

地下の電気的構造を調べる　－花折・琵琶湖西岸断層系
周辺を例として－

109 12月1日 大志万　直人 教授
地震予知研究
センター

電磁気で見る地震の巣

110 12月2日 大谷　文夫 助手
地震予知研究
センター

伸縮計でみる地震発生－断層の動きとひずみステップ

111 12月3日 梅田　康弘 教授
地震予知研究
センター

紀伊半島南東沖の地震と南海トラフの巨大地震

112 12月7日 須藤靖明

京都大学理学
研究科研究科

助教授

火山活動研究
センター

火山活動と文学作品

113 12月8日 井口　正人 助教授
火山活動研究
センター

火山のレントゲン写真

114 12月10日 石原　和弘 教授
火山活動研究
センター

地形図にみる火山災害と集落の変遷

115 12月14日 齋藤　隆志 助手
地盤災害研究
部門

安定同位体手法による山地斜面の水循環調査

116 12月15日

AYELE,
Tewodros

Taddese
研究員

地盤災害研究
部門

Shear behaviour of decomposed granite soil: The
case of Takarazuka Landslide

117 12月16日 釜井　俊孝 助教授
地盤災害研究
部門

埋もれる都市の地盤防災

118 12月17日 飛田　哲男 助手
地盤災害研究
部門

地盤の液状化と構造物被害

119 12月21日 藤原　洋一
JST/CREST研
究員

水資源研究セ
ンター

気候変動による流域水資源への影響について

120 12月22日 茂木 耕作 COE研究員
水資源研究セ
ンター

積乱雲の発達に対する陸面過程の影響～ 都市の存在は
雨を強めるか? ～

121 12月24日 中北　英一 教授
水資源研究セ
ンター

温暖化，都市化と異常降雨　－何がどこまでわかってい
るのか，これからどう考えればよいのか－

122 1月6日 安田誠宏 助手
水災害研究部

門
津波の越流氾濫と地下空間への浸入



  

 

 

 

 

 

 

 

 

123 1月7日 高山知司 教授
水災害研究部

門
高潮・高波災害の現状と問題

124 1月11日 穂積　祐 COE研究員
大気災害研究
部門

海洋性砂漠の緑地化による影響評価

125 1月12日 西村　宏昭 非常勤講師
大気災害研究
部門

台風の強風による建築物・工作物の被害

126 1月13日 向川　均 助教授
大気災害研究
部門

異常気象とブロッキング

127 1月14日 石川　裕彦 助教授
大気災害研究
部門

数値気象モデルを用いた気象災害の研究

128 1月25日 水越　熏 客員助教授
巨大災害研究
センター

企業の地震リスクマネジメント－震災による事業中断損
失の評価と対策の最適化－

129 1月26日 藤吉　洋一郎 非常勤講師
巨大災害研究
センター

防災から減災へ

130 1月27日 鈴木　進吾 特別研究員
巨大災害研究
センター

津波防災対策の不確定性と減災効果の評価手法

131 1月28日 安國　良一 客員教授
巨大災害研究
センター

１７８８京都大火災

132 3月1日 竹門康弘 助教授
水資源研究セ
ンター

ダムが下流域生態系に与える影響

133 3月2日 城戸由能 助教授
水資源研究セ
ンター

平常時と緊急時に利用可能な都市の水資源

134 3月3日 浜口俊雄 助手
水資源研究セ
ンター

サウジアラビア南西部の水資源開発の可能性　～その１
～

135 3月4日 田中賢治 助手
水資源研究セ
ンター

数値気象モデルによる日本の降雨分布の再現性（１）

136 3月8日 竹内文朗 助教授
地震予知研究
センター

北陸地方の小さい地震

137 3月9日 小林知勝 非常勤研究員
地震予知研究
センター

地震波で火山活動をみる～2000年三宅島火山活動を通し
て～

138 3月10日 廣瀬一聖 非常勤研究員
地震予知研究
センター

地震・火山噴火に先立つ現象を地殻変動記録から探る

139 3月11日 重富國宏 助手
地震予知研究
センター

逢坂山観測所における地殻変動連続観測

140 3月15日 澤田純男 教授
地震災害研究
部門

2004年紀伊半島沖地震から得た教訓

141 3月16日 田中仁史 教授
地震災害研究
部門

地震と津波：日本の場合

142 3月17日 本田利器 助手
地震災害研究
部門

スマトラ地震　バンダアチェ調査速報

143 3月18日
WEITZMANN
Reudiger

特別研究員
地震災害研究
部門

Design of base isolated structures using
simplified and optimization strategies

144 3月22日 立川康人 助教授
水災害研究部

門
平成16年福井豪雨災害が与えた課題と得られた教訓

145 3月23日 堤　大三 助手
水災害研究部

門
豪雨による斜面崩壊と土壌水移動について

146 3月24日 安田誠宏 助手
水災害研究部

門
スマトラ地震による津波被害の現地調査報告

147 3月25日 間瀬　肇 助教授
水災害研究部

門
高潮・高波の数値解析手法と技術

148 3月29日 河井宏允 教授
大気災害研究
部門

平成１６年の強風災害の特徴と教訓

149 3月30日 堀口光章 助手
大気災害研究
部門

中立に近い安定度の大気境界層における乱流構造の観測

150 3月31日 井口敬雄 助手
大気災害研究
部門

大気中における二酸化炭素濃度変動の研究への植生モデ
ルの応用



  

京都会場参加者人数京都会場参加者人数京都会場参加者人数京都会場参加者人数    

月別　(回数） 官公庁 大学教職員 学生 マスコミ 小中高学校教員 企業･法人 その他 計 平均（人/回）

 4月　（17回） 20 15 19 4 6 30 24 118 6.9
 5月　（14回） 8 27 51 14 2 44 68 214 15.3
 6月　（18回） 9 21 76 22 0 30 24 182 10.1
 7月　（17回） 20 29 31 20 0 26 27 153 9.0
 9月　（15回） 12 17 26 14 1 24 15 109 7.3

10月　（13回） 7 21 51 3 4 28 20 134 10.3
11月　（14回） 26 7 42 11 1 18 25 130 9.3
12月　（13回） 5 11 42 3 8 21 12 102 7.8
 1月　（10回） 7 11 16 10 4 14 13 75 7.5

 3月　（19回） 6 21 31 9 8 28 23 126 6.6

120 180 385 110 34 263 251 1343 9.0



  

10.10.10.10.5555.2 .2 .2 .2 防災研究所防災研究所防災研究所防災研究所フォーラムフォーラムフォーラムフォーラム    東京会場開催一覧東京会場開催一覧東京会場開催一覧東京会場開催一覧    

    

[[[[平成平成平成平成14141414年度年度年度年度]]]]    

    

    

東京会場参加者人数東京会場参加者人数東京会場参加者人数東京会場参加者人数    

    

    

    

    

[[[[平成平成平成平成15151515年度年度年度年度]]]]    

    

    

東京会場東京会場東京会場東京会場参加者人数参加者人数参加者人数参加者人数    

官公庁 大学教職員 学生 マスコミ 小中高学校教員 企業･法人 その他 計 平均（人/回)

参加者数 69 8 2 16 0 193 11 299 49.8

官公庁 大学教職員 学生 マスコミ小中高学校教員企業･法人 その他 計 平均（人/回）

参加者数 74 9 3 19 0 299 11 415 25.9

回 開催日 講師 役職 所属 フォーラム内容

1 1月7日 河田 惠昭 教授 巨大災害 21世紀COEプログラムの目指すところ

2 1月21日 岡田 憲夫 教授 総合防災 時代が求める防災とリスクマネジメントとの融合

3 2月4日 飯尾 能久 助教授 地震予知
西南日本における大地震の発生予測へ向けて－南海・東
南海地震および内陸大地震－

4 2月18日 高山 知司 教授 水災害 防波堤の被災とその原因

5 3月4日 佐藤 忠信 助教授 地震災害 設計用地震動の位相特性のモデル化に関する最近の話題

6 3月18日 三村　衛 助教授 地盤災害 都市地盤情報データベースと防災への活用

回 開催日 講師 役職 所属 フォーラム内容

7 4月1日 林　春男 教授 巨大災害 WTC災害の教訓

8 4月15日 佐々 恭二 教授 地盤災害
斜面災害研究センター新設と国際斜面災害研究計画の推
進

9 5月6日 橋本  学 教授 地震予知 「東海・南海地震」を考える

10 5月20日 入倉 孝次郎 教授 地震災害
地震災害軽減のための強震動予測　－強震動予測レシピ
の考え方―

11 6月3日 井上 和也 教授 水災害 都市の水害について

12 6月17日 岡　太郎 教授 水資源 都市化に伴う水害危険度の増大と対策

13 7月15日 植田 洋匡 教授 大気災害 広域水循環予測と対策技術の高度化

14 9月2日 井合 進 教授 地盤災害
本格化するグローバルスタンダード時代の中の地盤地震
災害への取り組み

15 9月16日 石原和弘 教授 火山活動 火山の噴火予知と火山情報

16 10月7日 河井宏充 教授 大気災害 日本における強風災害の実態と対策について

17 12月2日 大志万直人 教授 地震予知 電気と磁気で知る地下の構造

18 12月16日 中川　一 教授 災害観測 土砂災害　-発生のメカニズムと対策-

19 1月6日 関口　秀雄 教授 災害観測 液状化土の物理：　安全な水際空間を目指して

20 1月20日 川崎　一朗 教授 地震予知
地震直前予知は可能か？：サイレント地震の視点からの
最近の成果と展望

21 3月2日 千木良　雅弘 教授 地盤災害
斜面崩壊発生場の予測－地質と地形からのハザードマッ
プ作成に向けて－

22 3月16日
MORI, James
Jiro

教授 地震予知
カルフォルニア・ノースリッジ地震、阪神淡路大震災発
生から１０年  －地震学の研究における変化－



  

[[[[平成平成平成平成16161616年度年度年度年度]]]]    

    

    

東京会場参加者人数東京会場参加者人数東京会場参加者人数東京会場参加者人数    

    

    

    

    

官公庁 大学教職員 学生 マスコミ 小中高学校教員 企業･法人 その他 計 平均（人/回）

参加者数 9 10 18 5 0 125 14 181 15.1

回 開催日 講師 役職 所属 フォーラム内容

23 6月1日 水越　熏 客員助教授 巨大災害 企業における地震リスクマネジメントの現状と課題

24 6月15日 広瀬　弘忠 運営協議会委員 巨大災害 災害時の人間心理と行動

25 7月20日 Sidle C. Roy 教授 地盤災害
Interactions of Land Use and Sediment Hazards -
Alaska to Southeast Asia-

26 9月21日 中島　正愛 教授 地震災害 耐震技術のグローバル化と日本の将来戦略

27 10月5日 寶　馨 教授 水災害
山林の洪水調節機能に関する流域水文学的検討--「緑の
ダム」はどの程度効果があるか--

28 10月19日 戸田　圭一 教授 水災害 都市水害とその予測

29 11月2日 萩原　良巳 教授 総合防災 京都の袋小路と震災リスク

30 12月7日 多々納　裕一 教授 総合防災 災害リスク情報の伝達：現状と課題

31 12月21日 岩嶋　樹也 教授 大気災害 メタンをめぐる問題：人間活動と大気メタン

32 1月18日 伊藤　潔 教授 地震予知 地震発生と地下構造

33 3月1日 鈴木　祥之 教授 総合防災 木造建物の耐震技術について

34 3月15日 田中　哮義 教授 巨大災害 地震火災の延焼予測モデルについて



  

10.610.610.610.6    防災研究所全国共同研究一覧防災研究所全国共同研究一覧防災研究所全国共同研究一覧防災研究所全国共同研究一覧    

表表表表10.610.610.610.6.1.1.1.1    特定共同研究特定共同研究特定共同研究特定共同研究    

課題番号 研究課題(プロジェクト)名 研究代表者 所内担当者 年度 
旅 費

(円) 

研究費

（円） 

参加

人数 

13 860,000  530,000  

14 670,000  520,000  13P-1 
防災のためのディジタル・ミュージア

ムの構築 

林 春男（京都大学

防災研究所） 
 

15 650,000  500,000  

15 

13 940,000  470,000  

14 730,000  480,000  13P-2 
南海トラフと中央構造線における歪配

分の解明に関する研究 

田部井隆雄(高知大

学理学部) 

橋本 学 

大谷文夫 
15 820,000  500,000  

16 

14 710,000  490,000  

15 800,000  500,000  14P-1 
耐震基準統合化に対するわが国の戦略

と基盤整備 

中島正愛（京都大学

防災研究所） 
吹田啓一郎 

    

18 

14 690,000  510,000  

15 750,000  500,000  14P-2 
都市域における氾濫災害危険度評価法

の研究開発 

髙山知司（京都大学

防災研究所） 

間瀬 肇 

中川 一 

戸田圭一 

吉岡 洋 
16 780,000 550,000 

21 

 15 400,000  500,000  

 16 470,000  670,000  15P-1 
伝染性疾患の流行と気候・気象および

気象災害の関係に関する統計的研究 

林 泰一（京都大学

防災研究所） 
     

8 

 15 680,000  500,000  

 16 750,000  500,000  15P-2 
大都市圏の地震時斜面災害危険度評価

法の研究開発 

佐々恭二（京都大学

防災研究所） 
     

12 

 16 470,000  580,000  

     16P-1 

光ファイバーネットワークを利用した

準リアルタイム水防災技術に関する共

同研究 

中川 一（京都大学

防災研究所） 
     

18 

 16 620,000  500,000  

     16P-2 
防災性と文化性を備えた木造都市創出

の実践的方法論に関する研究 

田中哮義（京都大学

防災研究所） 
     

8 

 

表表表表10.10.10.10.6666.2.2.2.2    一般共同研究一般共同研究一般共同研究一般共同研究    

課題番号 研究課題(プロジェクト)名 研究代表者 所内担当者 年度 旅  費 研究費 
参加

人数 

13 300,000 350,000 

14 280,000 390,000 13G-1 

平常時及び非常時における消火用水

を考慮した下水処理水の河川還元再

利用に関する基礎的研究 

保野健治郎(日本上下

水道設計株式会社 都

市環境研究所） 

池淵周一 

   

7 

13 440,000 270,000 

14 400,000 380,000 13G-5 
災害リスクコントロールを目的とし

た都市構造の診断手法の開発 

古川浩平(山口大学工

学部社会建設工学科) 
岡田憲夫 

   

3 



  

13 420,000 300,000 

14 320,000 390,000 13G-6 
火山島重力測定における海洋潮汐影

響量の評価と測定データの再評価 

大久保修平(東京大学

地震研究所) 
山本圭吾 

   

7 

13 440,000 300,000 

14 380,000 300,000 13G-7 
抗土圧構造物の地震時挙動と耐震性

診断に関する研究 

古関潤一(東京大学生

産技術研究所) 
関口秀雄 

   

8 

13 310,000 300,000 

14 250,000 290,000 13G-8 

流域水循環の動態の研究 －野洲川

流域を対象とした集中観測とモデル

開発－ 

立川康人(京都大学防

災研究所) 
 

   

16 

13 810,000 570,000 

14 670,000 580,000 13G-9 

山地流域における降雨の流出と土砂

動態－試験流域におけるモニタリン

グによるアプローチ－ 

藤田正治（京都大学防

災研究所） 
澤田豊明 

   

20 

13 400,000 300,000 

14 350,000 170,000 13G-10 
人間活動に起因する環境変動を考慮

した地域水系の健全性評価 

東海明宏(産業技術総

合研究所化学物質リス

ク管理研究センター 

小尻利治 

   

4 

13 190,000 438,000 

14 130,000 350,000 13G-11 

地震波散乱理論を背景とした統計的

グリーン関数のエンベロープ表現の

研究 

干場充之(気象庁地震

火山部地震津波監視課 

精密地震観測室) 

澤田純男 

   

3 

14 680,000 480,000 

15 700,000 500,000 14G-1 

泥火山・マッドダイアピルが引き起

こす地盤災害のメカニズムとその対

策 

田中和広(山口大学理

学部) 
千木良雅弘 

   

6 

14 810,000 410,000 

15 800,000 400,000 14G-2 
火山性地震・微動のデータベース作

成と発生過程の比較研究 

西村太志(東北大学大

学院理学研究科) 
井口正人 

   

16 

14 580,000  440,000  

15 610,000  400,000  14G-3 
均質な地表面上での不均質なフラッ

クス分布の測定に関する研究 

樋口篤志(名古屋大学

地球水循環研究ｾﾝﾀｰ) 
田中賢治 

   

16 

14 570,000  400,000  

15 540,000  360,000  14G-4 
高波浪時の大気海洋相互作用の観測

研究 

石川裕彦（京都大学防

災研究所） 
 

   

21 

14 360,000  350,000  

15 350,000  350,000  14G-5 
高粘性金属ダンパーによる無損傷化

建築構造物の動的載荷実験 

甲津功夫(大阪大学大

学院工学研究科) 
吹田啓一郎 

   

6 

14 780,000  250,000  

   14G-6 

噴煙･地震の長期間同時モニタリン

グによる硫黄岳の脱ガス活動定量化

の試み 

松島喜雄(産業技術総

合研究所地球科学情報

研究部門) 

井口正人 

   

7 

14 570,000  380,000  

15 560,000  350,000  14G-7 
跡津川断層帯におけるクリープ活動

の検証 

福田洋一(京都大学大

学院理学研究科) 
伊藤 潔 

   

7 

 



  

14 300,000  290,000  

   

   
14G-8 

RC造連層耐震壁と杭基礎の地震時

相互作用を考慮した終局時破壊機構

の解明 

田中仁史(京都大学防

災研究所) 
 

   

5 

14 510,000  360,000  

   14G-9 
都市域における宅地盛土斜面の地震

災害予測 

木村克己(産業技術総

合研究所) 
釜井俊孝 

   

15 

14 150,000  240,000  

   14G-10 
衛星合成開口レーダーによる斜面変

動検出の精度検証 

福岡 浩(京都大学防

災研究所) 
 

   

3 

14 530,000  350,000  

   14G-11 
発展途上国の防災に資する防災人類

学の基本的枠組みの構築 

端 信行(京都橘女子

大学) 
河田惠昭 

   

7 

14 520,000  350,000  

   14G-12 
京都盆地の構造と地盤災害ポテンシ

ャル評価に関する研究 

竹村恵二（京都大学大

学院理学研究科） 
三村 衛 

   

11 

15 750,000  400,000  

   15G-1 
内陸地震空白域の地殻深部比抵抗構

造に関する研究 

塩崎一郎（鳥取大学工

学部） 
大志万直人 

   

12 

15 710,000  400,000  

16 680,000  500,000  15G-2 

南アジアに大気災害をもたらすメソ

スケール雲システムの数値モデリン

グ 

寺尾 徹（大阪学院大

学情報学部） 
石川裕彦 

   

11 

15 320,000  330,000  

16 300,000  100,000  15G-3 サイレント地震発生場の総合的研究 
渡邊 了(富山大学理

学部) 
川崎一朗 

   

5 

15 280,000  300,000  

16 270,000  480,000  15G-4 

適切な流域水循環形成ための対話の

場の構築と水文学的側面からの貢献

―野洲川流域を対象として― 

立川康人（京都大学防

災研究所） 
 

   

12 

15 350,000  200,000  

16 350,000  300,000  15G-5 
３次元写真計測による地すべり斜面

診断 

岡田康彦(独立行政法

人防災科学技術研究

所) 

末峯 章 

   

3 

15 550,000  170,000  

16 400,000  280,000  15G-06 
1889年十津川崩壊災害の防災科学

的総合研究 

石井孝行(大阪教育大

学教育学部) 
諏訪 浩 

   

5 

15 500,000  400,000  

16 470,000  520,000  15G-07 

浅い地すべりと励起土石流の規模と

頻度に及ぼす水文地形学的プロセス

の影響 

Roy C. Sidle           

(京都大学防災研究所) 
 

   

10 

15 350,000  200,000  

   15G-08 
諏訪之瀬島火山におけるストロンボ

リ式噴火の力学過程の観測研究 

八木原 寛(鹿児島大学

理学部 附属南西島弧

地震火山観測所) 

為栗 健 

   

3 

 



  

15 550,000  300,000  
15G-09 

火山噴火様式と火山噴出物中の揮発

性成分の挙動に関する研究 

野上健治(東京工業大学火

山流体研究センター) 
石原和弘 

   
5 

15 450,000  350,000  

   15G-10 
河川域・海岸域を統合した長期広域

土砂動態の調査研究 

浅野敏之(鹿児島大学

工学部) 
中川 一 

   

3 

15 430,000  180,000  

   15G-11 
海の考慮による強震動予測の高精度

化に関する研究 

畑山 健(独立行政法

人消防研究所) 
岩田知孝 

   

3 

15 500,000  310,000  

   15G-12 
台風のライフサイクルに関する総合

的な調査・研究 

余田成男(京都大学大

学院理学研究科) 
林 泰一 

   

9 

15 650,000 400,000 

16 630,000 370,000 15G-C1 

東ユーラシア域における異常気象の

発生に対する北極振動の影響とその

予測可能性の解明 

廣岡俊彦(九州大学大

学院理学研究院) 
向川 均 

   

8 

15 350,000 500,000 

   15G-C2 

地盤データベースを活用した堆積平

野地盤の高精度地質学的分析と都市

地盤防災への適用に関する研究 

竹村恵二(京都大学大

学院理学研究科附属地

球熱学研究施設) 

三村 衛 

   

11 

16 750,000 400,000 

   16G-01 
絶対ひずみ計測による跡津川断層ク

リープ活動の実時間モニター 

新谷昌人(東京大学地

震研究所) 
伊藤 潔 

   

8 

16 450,000 260,000 

   16G-02 
断層破砕帯の深部構造解明のための

地震波動モデリング手法の開発 

竹中博士(九州大学大

学院理学研究院) 
西上欽也 

   

5 

16 600,000 360,000 

   16G-03 
白山地域における甚之助谷巨大地す

べりの安定性評価及び運動範囲予測 

汪 発武(京都大学防

災研究所) 

佐々恭二、

福岡 浩 
   

5 

16 500,000 380,000 

   16G-04 
都市域の水際線構造物の耐震性能向

上技術の開発 

井合 進(京都大学防

災研究所) 
 

   

5 

16 620,000 200,000 

   16G-05 火山ガス放出量と爆発メカニズム 

平林順一(東京工業大

学火山流体研究センタ

ー) 

井口正人 

   

7 

16 200,000 320,000 

   16G-06 

ENVISAT衛星データを用いた干渉

SARによる阿蘇山及び九重山周辺の

地表面変動の研究 

小林茂樹(九州東海大

学工学部宇宙地球情報

工学科) 

橋本 学 

   

6 

16 600,000 300,000 

   16G-07 
陸上土石流・水中土石流堆積物から

堆積過程を読み取る 

増田富士雄(京都大学

大学院 理学研究科) 
千木良雅弘 

   

6 

16 620,000 300,000 

   
16G-08 

 

リユース型建築工法実現のための鋼

構造柱脚システムの開発 

田沼吉伸(北海道工業

大学) 

中島正愛 

 
   

11 



  

16 560,000 200,000 

   16G-09 

マハラジャ宮殿を中心としたイン

ド・ジョドプール市の石造建築物群

の地震リスク評価 

Sanjay PAREEK (日本

大学工学部建築学科) 
林 康裕 

   

12 

16 300,000  220,000  

   16G-10 
桜島火山のマグマ供給系の時間発達

に関する研究 

宇都浩三(独立行政法

人産業技術総合研究

所) 

味喜大介 

   

6 

16 600,000  240,000  

   16G-11 

GPS，光波，傾斜計による地盤変動連

続複合観測による火山浅部熱水活動

の評価 

篠原宏志(独立行政法

人産業技術総合研究

所) 

井口正人 

   

6 

16 580,000  300,000  

   16G-12 
地盤情報データベースの高度化と地

域防災への貢献に関する研究 

三村 衛(京都大学防

災研究所) 
 

   

14 

16 520,000  300,000  

   16G-13 

流域・河口海岸系における物質輸

送・循環特性とその数値解析システ

ムに関する研究 

水谷法美(名古屋大学

大学院工学研究科地圏

環境工学専攻) 

芹澤重厚 

   

12 

16 750,000  450,000  

   16G-C1 
京都盆地水系における水文・環境観

測と水・物質循環の解明 

椎葉充晴(京都大学大

学院工学研究科) 
城戸由能 

   

21 

16 420,000  280,000  

   16G-C2 

日本海沿岸域における大気―海洋間

の二酸化炭素交換に関する観測的研

究 

岩田 徹(岡山大学自

然科学研究科) 
山下隆男 

   

6 

 

表表表表10.610.610.610.6.3.3.3.3    萌芽的共同研究萌芽的共同研究萌芽的共同研究萌芽的共同研究    

課題番号 研究課題(プロジェクト)名 研究代表者 所内担当者 年度 
旅 費

(円) 

研究費

（円） 

参加

人数 

14H-1 
インドネシア・スルポンにおける

対流活動日周期変化 

山中大学(神戸大学

大学院自然科学研

究科) 

植田洋匡 14 0 200,000 5 

14H-2 
強震動シミュレーションにおけ

る海の影響評価に関する研究 

畑山 健(独立行政

法人消防研究所) 
岩田知孝 14 280,000 0 4 

14H-3 社会資本整備の投資タイミング 
高木朗義(岐阜大学

工学部) 
多々納裕一 14 270,000 0 6 

14H-4 
地震断層の強度回復過程の観測

研究 

田所敬一(名古屋大

学大学院理学研究

科附属地震火山観

測研究センター) 

西上欽也 14 180,000 60,000 2 

15H-1 
大規模山体変形のメカニズムと

速度の解明 

目代邦康(筑波大学

陸域環境研究セン

ター) 

千木良雅弘 15 150,000 110,000 2 



  

15H-2 
雨滴粒径分布がウォッシュロー

ド量に与える影響に関する研究 

大石 哲(山梨大学

工学部) 

中川 一 

澤田豊明 
15 190,000 80,000 3 

15H-3 

地下ダム建造進捗に沿った塩水

侵入の３次元挙動解明と効果的

対策 

浜口俊雄（京都大学

防災研究所） 
 15 60,000 110,000 2 

16H-1 

ステッピングモーターを駆動装

置に用いた小型振動試験機の開

発 

飛田哲男（京都大学

防災研究所） 
 16   270,000 2 

 

表表表表10.610.610.610.6.4.4.4.4    特定特定特定特定研究研究研究研究集会集会集会集会    

課題番号 研究集会名:開催場所:開催日 
研究代表者  

(所属機関) 
所内担当者 旅 費  研究費 

参加

人数 

14S-1 

市民参加方式による安全なまちづく

りのための情報提示･コミュニケー

ション技術の現状と課題:京都大学

防災研究所:平成14年10月15日(火）

～平成15年2月20日(木） 

岡田憲夫(京都大学防災

研究所) 
  700,000 210,000 25 

14S-2 

自然・文化遺産と地すべり災害軽減

に関する研究集会:京大木質科学研

究所 木質ホール:平成15年3月14

日(金)～3月15日(土)  

佐々恭二(京都大学防災

研究所) 
  700,000 220,000 70 

15S-1 

都市水害モデルの総合比較に関する

ワークショップ:京都大学防災研究

所:平成15年10月24日(金) 

戸田圭一(京都大学防災

研究所) 
  550,000 240,000 30 

15S-2 

地震リスク評価能力向上のための次

世代戦略:京大木質科学研究所木質

のール:平成16年1月24日（土）～

1月26日（日） 

林 康裕(京都大学防災

研究所) 
  550,000 180,000 19 

15S-3 

対流圏長周期変動と異常気象:京大

木質科学研究所木質ホール:平成15

年10月30日(木)～10月31日(金) 

向川 均(京都大学防災

研究所) 
  500,000 180,000 61 

16S-1 

社会的防災力の強化とＮＰＯの役

割:特定非営利活動法人 日本災害

救援ボランティアネットワーク（会

議室）および隣接会場:平成16年10

月1日(金)～10月3日(日) 

杉万俊夫(京都大学大学

院人間・環境学研究科) 
岡田憲夫 680,000 240,000 20 

16S-2 
京のみやこの防災学:京都大学防災

研究所:平成16年7月30日(金) 

萩原良巳(京都大学防災

研究所) 
戸田圭一 400,000 240,000 40 

    



  

表表表表10101010....6666.5.5.5.5    一般一般一般一般研究集会研究集会研究集会研究集会    

課題番号 研究集会:開催場所:開催日 研究代表者(所属機関) 所内担当者 旅 費 研究費 
参加

人数 

14K-01 

国際水資源ダイナミックス─国際水

紛争と水の貿易収支:京大会館:平成

14年11月15日(金) 

池淵周一(京都大学防災

研究所) 
 440,000 260,000 60 

14K-02 

山間過疎地域における震災復興と生

活再建に関するシンポジウム:鳥取

県日野郡日野町文化センター:平成

14年10月6日(日) 

北原昭男(鳥取環境大

学) 
松波孝治 530,000 200,000 250 

14K-03 

盆地における霧の発生および維持機

構とその予知予測に関する研究集

会:京都大学防災研究所、広島県三次

市:平成15年1月17日(金) 

宮田賢二(広島女子大

学) 
林 泰一 650,000 190,000 21 

14K-04 

プレート間カップリングの時空間変

化に関する比較研究:京大化学研究

所大セミナー室:平成14年11月26

日(火)～27日(水) 

松澤 暢(東北大学大学

院理学研究科) 

梅田康弘、

大志万直人 
720,000 130,000 53 

14K-05 

地震の始まりと終り方:京大化学研

究所大セミナー室、京都大学防災研

究所:平成15年2月24日(月)～25日

(火) 

芝崎文一郎(独立行政法

人建築研究所国際地震

工学センター) 

James Jiro 

Mori 
500,000 160,000 62 

14K-06 

変動水圧と水中地盤に関するシンポ

ジウム:京大化学研究所大セミナー

室:平成14年12月20日（金） 

名合宏之(岡山大学環境

理工学部) 
高山知司 570,000 180,000 60 

14K-07 

地殻変動、地球ダイナミックスの観

測とモデル計算の最近の成果、今後

の課題:京都大学防災研究所:平成14

年12月19日(木)～20日(金) 

佐藤忠弘(国立天文台地

球回転研究系) 
古澤 保 520,000 70,000 77 

14K-08 

地震発生域及びその周辺の電気伝導

度構造の研究:京都大学木質科学研

究所木質ホール:平成14年12月25

日(水)～26日(木) 

山口 覚(神戸大学理学

部) 
大志万直人 400,000 170,000 72 

14K-09 

災害数理学の現状と将来展望:京都

大学防災研究所、武蔵工業大学:平成

14年11月11日(月)～12日(火) 

佐藤忠信(京都大学防災

研究所) 
 550,000 140,000 16 

14K-10 

震源過程研究の最前線:関西セミナ

ーハウス:平成14年9月14日(土)～

16日(月) 

加藤 護(京都大学総合

人間学部) 

James Jiro 

Mori、入倉

孝次郎 

550,000 140,000 88 

14K-11 

流域の土砂流出環境を読む－工学と

地形学の双方のアプローチから－:

京大防災研究所穂高砂防観測所:平

成14年9月12日(木)～14日(土) 

眞板秀二(筑波大学農林

工学系) 

澤田豊明 

中川 一 

里深好文 

500,000 60,000 29 



  

14K-12 

治水と河川生態環境－川づくりはい

かにあるべきか－:キャンパスプラ

ザ京都:平成15年1月29日(水) 

綾 史郎(大阪工業大

学) 
中川 一 300,000 160,000 57 

15K-01 

豪雨による表層崩壊発生危険度評価

に関する新たな展開:京都大学化学

研究所共同研究棟:平成15年6月20

日(金)～21日(土) 

千木良雅弘(京都大学防

災研究所) 
 550,000 200,000 22 

15K-02 

東南アジアにおける河川域の災害環

境－メコン河を例として－:京都大

学木質科学研究所木質ホール:平成

15年12月15日(月) 

風間 聡(東北大学大学

院工学研究科) 
武藤裕則 500,000 130,000 22 

15K-03 

流域・河口海岸系における物質輸送

と環境，防災に関するシンポジウム:

京都大学木質科学研究所木質ホー

ル:平成15年8月11日(月) 

杉本隆成(東京大学海洋

研究所) 
山下隆男 500,000 200,000 100 

15K-04 

地殻のレオロジーと地震発生の関係

－歪集中と深部低周波微動のメカニ

ズム－:京都大学化学研究所共同研

究棟:平成15年11月25日(火)～26

日(水) 

小菅正裕(弘前大学理工

学部) 

川崎一朗 

大志万直人 
500,000 160,000 34 

15K-05 

長周期イベントの理解へ向けての現

状と今後:京都大学化学研究所共同

研究棟:平成15年12月15日(月)～

16日(火) 

中尾 茂(東京大学地震

研究所) 
川崎一朗 450,000 140,000 33 

15K-06 

火山流体の分布とその挙動:かんぽ

の宿洞爺（北海道虻田郡虻田町洞爺

湖温泉）:平成15年12月2日(火)～

4日(木) 

小川康雄(東京工業大学

火山流体研究センター) 

神田 径 

石原和弘 
550,000 170,000 52 

15K-07 

文化財建築の火災からの保護に関す

る国際シンポジウム:京都市国際交

流会館:平成15年4月6日(日)～7日

(月) 

北後明彦(神戸大学都市

安全研究センター) 
田中哮義 400,000 200,000 14 

15K-08 

伝統的河川工法の特徴とその課題:

京大防災研:災害観測実験研究セン

ター宇治川水理実験所:平成15年5

月1日(木)～2日(金) 

大本照憲(熊本大学大学

院自然科学研究科) 
石垣泰輔 250,000 170,000 14 

15K-09 

防災GISの現状と展望に関する分野

横断的研究フォーラム 2003:キャン

パスプラザ京都:平成15年12月3日

(水) 

寶 馨(京都大学防災研

究所) 
畑山満則 400,000 170,000 81 

15K-10 

渓流－河川－海岸系の安全かつ健全

な環境に必要とされる流送土砂の量

と質の解明に向けて:防災研災害観

測実験センター 穂高砂防観測所:平

成15年10月23日(木)～25日(土) 

藤田裕一郎(岐阜大学流

域圏科学研究センター) 
澤田豊明 500,000 60,000 21 



  

16K-01 

地震火山防災教育の教材開発と普及

に向けての現状と今後:京都大学防

災研究所:平成16年7月31日(土)～

8月1日(火) 

根本泰雄(大阪市立大学

大学院理学研究科) 

川崎一朗 

橋本 学 

川方裕則 

560,000 180,000 28 

16K-02 

歴史的市街地・密集市街地における

戦前木造建築物群の集団的な耐震改

修促進手法の検討:京都大学防災研

究所:平成16年12月3日(金) 

中村 仁(大阪市立大学

大学院工学研究科) 
鈴木祥之 550,000 180,000 21 

16K-03 

メモリアルコンファレンス イン 神

戸 Ⅹ:阪神･淡路大震災記念人と防

災未来センター:平成17年1月15日

(土)～16日(日) 

河田惠昭(京都大学防災

研究所) 
 350,000 240,000 400 

16K-04 

陸域震源断層の深部すべり過程のモ

デル化:京都大学防災研究所:平成16

年9月27日(月)～28日(火) 

藤本光一郎(東京学芸大

学) 
飯尾能久 500,000 120,000 22 

16K-05 

流体－不飽和土系ダイナミクスの最

近の進歩と環境防災への適用に関す

る研究集会:京都大学防災研究所:平

成16年9月2日(木)～3日(金) 

関口秀雄(京都大学防災

研究所) 
 420,000 180,000 35 

16K-06 

台風災害低減へ向けた挑戦－わたし

たちは今何をなすべきか－:京都大

学防災研究所:平成16年11月10日

(水)～11日(木) 

中澤哲夫(気象庁気象研

究所) 
林 泰一 470,000 180,000 42 

16K-07 

低周波地震の発生過程:京都大学防

災研究所附属火山活動研究センタ

ー:平成16年12月2日(木)～3日(金) 

西村太志(東北大学大学

院理学研究科) 
井口正人 420,000 170,000 18 

16K-08 

水文観測の不十分な流域における水

文予測とその予測の不確かさの評

価:京都大学防災研究所:平成16年9

月19日(日) 

立川康人(京都大学防災

研究所) 
 420,000 170,000 40 

16K-09 

都市基盤施設のライフサイクルコス

ト評価技術の現状と将来展望:東京

工業大学:平成16年10月10日(日)

～11日(月) 

佐藤忠信(京都大学防災

研究所) 
 420,000 150,000 23 

16K-10 

地球磁場観測に関する国際ワークシ

ョップ:文部科学省研究交流センタ

ー（つくば市）:平成16年11月15

日(月)～17日(水) 

田中良和(京都大学大学

院理学研究科) 
大志万直人 420,000 60,000 28 

16K-11 

岩盤・地盤と間隙水との力学的相互

作用:京都大学化学研究所大セミナ

ー室:平成16年9月16日(木)～17日

(金) 

徳永朋祥(東京大学大学

院工学系研究科) 
柳谷 俊 400,000 160,000 20 



  

16K-12 

持続可能な水資源開発と水環境保全

のための物質循環の解明:京都大学

木質科学研究所木質ホール:平成16

年11月26日(金) 

小尻利治(京都大学防災

研究所) 
城戸由能 340,000 200,000 50 

    

表表表表10.10.10.10.6666.6.6.6.6    特定課題分担研究特定課題分担研究特定課題分担研究特定課題分担研究    

課題番号 研究課題(プロジェクト)名 研究代表者 所内担当者 年度 
旅 費

(円) 

研究費

（円） 

参加

人数 

15 600,000  

15D-01 

近畿圏ボアホールデータの解

析と断層トラップ波探査手法

の高度化 

桑原保人(独立行

政法人産業技術総

合研究所) 

西上欽也 
16 338,400 320,000 

4 

15 600,000  
15D-02 

再決定による震源の精密化と b

値の空間分布のマッピング 

澁谷拓郎(京都大

学防災研究所) 
 

16 195,200 240,000 
1 

15 1,000,000  
15D-03 

日本列島下の地殻の粘弾性構

造と変形についての研究 

古本宗充(金沢大

学理学部) 
川崎一朗 

16 400,000 400,000 
3 

15 560,000  

15D-04 

Ｓ波震源スペクトルの構築と

統計的強震動予測に関する研

究 

笹谷 努(北海道

大学大学院理学研

究科) 

岩田知孝 
16 480,000 240,000 

1 

 15 540,000  
15D-05 

近畿圏強震動データ統合化シ

ステムの構築 

松波孝治(京都大

学防災研究所)  16 24,000 720,000 
2 

15 800,000  

15D-06 
西日本の堆積盆地構造と強震

動評価 

川瀬 博(九州大

学大学院人間環境

学研究院) 

岩田知孝 
16 80,000 720,000 

1 

15 70,000  
15D-08 

短周期震源スペクトルのスケ

ーリングに関する研究 

泉谷恭男(信州大

学工学部) 
岩田知孝 

16 56,000  
1 

15 720,000  

15D-09 

地震動記録を用いた堆積盆地

構造モデルの高精度化に関す

る研究 

釜江克宏(京都大

学原子炉実験所) 
岩田知孝 

16 288,000 440,000 
2 

15 350,000  
15D-10 

定量的な強震動予測のための

震源のモデル化に関する研究 

筧 楽麿(神戸大

学理学部) 
岩田知孝 

16 96,000 424,000 
1 

15 500,000  

15D-11 

伝播経路と地盤の散乱と減衰

を考慮した統計的波形合成法

の開発 

堀家正則(大阪工

業大学) 
岩田知孝 

16 240,000 240,000 
2 

15 700,000  
15D-12 

動的破壊モデルによる震源イ

ンバージョン手法の開発 

澤田純男(京都大

学防災研究所) 
 

16 400,000 384,000 
3 

15 800,000  
15D-13 

複雑な断層面形状を伴う地震

破壊の動力学的特性の解明 

亀 伸樹(九州大

学大学院理学研究

院) 

岩田知孝 

16 552,000 238,400 

4 

 

 



10.710.710.710.7    研究成果研究成果研究成果研究成果リストリストリストリスト一覧一覧一覧一覧

 

10.710.710.710.7.1 .1 .1 .1 総合防災研究部門総合防災研究部門総合防災研究部門総合防災研究部門    

(A1) (A1) (A1) (A1) 完全査読論文完全査読論文完全査読論文完全査読論文    

朱牟田善治, 多々納裕一, 山野紀彦： 地震による電気事業者の

営業損失の評価モデル, 第 11 回地震工学シンポジウム, 

CD-ROM-, (2002). 

林 康裕, 鈴木祥之, 後藤正美, 小嶋伸仁： 2001 年芸予地震に

おける木造家屋被害の分析, 日本建築学会構造系論文集, 548, 

35-42, (2002). 

堀江啓, 牧紀男, 重川希志依, 田中 聡, 林春男： 外観目視によ

る建物被災度評価手法の検討 ―建物被災度判定トレーニン

グシステムの構築―, 地域安全学会論文集, 4, 167-174, (2002). 

梶谷義雄, 岡田憲夫, 多々納裕一： 災害復旧過程における人間

活動の時空間分析に関する研究, 土木計画学研究・論文集, 

19(2), 305-312, (2002). 

梶谷義雄, 角本繁, 林 康裕, 吉川耕治, 畑山満則, 臼井真人： 

1999年トルコ地震におけるドゥジェ市の被害実態と復興状況, 

地域安全学会論文集, 4, 121-126, (2002). 

神谷大介, 萩原良巳： 都市域における環境創成による震災リス

ク軽減のための計画代替案の作成に関する研究, 環境システ

ム論文集, 30, 119-125, (2002). 
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earthquake, A-3-5-, (2005). 

 

 (B)  (B)  (B)  (B) 解説解説解説解説・・・・総説総説総説総説    

中島正愛： 建築物の耐震設計―快適な生活空間を提供しつつ

人の命を地震からどう守るか, サイスモ, 5-8, (2002). 

中島正愛： 新著・旧著紹介：チョプラ：構造物の動的解析～

その基礎から応用まで～, 建築の研究, 150, 22-, (2002). 

中島正愛： 「芸予地震による体育館天井の落下被害の調査と

その対策（西山功他）」に対する評論, 日本建築学会技術報

告集, 16, 405-, (2002). 

Nakashima, M.:  Impact of U.S.-Japan Research Using 

Large-Scale Testing Facilities on Development of Pseudo 

Dynamic Testing, Proceedings of the US Berkeley – CUREE 

Symposium in Honor of Ray Clough and Joseph Penzien, 

60-61, (2002). 

岡崎太一郎, 中島正愛： UC Berkeley – CUREE Symposium in 

Honor of Ray Clough and Joseph Penzien, 震災予防, 1-2, 

(2002). 

壁谷澤壽海, 田村幸雄, 寺本隆幸, 中島正愛, 翠川三郎： 巻

頭座談会－建築構造学の夢と憂い, 建築雑誌, 1511(118), 

8-17, (2003). 
Nakashima, M.:  Post-Kobe Seismic Design and 
Construction Practices of Steel Building Structures, 
Proceedings of Taiwan-Japan Workshop on Seismic 
Disaster Simulation and Loss Estimation, (2003). 
Ruis, E., Comartin, C., 日下., 岡本., 近藤., 森高., 中
島.:  , Structures、日本建築構造技術者協会, No.65, 
47-49, (2003). 
吹田啓一郎： 工夫あふれる鉄骨のジョイント, 建築技術, 
647, 176-179, (2003). 
吹田啓一郎： 米国におけるノースリッジ地震の教訓, 鉄鋼技
術, 188(17), 36-38, (2003). 
川口淳 , 桑原進 , 中島正愛： 再考：建築鉄骨の品質確保そ
の 1－品質問題の背景と鉄骨製作の現状と問題点, 鉄構技
術, 188(17), 50-55, (2004). 

中島正愛： 「明日を拓く技術」と「今を支える技術」の違い

をみすえた大学教育を, Structures、日本建築構造技術者

協会, 36-37, (2004). 



中島正愛： 耐震設計のグローバリゼーション－海を越えた競

争と連携－, 第50回構造工学シンポジウム建築・土木合同

パネルディスカッション資料, 36-41, (2004). 

中島正愛： 耐震規準のグローバリゼーションとわが国の戦略, 

第 7 回地震時保有耐力法に基づく橋梁等構造の耐震設計に

関するシンポジウム講演論文集, 1-4, (2004). 

中島正愛： 「再考：建築鉄骨の品質確保」 その４ 品質確

保のための検査技術革新への道, 鉄構技術, 192(第 17), 

24-31, (2004). 

中島正愛： 常時微動測定に基づく鉄骨造高層建物の振動特性

に関する経年変化および時間変動（荒川利治、山本和也）

に対する評論, 日本建築学会技術報告集, 第19, (2004). 

中島正愛, 吹田啓一郎, 小野徹郎： 日米鋼構造耐震設計の相

違－ノースリッジ・神戸から10年を経て、主旨説明, 日本

建築学会大会鋼構造PD資料, 1-6, (2004). 

Nakashima, M., Suita, K., Matsumiya, T.:  Experiment and 

Numerical Simulation on Collapse and Failure of Steel 

Frames and Members, Proceedings of International 

Conference in Commemoration of 5th Anniversary of the 

1999 Chi-Chi Earthquake, (2004). 

 

 (C)  (C)  (C)  (C) 著書著書著書著書    

入倉孝次郎： キラーパルス波が引き起こした「震災の帯」, 

AERA Mook「地震がわかる」, 朝日新聞社, 114-118, (2002). 

Irikura, K.:  Recipe for estimating strong ground motions 

from active fault earthquakes, Seismotectonics in 

Convergent Plate Boundary, Eds. Y. Fujinawa and A. 

Yoshida, Terra Scientific Publishing Company 

(TERRAPUB), Tokyo, 45-55, (2002). 

岩田知孝（他）： 地震動のシミュレーション, アエラムック 

地震がわかる, 58-60, (2002). 

中島正愛： 防災事典 （分担）, 築地書館, (2002). 

中島正愛： 鉄骨柱梁溶接接合部の塑性変形能力と載荷速度・

温度上昇・材質特性変化の相関, 平成13年度科学研究費補

助金基盤研究(B)(2)成果報告書, 68-, (2002). 

中島正愛： 鋼構造（I.3）、建築の構造、ビジュアル版建築入

門3 （分担）, , 126-133, (2002). 

入倉孝次郎： 地震災害論, 防災学講座, 2, 京都大学防災研

究所編, 山海堂（共著）, , (2003). 

岩田知孝（他）： 兵庫県南部地震, THE地震展 図録, (2003). 

中島正愛： 鋼構造設計演習 （編集）, 技報堂出版, 300-, 

(2003). 

中島正愛： 建物と耐震設計（5 章）、防災学講座 2 地震災害

論、京都大学防災研究所編 （分担）, 山海堂, 122-144, 

(2003). 

岩田知孝（他）： 地盤震動, 日本建築学会, (2004). 

中島正愛： 構造物の耐震性を高めるための最近の技術、ここ

まで進んだ日米の都市地震防災, 第19回「大学と科学」公

開シンポジウム, 24-26, (2004). 

中島正愛： 高力ボルト接合設計施工ガイドブック（編集） , 

日本建築学会, 145-, (2004). 

Nakashima, M., Matsumiya, T., Liu, D., Suita, K.:  Roles 

of Large-Scale Tests for Assessment of Seismic 

Performance, Proceedings on an Internatnional Workshop, 

Bled, Slovenia, 269-280, (2004). 

Uang, C.,  Nakashima, M.:  Steel Buckling-Restrained 

Braced Frames, Chapter 16, Earthquake Engineering from 

Engineering Seismology to Performance-Based 

Engineering, Edited by Bozorgnia, Y. and Bertero, V. V., 

16章－１-16章-37, (2004). 

木造建物群の並列結合による地震応答低減と耐震安全性向上, 

京都大学防災研究一般共同研究（13G-04）報告書, 60-, . 

 

 (D)  (D)  (D)  (D) 紀要紀要紀要紀要・・・・報告書報告書報告書報告書    

入倉孝次郎, 三宅弘恵, 岩田知孝, 釜江克宏, 川辺秀憲： 周

期帯域に応じた強震動予測手法の高精度化, 地震災害軽減

のための強震動予測マスターモデルに関する研究 平成13

年度研究成果報告書, 205-215, (2002). 

Iwata, T., Sekiguchi, H.:  Source process and near-source 

ground motion during the 2000 Tottori-ken Seibu 

earthquake , Reports on Assessments of Seismic 

local-site effects at plural test sites, MEXT, 231-241, 

(2002). 

本田利器： 時間・周波数両領域の包絡線に基づく波形の合成

について, 地震工学研究発表会, 27, No.141-, (2003). 

市田賢, 佐藤忠信： 構造物の入力時刻歴と構造パラメーター

の同時同定法, 京都大学防災研究所年報, 46B, 121-126, 

(2003). 

入倉孝次郎, 三宅弘恵, 岩田知孝, 釜江克宏, 川辺秀憲, 

Dalguer, Luis A.： 将来の大地震による強震動を予測する

ためのレシピ, 京都大学防災研究所年報, B46, 105-120, 

(2003). 

Di, Y., Sato, T.:  Computational Modeling of Large 

Deformation of Saturated Soils Using An ALE Finite 

Element Method, Reprinted from the Annuals of the 

Disaster Prevention Research Institute Kyoto 

University, 171-182, (2004). 

Sato, T., Irikura, K., Nakashima, M., Tanaka, H., 

Matsunami, K., Sawada, S., Suita, K., Iwata, T., Honda, 

R.:  Adavanced Techniques for Evaluating 

Vulneerability of Urban Infrastructure by Integrating 

Multiple Evaluation Indexes, Reprinted from the Annuals 

of the Disaster Prevention Research Institute Kyoto 

University, 9-23, (2004). 

Yamada, N., Iwata, T.:  Long-period Ground Motion 

Simulation in Kinki Area, Annuals of Disas. Prev. Res. 

Inst., Kyoto Univ, 47C, 149-155, (2004). 
 
(E) (E) (E) (E) 講義講義講義講義・・・・講演会講演会講演会講演会テキストテキストテキストテキスト 
入倉孝次郎, 三宅弘恵： 想定される地震動, シナリオ地震の

強震動予測, 兵庫県南部地震以降の地震防災―何が変わっ

たか, これから何が必要なのか―, 地震工学会講演会資料, 

9-37, (2002). 

竹中博士, 藤井雄一郎, 宮腰研, 川瀬博, 岩田知孝： 震源イ

ンバージョンの結果から抽出した 1997 年鹿児島県北西部

地震のすべり速度関数, 「地震災害軽減のための強震動予

測マスターモデルに関する研究」第 2回シンポジウム論文

集, 93-98, (2002). 

岩田知孝, 三宅弘恵： 最近の高精度強震動予測技術, 「強震

動予測と設計用入力地震動」パネルディスカッション資料, 

日本建築学会構造委員会振動運営委員会, 5-12, (2004). 



岩田知孝, 三宅弘恵, 浅野公之, Zhang, Wenbo, 鈴木亘, 関

口春子： 不均質震源特性の抽出と分析, 「地震災害軽減の

ための強震動予測マスターモデルに関する研究」第 3回シ

ンポジウム論文集, 20-23, (2004). 

Iwata, T.:  Construction of source and subsurface 

structure models for strong motion prediction, Proc. 

International workshop on Strong Ground Motion 

Prediction and Earthquake Tectonics in Urban Areas, 

24-27, (2004). 

岩田知孝： プレート境界巨大地震による長周期地震動, 土木

学会研究討論会資料，巨大地震災害への対応特別委員会, 

17-24, (2004). 

田村修次： 液状化地盤において基礎部に作用する地震時土圧, 

パネルディスカッション資料 地震時土圧をどう考えるか，

日本建築学会構造委員会基礎構造運営委員会, 73-85, 

(2004). 
 

 (F)  (F)  (F)  (F) 新聞新聞新聞新聞・・・・雑誌記事雑誌記事雑誌記事雑誌記事    

 

 (G1)  (G1)  (G1)  (G1) 講演会概要集講演会概要集講演会概要集講演会概要集    

青木重哲, 田村修次： 1847 年善光寺地震における家屋被害

と地盤の地震波増幅特性の関係－微動観測から推定した長

野県更埴市の地盤特性－, 日本建築学会大会学術講演梗概

集, B2, 1-2, (2002). 

Di, Y., Moon, Y., Sato, T.:  Numerical Simulation of 

seismiic Response of Site Overlying on Liquefiable soil 

Layer, Proceedings of KAIST-Kyoto Univ. Joint Seminar 

on Earthquake Engineering, 47-52, (2002). 

本田利器： Spectral 確率境界要素法による二次元波動伝播

解析, 土木学会年次学術講演会概要集, 58, CS7-026-, 

(2002). 

Ichida, S., Honda, R., Sato, T.:  System identification 

Focused on Adaptability to Non-Stationarity, 

Proceedings of KAIST-Kyoto Univ. Joint Seminar on 

Earthquake Engineering, 150-155, (2002). 

岩崎晃久, 竹内一郎, 井上一朗, 吹田啓一郎, 聲高裕治, 宇

野暢芳： エネルギー吸収要素を組み込んだＨ形鋼柱梁接合

部に関する研究, 日本建築学会大会学術講演梗概集（北陸）, 

C-1, 639-640, (2002). 

Kawanishi, T., Sato, T.:  Simulation of Earthquake 

Motions using Observed Phase, Proceedings of 

KAIST-Kyoto Univ. Joint Seminar on Earthquake 

Engineering, 1-7, (2002). 

小林健一, 田村修次： 大型せん断土槽を用いた杭頭加振実験

における杭の水平地盤反力（その２ 地盤反力の変位依存

成分と速度依存成分）, 地盤工学研究発表会, 1871-1872, 

(2002). 

倉田真宏, 吹田啓一郎, 中島正愛： 鋼骨組の地震応答に及ぼ

す柱脚復元力特性の影響, 日本建築学会大会学術講演梗概

集（北陸）, C-1, 767-768, (2002). 

Matsumaru,T.,Moon,Y.,Zhang,F.,Sato,T.: 3-Dimensiional 

Effective Stress Analysis of Pile Foundation Subjected 

to Lateral Flow of Liquefied Ground, Proceedings of 

KAIST-Kyoto Univ. Joint Seminar on Earthquake 

Engineering, 59-64, (2002). 

Moon, Y., Sato, T., Uzuoka, R.:  Analytical and Numerical 

Study on the Unified modeling of Liquefaction and Flow 

Processes, Proceedings of KAIST-Kyoto Univ. Joint 

Seminar on Earthquake Engineering, 53-58, (2002). 

村上裕宣, 本田利器： Spectral 確率境界要素法による地盤

の変形解析, 地盤工学研究発表会 概要集, 37, No.1074-, 

(2002). 

村上裕宣, 本田利器： Spectral 確率有限要素法による三次

元波動伝播解析, , 58, I-857-, (2002). 

Murono, Y., Sato, T., Murakami, M.:  Modering of Phase 

Spectra for Simulation of Near-Fault Ground Motions, 

Proceedings of 15th KKCNN 2002 Symposium on Civil 

Engineering, 95-100, (2002). 

Nakamura, M., Sawada, S.:  Characteristics of Particle 

Motion of Seismic Motion near the Fault, Proceedings of 

KAIST-Kyoto Univ. Joint Seminar on Earthquake 

Engineering, 73-81, (2002). 

Ogiyama, K., Sato, T.:  A Linear Algorithm to Iidentify 

the Structural System Using the Acceleration Data, 

Proceedings of KAIST-Kyoto Univ. Joint Seminar on 

Earthquake Engineering, 133-139, (2002). 

佐藤忠信, 坂上貴士, 吉田郁政： 各種統計的フィルタ理論の

合成に基づく非線形構造同定アルゴリズムの開発, 第３回

構造物の破壊過程解明に基づく地震防災性向上に関するシ

ンポジウム, 1-6, (2002). 

佐藤忠信, 本田利器, 竹川直希： 光ファイバを用いた地盤変

形計測システムの大型振動台実験への適用, 第３回構造物

の破壊過程解明に基づく地震防災性向上に関するシンポジ

ウム, 83-88, (2002). 

佐藤忠信, 坂上貴士, 吉田郁政： 構造同定問題へのモンテカ

ルロフィルタの適用, 第５１回理論応用力学講演会, 

41-44, (2002). 

Sato, T., Sakanoue, T., Yoshida, I.:  Structural 

Identification Algorithm Combining Genetic Algorithm 

and Monte Carlo Filter, Proceeding of the US-Korea 

Workshop on Smart Infra-Structural Sysems, 301-308, 

(2002). 

Sato, T., Ogiyama, K.:  A Linear Algorithm to Identify 

Structural Systems Using the Concept of Adjusting 

Equivalent External Force, Proceedings of 15th KKCNN 

2002 Symposium on Civil Engineering, 220-225, (2002). 

Sato, T., Ichida, S.:  Simultaneous Identificattion of 

System Parameters and Time History of External Force, 

Proceedings of 15th KKCNN 2002 Symposium on Civil 

Engineering, 226-231, (2002). 

Sato, T., Sakanoue, T., Yoshida, I.:  Development of the 

Agorithm to Identify Structural System Using 

Statistical Filter Theories, Proceedings of 

KAIST-Kyoto Univ. Joint Seminar on Earthquake 

Engineering, 141-149, (2002). 

Sato, T., Murono, Y.:  Simulattion of Earthquake Motions 

Based on Phase Information, Proceedings of the 3rd 

International Workshop on Performance-Based Design and 

Retrofit of Transportation Facilities, 79-87, (2002). 



Sato, T., Moon, Y.:  Unifiled Analysis by the 

Fluidal-Elasto-Plasttic Constitutive Equation of 

Liquefaction and Ground Flow Phenomenon, Proceedings of 

the Fourth china-Japan -USA Trilateral Symposium on 

Lifeline Earthquake Engineering, 9-25, (2002). 

Sato, T., Sakanoue, T., Yoshida, I.:  New System 

Identification Algorithms Combining Monte Carlo Filter 

and Genetic Algorithm, Proceedings of the International 

Conference on Advances and New Challenges in Earthquake 

Engineering Research, Hong Kong Volume, 3, 579-586, 

(2002). 

Sato, T., Kawanishi, T.:  Simulation of Earthquake 

Motions Using Observed Phase Spectra 

-case studies for the 1999 CHI-CHI earthquake-- 

, Proceedings of the Second Japan-Taiwan Workshop on 

Lifeline Performance and Disaster Mitigation, 98-104, 

(2002). 

佐藤有希, 中島正愛, 吹田啓一郎, 鉾井修一, 原田和典, 菅

谷将司： 鋼構造柱梁接合部の塑性歪と温度の相関と変動そ

の１, 日本建築学会大会学術講演梗概集（北陸）, C-1, 

743-744, (2002). 

吹田啓一郎： 終局強度型耐震設計における梁端接合部の曲げ

耐力要求値, 日本建築学会大会学術講演梗概集（北陸）, 

C-1, 679-680, (2002). 

Takegawa, N., Sato, T., Honda, R.:  Ground Deformation 

Measuring System Using Oprical Fiber Sensors, 

Proceedings of KAIST-Kyoto Univ. Joint Seminar on 

Earthquake Engineering, 15-22, (2002). 

竹内一郎, 宇野暢芳, 吹田啓一郎, 金尾伊織, 中島正愛： 方

杖ダンパーで接合された鋼梁の横座屈と合成梁効果その１, 

日本建築学会大会学術講演梗概集（北陸）, C-1, 485-486, 

(2002). 

田村修次, 長谷川泰弘, 小林健一： 大型せん断土槽を用いた

杭頭加振実験における杭の水平地盤反力（その１ 相対変

位および速度が地盤反力に及ぼす影響）, 地盤工学研究発

表会, 1869-1870, (2002). 

田村修次： 交通振動が微動観測に及ぼす影響, 日本建築学会

大会学術講演梗概集, B2, 259-260, (2002). 

Tang, X., Di, Y., Sato, T.:  Dynamic Analysis of Saturated 

porous Medium by 3D FEM-FDM Coupled Method Considering 

large deformation, Proceedings of KAIST-Kyoto Univ. 

Joint Seminar on Earthquake Engineering, 83-88, (2002). 

八幡夏恵子, 鈴木康嗣, 宮田章, 田村修次： 液状化地盤の杭

応力に対する上部構造物の影響－大型せん断土槽を用いた

振動台実験―, 日本建築学会大会学術講演梗概集, B1, 

433-434, (2002). 

安井信行, 井上一朗, 吹田啓一郎： 斜方隅肉溶接継目の破壊

実験, 日本建築学会大会学術講演梗概集（北陸）, C-1, 

425-426, (2002). 

張シシュン, 吹田啓一郎, 井上一朗, 竹内一郎, 宇野暢芳： 

Ｈ形鋼柱弱軸方向と梁の高力ボルト接合に関する研究, 日

本建築学会大会学術講演梗概集（北陸）, C-1, 637-638, 

(2002). 

安藤正和, 聲高裕治, 張シシュン, 井上一朗： エネルギー吸

収要素を組み込んだＨ形鋼柱弱軸方向と梁の高力ボルト接

合に関する研究, 日本建築学会大会学術講演梗概集（北陸）, 

C-1, 1003-1004, (2003). 

青木重哲, 田村修次, 夘山直樹： 微動観測による松本市の地

盤卓越周期と表層Ｓ波速度構造, 日本建築学会大会学術講

演梗概集, B2, 219-220, (2003). 

Goto, H., Sawada, S.:  Numerical Simulation of Strong 

Ground Motion around Adapazari Basin during the 1999 

Kocaeri, Turkey, Earthquake, Proceedings of 

NTU/NCREE-KU Joint Seminar on Civil Engineering 

Research, 73-81, (2003). 

本田利器, 大濱吉礼： 解析信号ウェーブレットを用いた入力

地震動の合成, 土木学会年次学術講演会講演集, 1-299-, 

(2003). 

井上真木, 吹田啓一郎： 1995 年兵庫県南部地震における鉄

骨建物の外壁被害, 日本建築学会大会学術講演梗概集（北

陸）, C-1, 59-60, (2003). 

入倉孝次郎： 東南海・南海地震による揺れの予測, 関西地震

観測研究協議会・地震防災フォーラム 2002 －来るべき東

南海・南海地震に備えて－, 47-54, (2003). 

入倉孝次郎, 三宅弘恵, 岩田知孝, 釜江克宏, 川辺秀憲, 

Dalguer, Luis A.： 内陸地震と海溝型地震に対する強震動

予測レシピとその問題点, 地震災害軽減のための強震動予

測マスターモデルに関する研究第２回シンポジウム論文集, 

71-78, (2003). 

木時亮, 甲津功夫, 吹田啓一郎： 鉛ダンパー組込み梁継手の

力学的性能に関する基礎実験その２, 日本建築学会大会学

術講演梗概集（北陸）, C-1, 1015-1016, (2003). 

小林健一, 田村修次： 大型せん断土槽を用いた杭頭加振実験

における杭の水平地盤反力（その３ 弾性係数と粘性係数

の特性）, 地盤工学研究発表会, 1891-1892, (2003). 

甲津功夫, 吹田啓一郎, 木時亮： 鉛ダンパー組込み梁継手の

力学的性能に関する基礎実験その１, 日本建築学会大会学

術講演梗概集（北陸）, C-1, 1013-1014, (2003). 

李相周, 聲高裕治, 吹田啓一郎, 井上一朗： 幅厚比の大きい

H 形断面梁のウェブ局部座屈拘束効果, 日本建築学会大会

学術講演梗概集（北陸）, C-1, 1011-1012, (2003). 

夘山直樹, 田村修次： 微動観測による松本市牛伏寺断層近傍

の地盤特性, 地盤工学研究発表会, 2083-2084, (2003). 

夘山直樹, 田村修次： 微動観測に基づく牛伏寺断層の伏在位

置の推定, 日本建築学会大会学術講演梗概集, B2, 215-216, 

(2003). 

松宮智央, 倉田真宏, 周鋒, 吹田啓一郎： 高力ボルト接合に

よる鉄骨柱脚の耐力と変形能力, 日本建築学会大会学術講

演梗概集（北陸）, 709-710, (2003). 

Murono, Y., Sato, T.:  Effect of Phase Spectrum 

Uncertainty on Structural Response, Proceedings of The 

Sixteen KKCNN Symposium on Civil Engineering, December 

8-10, 2003, Korea, 185-190, (2003). 

長田暢浩, 佐藤有希, 吹田啓一郎： 既存鉄骨建物の耐震性能

と耐震補強その２, 日本建築学会大会学術講演梗概集（北

陸）, C-1, 939-940, (2003). 

佐藤忠信, 市田賢： 独立成分解析を用いた構造物の動特性と

入力の同時推定法, 第４回構造物の破壊過程解明に基づく

地震防災向上に関するシンポジウム論文集, 25-30, 

(2003). 



Sato, T., Tanaka, Y.:  Efficient system identification 

algorithm applicable to large scale system, 

International Workshop on Advanced Sensors, Structural 

Health Monitoring, and Smart Structures  10-11November 

2003, Keio University, Japan, 167-172, (2003). 

Sato, T., Ogiyama, K., Chung, M.:  Development and 

Application of a Wireless Data Acquisition System for 

Structural Identification, Proceedings of NTU/NCREE-KU 

Joint Seminar on Civil Engineering Research   February 

27, 2003, 1-6, (2003). 

Sato, T., Ichida, S.:  Simultaneous Identification of 

Structural Parameters and Time History of External 

Exicitation by Using ICA and MCF Algorithm, Proceedings 

of NTU/NCREE-KU Joint Seminar on Civil Engineering 

Research   February 27, 2003, 7-14, (2003). 

Sato, T., Ogiyama, K.:  A Linear Structural 

Identification Using the Concept of Equivalent External 

Force and Partial Structural Responses, Proceedings of 

NTU/NCREE-KU Joint Seminar on Civil Engineering 

Research   February 27, 2003, 26-33, (2003). 

Sato, T., Matsumaru, T., Moon, Y., Zhang, F., Uzuoka, R.:  

3-Dimensional Response of a Pile-Ground System during 

Liquefaction and Flow Process of the Ground, 

Proceedings of NTU/NCREE-KU Joint Seminar on Civil 

Engineering Research   February 27, 2003, 55-64, 

(2003). 

Sato, T., Tanaka, Y.:  Efficient System Identification 

Algorithm Applicable to Large Scale Systems, 

Proceedings of NTU/NCREE-KU Joint Seminar on Civil 

Engineering Research   February 27, 2003, 82-90, 

(2003). 

Sato, T., Masumoto, M.:  Prioritization of Seismic 

Reinforcement for Road Bridges Based on the Concept of 

Life Cycle Cost, Proceedings of NTU/NCREE-KU Joint 

Seminar on Civil Engineering Research   February 27, 

2003, 113-120, (2003). 

Sato, T., Tang, X.:  Error Estimation and Adaptive Mesh 

Refinement in Update Lagrangian FEM for Liquefiable 

Soil, Proceedings of NTU/NCREE-KU Joint Seminar on 

Civil Engineering Research   February 27, 2003, 

175-185, (2003). 

Sato, T., Matsumaru, T., Zhang, F., Moon, Y., Uzuoka, R.:  

3-Dimensional Simulation of Pile-Ground System During 

Liquefaction and Following Ground Flow Process, 

Proceedings of th Eighth U.S.-Japan Workshop on 

Earthquake Resistant Design of Lifeline Facilities and 

Countermeasures Against Liquefaction, 507-518, (2003). 

Sato, T., Murono, Y., Kawanishi, T.:  Effect of Phase 

Spectrum Uncertainty on Fourier Amplitude Spectrum of 

Earthquake Motion, Proceedings of The Sixteen KKCNN 

Symposium on Civil Engineering, December 8-10, 2003, 

Korea, 45-50, (2003). 

佐藤有希, 吹田啓一郎, 長田暢浩： 既存鉄骨建物の耐震性能

と耐震補強その３, 日本建築学会大会学術講演梗概集（北

陸）, C-1, 941-942, (2003). 

吹田啓一郎, 佐藤有希, 長田暢浩： 既存鉄骨建物の耐震性能

と耐震補強その１, 日本建築学会大会学術講演梗概集（北

陸）, C-1, 937-938, (2003). 

田村修次, 肥田剛典： 微動の２点観測による振動原位置の推

定, 地盤工学研究発表会, 2245-2246, (2003). 

Tanaka, Y., Sato, T.:  Efficient system identification 

algorithm applicable to large-scale system, Structural 

Health Monitoring and Intelligent Infrastructure, 1, 

387-392, (2003). 

Zhou, F., Kurata, M., Matsumiya, T., Suita, K.:  Strength 

and deformation capacity of bolted column base 

connections, 日本建築学会大会学術講演梗概集（北陸）, 

C-1, 711-712, (2003). 

Chung, M., Ogiyama, K., Sato, T.:  Development and 

Application of a Wireless Data Acquisition System for 

Structural Identification, 第5回構造物の破壊過程解明

に基づく地震防災性向上に関するｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ論文集, 25-30, 

(2004). 

Goto, H., Sawada, S.:  Numerical Simulation of Strong 

Ground Motion on Adapazari Basin during the 1999 Kocaeri, 

Turkey, Earthquake, Proceedings of the 17th KKCNN 

Symposium on Civil Engineering, 601-606, (2004). 

林 康裕, 吹田啓一郎, ： 1995 年兵庫県南部地震に基づく

鉄骨造建物の被害率曲線 , 日本建築学会大会学術講演梗

概集（北陸）, B-2, 1061-1062, (2004). 

本田利器： 高次の HC 空間への射影を考慮したスペクトル確

率有限要素法, 土木学会年次学術講演会講演集, 59, 

1-461-, (2004). 

Honda, R., Ghanem, R.:  Spectral Stochastic Finite 

Element Method for Log-Normal Uncertainty, 応用力学論

文集, 7, 391-398, (2004). 

池永昌容, 松宮智央, 倉田真宏, 中島正愛： セルフセンタリ

ング導入による鋼構造骨組の残留変形低減効果, 日本建築

学会大会学術講演梗概集（北陸）, C-1, 765-766, (2004). 

入倉孝次郎： 次の南海トラフ地震はどのような揺れと被害を

もたらすのか, 関西地震観測研究協議会・地震防災フォー

ラム2003 －来るべき東南海・南海地震に備えて(2)－, 1-9, 

(2004). 

村上裕宣, 本田利器： 構造系と入力波の不確定性を考慮した

非線形動的解析, 土木学会年次学術講演会講演集, 59, 

1-285-, (2004). 

水谷聡志, 甲津功夫, 吹田啓一郎, 木時亮： 鉛封入式ダンパ

ーの力学性能に関する実験的研究その１〜その３, 日本建

築学会大会学術講演梗概集（北陸）, C-1, 703-708, (2004). 

Nagata, M., Sawada, S.:  A Study to Evaluate 

Base-isolation Effects Caused by the Behavior of 

Frictional-pile Foundation, Proceedings of the 3rd 

KU-KAIST-NTU Student Seminar on Civil Engineering 

Research, 162-169, (2004). 

酒井史紀, 田村修次： 人工加振源が微動アレイ観測に及ぼす

影響, 日本建築学会大会学術講演梗概集, B2, 675-676, 

(2004). 

佐藤忠信, 荻山和樹： 可搬型非線形構造同定システムの開発 

-5 層モデルの振動台テストデータを用いた検証-, 第 5 回

構造物の破壊過程解明に基づく地震防災性向上に関するｼﾝ

ﾎﾟｼﾞｳﾑ論文集, 37-42, (2004). 



Sato, T., Matsumaru, T.:  A Method to Analyze Ground 

Spreading Caused by Liquefacton, Proceedings of th 

Thrid Taiwan-Japan Workshop on Lifeline Performance and 

Disaster Mitigation, 165-173, (2004). 

Sato, T., Omichi, Y., Ogawa, Y.:  Seismic Reliability 

Analysis of a Large Scale Gas Network, Proceedings of 

th Thrid Taiwan-Japan Workshop on Lifeline Performance 

and Disaster Mitigation, 281-287, (2004). 

Sawada, S.:  A Simplified Equation to Approximate Natural 

Period of Layered Ground on the Elastic Bedrock for 

Seismic Design, Proceedings of the 17th KKCNN Symposium 

on Civil Engineering, 539-544, (2004). 

Sawada, S., Ngata, M., Murono, Y.:  A Study of 

Base-isolation Effects Caused by the Behavior of 

Friction-Pile Foundations, Proceedings of The First 

Germany-Japan Workshop on Geotechnical Earthquake 

Engineering and Soil Dynamics -Advanced Pile Foundation 

System, (2004). 

吹田啓一郎, 佐藤有希, 長田暢浩： 1980 年初頭に建設され

た既存鉄骨建物の溶接品質と非破壊検査, 日本建築学会大

会学術講演梗概集（北陸）, C-1, 703-704, (2004). 

田村修次, ： 液状化地盤における基礎根入れが上部構造物応

答に及ぼす影響, 地盤工学研究発表会, 1825-1826, 

(2004). 

田村修次, 原田光信： 波の到来方向に基づく表層地盤の不均

一性評価, 日本建築学会大会学術講演梗概集, B2, 593-594, 

(2004). 

田代靖彦, 百野泰樹, 聲高裕治, 井上一朗, 吹田啓一郎, 澤

井祥晃, 安藤正和： 方杖ダンパーを用いた柱梁高力ボルト

接合構造の実大骨組実験その１〜その６, 日本建築学会大

会学術講演梗概集（北陸）, C-1, 997-1010, (2004). 

Goto, H., Sawada, S.:  Dynamic Source Inversion Analysis 

based on the Formulation Avoiding Undesirable 

Sensitivity, Proceeding of the 4th Annual KU-KAIST-NTU 

Student Seminar on Civil Engineering Researches, 

Feb.23-26, 2005, Jeju Island, Korea., (2005). 

Sawada, S., Nishikouri, K.:  Elastic Bridge Column 

Accompanied With Friction Damping Mechanism Against 

Large Seismic Load, Proceeding of the 4th Annual 

KU-KAIST-NTU Student Seminar on Civil Engineering 

Researches, Feb.23-26, 2005, Jeju Island, Korea., 

(2005). 

澤田純男： 地震防災のための地域の地震観測, 記念シンポジ

ウム「日本の強震観測５０年」－歴史と展望－論文集, 

(2005). 

澤田純男： 土木構造物の耐震性能設計における新しいレベル

１の考え方, 第８回設計工学に関するシンポジウム講演論

文集, 37-40, . 

 

 (G2)  (G2)  (G2)  (G2) 学術誌学術誌学術誌学術誌（（（（査読無査読無査読無査読無しししし）））） 

入倉孝次郎： 強震動研究の到達点および今後の展望, 月刊地

球号外, 37, 213-223, (2002). 

入倉孝次郎： 南海地震と東南海地震の強震動（上）, サイス

モ, 6(2), 5-7, (2002). 

入倉孝次郎： 南海地震と東南海地震の強震動（下）, サイス

モ, 6(3), 11-12, (2002). 

入倉孝次郎, 三宅弘恵： 予測のための震源のモデル化, 月刊

地球号外, 37, 62-77, (2002). 

岩田知孝, 関口春子： 強震記録に基づく最近の地震の震源イ

ンバージョン, 月刊地球, 号外37, 47-55, (2002). 

岩田知孝, 川瀬博： 兵庫県南部地震の同時シミュレーション

〜第２回表層地質が地震動に及ぼす影響に関する国際シン

ポジウムから〜, 月刊地球, 号外37, 170-178, (2002). 

岩田知孝, 関口春子： 2000 年鳥取県西部地震の震源過程と

震源域強震動, 月刊地球, 号外38, 182-188, (2002). 

関口春子, 岩田知孝： 2001年芸予地震の破壊過程と強震動, 

月刊地球, 号外38, 239-246, (2002). 

入倉孝次郎： 迫り来る東南海・南海地震に備えるための強震

動の予測--最新の知見とその問題点--, 土木学会誌, 

9(88), 27-29, (2003). 

入倉孝次郎： 地震災害軽減研究のための新たな取り組み, 学

術月報 特集：防災の科学, 22-28, (2003). 

田村修次, 東畑郁生： 第 2 回日本-カザフスタン共催セミナ

ーの報告, 土と基礎, 51(4), 68-68, (2003). 

 

 



10.10.10.10.7777.3 .3 .3 .3 地盤災害研究部門地盤災害研究部門地盤災害研究部門地盤災害研究部門    

(A1) (A1) (A1) (A1) 完全査読論文完全査読論文完全査読論文完全査読論文    

Bardet, J., Tobita, T.:  Practical solution of free-surface seepage 

problems, Computers and Geotechnics, 26(9), 451-475, (2002). 

Bardet, J., Tobita, T., Mace, N., Hu, J.:  Regional modeling of 

liquefaction-induced ground deformations, EERI Earthquake 

Spectra, 18(1), 19-46, (2002). 

Chigira, M., Nakamoto, M., Nakata, E.:  Weathering mechanisms 

and their effects on the landsliding of ignimbrite subject to 

vapor-phase crystallization in the Shirakawa pyroclastic flow, 

northern Japan , Engineering Geology, 66, 111-125, (2002). 

Chigira, M.:  Geologic factors contributing to landslide generation 

in a pyroclastic area: August 1998 Nishigo Village, Japan , 

Geomorphology, 46, 117-128, (2002). 

Fujii, Y., Azuma, N.,  Tanaka, Y., Nakayama, Y., Kameda, T., 

Shinbori, K., Katagiri, K., Fujita, S., Takahashi, A., Kawada, K., 

Motoyama, H., Narita, H., Kamiyama, K., Furukawa, T., 

Takahashi, S., Shoji, H., Enomoto, H., Saitoh, T., Miyahara, M., 

Naruse, R., :  Deep ice core drilling to 2503m depth at Dome Fuji, 

Antarctica, Memoirs of National Institute of Polar Research., 56, 

102-116, (2002). 

Gomi, T., Sidle, R., Richardson, J.:  Understanding processes and 

downstream linkages of headwater systems, BioScience , 52, 

905-916, (2002). 

三村 衛, 野田利弘, 山田英司, 高稲敏浩, 小高猛司, 島津多

賀夫： 浅い基礎の設計理論と実際－パイルド・ラフト基礎

を中心として－, 土と基礎, 50, 15-17, (2002). 

守隨治雄, 釜井俊孝： マニラ市郊外の都市開発と地すべり

-1999年Antipolo市Cherry Hills地すべりの発生メカニズム

-, 地すべり学会誌, 39(3), 40-46, (2002). 

Orban, J., Kozak, R., Sidle, R., Du.:   Assessment of relative 

environmental risk from logyard run-off in British Columbia, The 

Forestry Chronicle, 78(1), 146-151, (2002). 

鈴木浩一, 伊藤栄紀, 千木良雅弘： 風化花崗岩表層の緩みと

斜面内部への降雨の浸透－物理探査と実測データを用いた

検討－, 応用地質, 43, 270-283, (2002). 

Todd, P., Sidle, R.:   Plastic corals from Singapore: 1, Coral Reefs, 

21(7), 391-392, (2002). 

Todd, P., Sidle, R.:   Plastic corals from Singapore: 2, , 21(7), 

407-408, (2002). 

Chigira, M., Wang, W., Furuya, T., Kamai, T.:  Geological causes 

and geomorphological precursors of theTsaoling landslide 

triggered by the 1999 Chi-Chi Earthquake, Taiwan, Engineering 

Geology, 68, 259-273, (2003). 

Gomi, T., Sidle, R., Bryant, M.:  Characteristics of channel steps 

and reach morphology in headwater streams, southeast Alaska,  

Geomorphology, 51, 225-241, (2003). 

Gomi, T., Sidle, R.:   Bedload transport in managed steep-gradient 

headwater streams of southeastern Alaska, Water Resources 

Research , 39(12), doi:10.1029/2003WR002440.-, (2003). 

井合 進： 地盤基礎構造物の設計に用いる地震作用－国際規

格化に向けて，第５回構造物の安全性・信頼性に関する国

内シンポジウム, JCOSSAR2003 論文集, 174(27), 895-900, 

(2003). 

井合 進, 菅野高弘, 一井康二： 耐震性能設計に向けて, 土と

基礎, 51(2), 10-12, (2003). 

井合 進： 港湾施設の新しい耐震設計の考え方，基礎工，, , 

5(31), 5-7, (2003). 

菅香世子, 宮崎裕子, 千木良雅弘, 遠藤邦彦, 村上寛史： 神津

島高処山火山の形成時期, 火山, 48, 499-505, (2003). 

Kanatani, M., Kiku, H., Yasuda, S., Yoshida, N., Ishihara, K., 

Kokusho, T., Mimura, M., Goto, Y., Morimoto, I.:  Damage on 

Waterfront Ground During the 1999 Kocaeli Earthquake in Turkey, 

Soils and Foundations, 43(5), 29-40, (2003). 

木本秋津, 内田太郎, 水山高久, 小杉賢一朗, 堤 大三： 田上

山地の裸地斜面における表面流の発生と土砂移動に関する

原位置人工降雨実験, 砂防学会誌, 55(6), 52-58, (2003). 

Mimura, M., Takeda, K., Yamamoto, K., Fujiwara, T., Jang, W.:  

Long-term Settlement of the Reclaimed Quasi-overconsolidated 

Pleistocene Clay Deposits in Osaka Bay, Soils and Foundations, 

43(6), 141-153, (2003). 

三輪 滋, 小堤 治, 池田隆明, 岡 由剛, 井合 進： 初期応

力状態を考慮した有効応力解析による鋼矢板岸壁の地震被

害の評価，, 構造工学論文集, Vol.49A, 369-380, (2003). 

Shoji, H., Miyamoto, A., Shimohara, K.,  Watanabe, O., Fujii, Y., 

Kamiyama,  ., Motoyama,  ., Azuma, K., Igarashi, M., Takata, 

M., Kohno,  ., Fujita, S., Nakazawa, T., Aoki, S., Kawamura, K., 

Narita, H., Kawada, K., Azuma , N., Saito, T., Clausen, H., .:  

General tendencies of stable isotopes and major chemical 

constituents of the Dome Fuji deep ice core, Memoirs of National 

Institute of Polar Research., 57, 1-24, (2003). 

Sidle, R., Dhakal, A.:   Long-term modeling of landslides for 

different forest management practices, Earth Surface Processes 

and Landforms, 28, 853-868, (2003). 

Suwa, H., Akamatsu, J., Nagai, Y.:  Energy radiation by elastic 

waves from debris flows, Debris-Flow Hazards Mitigation (Ed. 

By Rickenmann, D. & Chen, C., 3, 896-904, (2003). 

Suwa, H.:  Repetition of debris flows on sunny days at a torrent in 

Karakorum, Debris-Flow Hazards Mitigation (Ed. By 

Rickenmann, D. & Chen, C., 3, 1025-1035, (2003). 

Wang, W., Furuya, T., Chigira, M.:  Geological and 

Geomorphological Precursors of the Chiu-fen-erh-shan Landslide 

Triggered by the Chi-chi Earthquake in Central Taiwan, 

Engineering Geology, 69, 1-13, (2003). 

Watanabe, O., Kamiyama, K., Motoyama, H., Fujii, Y., Igarashi, M., 

Furukawa, T., Goto-Azuma, K., Saito, T., Kanamori, S., Kanamori, 

N., Yoshida, N., Uemura, R.:  A bipolar comparison of deep ice 

cores from Antarctica (Dome Fuji) and Greenland (GRIP), 

Memoirs of National Institute of Polar Research., 57, 86-93, 

(2003). 

Yamaguchi,Y., Tanaka, S., Odajima, T., Kamai, T., Tsuchida, S.:  

Detection of a landslide movement as geometric misregistration in 

image matching of SPOT HRV data of two different dates, Int. J. 

Remote Sensing, 18(24), 3523-3534, (2003). 

Allison, C., Sidle, R., Ta.:  Application of decision analysis forest 

road deactivation in unstable terrain, Environmental Management, 

33, 173-185, (2004). 

Chigira, M., Duan, F., Yagi, H.:  Using an airborne laser scanner for 

the identification of shallow landslides and susceptibility 

assessment in an area of ignimbrite overlain by permeable 

pyroclastics, Landslides, 203-209, (2004). 



Dhakal, A., Sidle, R.:  Distributed simulation of landslides for 

different rainfall scenarios, Hydrological Processes , 18, 757-776, 

(2004). 

Dhakal, A., Sidle, R.:   Pore water pressure assessment in a forest 

watershed: Simulations and distributed field measurements related 

to forest practices, Water Resources Research, 40, W02405, 

doi:1029/2003WR002017.-, (2004). 

Gomi, T., Sidle, R., Swanston, D.:  Hydrogeomorphic linkages of 

sediment transport in headwater streams, Maybeso Experimental 

Forest, southeast Alaska, Hydrological Processes, 18, 667-683, 

(2004). 

郷隆之, 笠原亮一, 釜井俊孝： 地震時谷埋め盛土斜面の変形

に関する振動台模型実験, , 5(40), 40-47, (2004). 

Iai, S.:  Seismic actions for designing geotechnical works - 

ISO23469, Journal of Japan Association of Earthquake 

Engineering,, 3(4), 483-485, (2004). 

Iai, S.:  International standard (ISO) on seismic actions for 

designing geotechnical works , Proc. 11th International 

Conference on Soil Dynamics and Earthquake Engineering (11th 

ICSDEE) and the 3rd, 302-309, (2004). 

Iai, S., Tobita, T.:  Centrifuge model tests on group piles in 

liquefiable and non-liquefiable ground, , Proc. 13th World 

Conference on Earthquake Engineering, Vancouver, Paper No.652, 

No.652, (2004). 

Iai, S., Tobita, T.:  Recent earthquakes in Japan, Proc. 5th 

International Conference on Case Histories in Geotechnical 

Engineering, CD-ROM, OSP15, 15, (2004). 

釜井俊孝, 守隨治雄, 笠原亮一, 小林慶之： 地震時における大

規模宅地盛土斜面の不安定化予測, , 5(40), 29-39, (2004). 

釜井俊孝, 守隨治雄： 2001年芸予地震による呉市都市域の斜

面災害, , 5(40), 78-83, (2004). 

Kim, H., Sidle, R., Moore, R., Hudson, R.:  Throughflow variability 

during snowmelt in a forested mountain catchment, coastal British 

Columbia, Canada., Hydrological Processes , 18, 1219-1236, 

(2004). 

Kitade, K., Kawamata, Y., Ichii, K., Iai, S.:  Analysis of laterally 

loaded pile groups using 2-D FEM,, Proc. 11th International 

Conference on Soil Dynamics and Earthquake Engineering (11th 

ICSDEE) and the 3rd International Conference on Earthquake 

Geotechnical Engineering (3rd ICEGE), 850-856, (2004). 

Lavigne, F., Suwa, H.:  Contrasts between debris flows, 

hyperconcentrated flows and stream flows at a channel of Mount 

Semeru, East Java, Indonesia, Geomorp;hology, 61(1), 41-58, 

(2004). 

Mimura, M., Jang, W.:  Description of Time-dependent Behavior of 

Quasi- overconsolidated Osaka Pleistocene Clays Using 

Elasto-viscoplastic Finite Element Analyses, Soils and 

Foundations, 44(4), 41-52, (2004). 

目代邦康, 千木良雅弘： 赤石山脈南部，大谷崩から山伏にか

けての山体重力変形地形, 地理学評論, 77(2), 55-76, (2004). 

Sakals, M., Sidle, R.:  A spatial and temporal model of root strength 

in forest soils, Canadian Journal of Forest Research , 34, 950-958, 

(2004). 

Sidle, R., On.:  Hydrogeomorphology: an overview of an emerging 

science,  Hydrological Processes, 18, 597-602, (2004). 

Sidle, R., Chigira, M.:  The July 20, 2003, Landslides and Debris 

Flows in Southern Kyushu, Japan, Eos, Transactions, American 

Geophysical Union, 85(15), 145-151, (2004). 

Sidle, R., Sasaki, S., Otsuki, M., Noguchi, S., Abdul Rahim, N.:  

Sediment pathways in a tropical forest: effects of logging roads 

and skid trails, Hydrological Processes , 18, 703-720, (2004). 

Sidle, R., Taylor, D., Lu, X., Adger, W., Lowe, D., Delange, W., 

Donson, J., .:  Interactions of natural hazards and society in 

Austral-Asia: evidence in past and recent records., Quaternary 

International , 181-203, (2004). 

Sidle, R.:  New concepts in hydrogeomorphic processes across 

various scales of time and space, Transactions, Japanese 

Geomorphological Union , 25(4), 331-340, (2004). 

Takeshima, Y., Sawada, S., Iai, S., et al,.:  Modelling of drainage 

behavior for dynamic effctive stress analysis by undrained 

condition,, Proc. 13th World Conference on Earthquake 

Engineering, Vancouver, Paper , (2004). 

飛田哲男, 井合 進, 仲山賢司, 中道正人, 斉藤安立, 近藤徹： 

杭・地盤系の動的応答の位相関係に関する実験的研究，液

状化地盤中の杭の挙動と設計法に関するシンポジウム, 地

盤工学会, 241-244, (2004). 

Tobita, T., Iai, S., Rollins, K.:  Group pile behavior under lateral 

loading in centrifuge model tests, International Journal of Physical 

Modelling in Geotechnics, 4(4), 1-11, (2004). 

Todd, P., Sidle, R., Lewin-Koh, N.:  An aquarium experiment for 

identifying the physical factors inducing morphological change in 

two massive scleractinian corals, Journal of Experimental Marine 

Biology and Ecology, 299(1), 97-133, (2004). 

WANG, W., 釜井., 守隨.:  , 応用地質, 44(6), 366-373, (2004). 

Wilford, D., Sakals, M., Innes, J., Sidle, R., Bergerud, W.:  

Recognition of debris-flow hazard through watershed 

morphometrics, Landslides, 1, 61-66, (2004). 

堤 大三, Sidle, Roy C., 藤田正治, 水山高久： パイプ流存在下

での斜面の安定性に関する数値実験, 水工学論文集, 48, 

337-342, (2004). 

Iai, S.:  International Standard (ISO) on Seismic Actions for 

Designing Geotechnical Works , An overview, Soil Dynamics and 

Earthquake Engineering, , 25, 606-615, (2005). 

Iai, S., Tobita, T., Nakahara, T.:  Generalized scaling relations for 

dynamic centrifuge tests,, Geotechnique,, 55(4), 355-362, (2005). 

Iai, S., Ozutsumi, O.:  Yield and cyclic behavior of a strain space 

multiple mechanism model for granular materials, , International 

Journal for Numerical and Analytical Methods in Geomechanics,, 

4(29), 417-442, (2005). 

Iai, S.:  Remediation of liquefiable soils for port structures in Japan - 

Analysis, design and performance, Journal of Earthquake 

Engineering, , , 77-103, (2005). 

Mimura, M., Jang, W.:  Verification of the Elasto-viscoplastic 

Approach Assessing the Long-term Deformation of the 

Quasi-overconsolidated Pleistocene Clay Deposits, Soils and 

Foundations, 45(1), 37-49, (2005). 

 

 

 



 (A2)  (A2)  (A2)  (A2) 一般査読論文一般査読論文一般査読論文一般査読論文    

Go, T., Kamai, T.:  Deformation behavior of model embankment 

under strong-motion shaking experiment, Landslides (Proc. 10th 

Int. Conf. & Field Trip on Landslides), 65-76, (2002). 

Kamai, T., Shuzui, H.:  Earthquake-induced landslide on 

6th-century Emperor’s tomb mound, Landslides (Proc. 10th Int. 

Conf. & Field Trip on Landslides), 103-112, (2002). 

Mimura, M., Yamamoto, K.:  Development of Urban 

Geo-Database in Kansai and Assessment of Liquefaction Potential, 

Geotechnical Investigation in the Information Era, Proceedings of 

the Second IKRAM International Geotechnical Conference, 1, 

235-252, (2002). 

Mimura, M., Jang, W.:  Evaluation of Long-term Settlement of 

Pleistocene Deposits in Osaka Bay, Proceedings of International 

Symposium on Soft Soil Engineering in Coastal Areas, 1, 145-150, 

(2002). 

Mimura, M.:  Characteristics of Some Japanese Natural Sands - 

Data from Undisturbed Frozen Samples-, Proceedings of 

International Workshop on Characterization and Properties of 

Natural Soils, 2, 1149-1168, (2002). 

Mimura, M., Takeda, K., Yamamoto, K., Fujiwara, T.:  Long-term 

Settlement of Pleistocene Marine Deposits in Osaka Bay Due to 

Offshore Reclamation, Proceedings of the Second World 

Engineering Congress, Geotechnical Engineering and 

Transportation Volume, 17-24, (2002). 

三村 衛, 小田和広, 大島昭彦, 武田弘一, 山本浩司, 長屋淳

一, 藤原照幸： 大阪湾擬過圧密洪積粘土の時間依存性挙動

と長期沈下について, 粘土地盤における最新の研究と実際

－微視的構造の観察から超軟弱埋立地盤対策技術まで－に

関するシンポジウム論文集, 1, 151-158, (2002). 

Chigira, M., Inokuchi, T.:  Landslides triggered by August 1998 

intense rainfall, northern Japan , Landslide News, 14/15, 11-15, 

(2003). 

Chigira, M.:  Weathering, landslide, and hazard mapping in granitic 

areas, Proceedings of Comprehensive Seminar on Construction 

and Creation of Sustainable Society based on the Zero-Discharge 

Concept, Midterm Report of JSPS-VCC Core University Program, 

173-181, (2003). 

Iai, S., Tobita, T.:  Analysis of soil-pile interaction, Proceedings of 

the Eighth U.S.-Japan Workshop on Earthquake Resistant Design 

of Lifeline Facilities and Countermeasures Against Liquefaction, 

Technical Report MCEER-03-0003, 581-588, (2003). 

Mimura, M., Jang, W.:  Description of Time-dependent Behavior of 

the Aged Stiff Clays, Proceedings of Korea Japan Joint Workshop, 

Characterization of Thick Clay Deposits, Reclamation and Port 

Construction, 1, 239-248, (2003). 

Mimura, M., Jang, W., Takeda, K., Yamamoto, K., Fujiwara, T.:  

Evaluation of Time-dependent Compression of the Structural 

Osaka Bay Pleistocene Clays,, Proceedings of the Sino-Japanese 

Symposium on Geotechnical Engineering in Urban Construction, 

154-161, (2003). 

Mimura, M., Jang, W.:  Long-term Settlement of Reclaimed Marine 

Structural Pleistocene Clay Deposits, Proceedings Second 

International Conference on Advances in Soft Soil Engineering 

and Technology, 335-351, (2003). 

飛田哲男, 井合 進,  原哲郎： 遠心場における群杭基礎の水

平載荷実験, 第48回地盤工学シンポジウム, 121-128, (2003). 

エネルギー法を用いた有効応力解析法の開発, 土木学会地震

工学論文集, 27, 174-, (2003). 

飛田哲男, 井合 進, 原哲郎： 群杭の地震時挙動に関する遠

心模型実験, 土木学会地震工学論文集, 27(191.27), (2003). 

Tobita, T., Bardet, J.:  Energy-based liquefaction analysis of 

earthquake site response, Proceedings of the Eighth U.S.-Japan 

Workshop on Earthquake Resistant Design of Lifeline Facilities 

and Countermeasures Against Liquefaction, Technical Report 

MCEER-03-0003, 625-636, (2003). 

宮島昌克, 目黒公郎, 伯野元彦 , 幸左賢二, 飛田哲男, 吉村美

保, 高島正典, Paola Mayorca, Abdolhossein Fallahi, 鍬田泰子, 

林亜紀夫： 2003年 12月 26日イラン・バム地震被害調査

速報, 自然災害科学, 23(1), 117-126, (2004). 

宮島昌克, 飛田哲男, Fallahi, Abdolhossein , Alaghebandian, 

Reza： 2003 年イラン・バム地震における構造物被害とア

ンケート震度, 日本地震工学会年次大会, a01-03-, (2004). 

Tan, T., Karthikeyan, M., Phoon, K., Dasari, G., Mimura, M.:  Use 

of A Radioisotope Cone to Characterize A Lumpy Fill, 

Proceedings of International Symposium on Site Characterization, 

1, 801-808, (2004). 

飛田哲男, 井合 進, 仲山賢司, 中道正人, 斉藤安立, 近藤徹： 

杭・地盤系の動的応答の位相関係に関する実験的研究, 液

状化地盤中の杭の挙動と設計法に関するシンポジウム, 

241-244, (2004). 

Tobita, T., Miyajima, M., Fallahi, A., Alaghebandian, R.:  

Questionnaire survey and microtremor measurements in stricken 

areas of the 2003 Bam, Iran, earthquake, International Conference 

on Earthquake - Memorial of Bam Disaster, (2004). 

Yamamoto, K., Nagaya, J., Mimura, M., Takeda, K.:  Long-term 

Settlement Prediction of Pleistocene Clays in Osaka Bay Based on 

Geotechnical Database, Proceedings of International Symposium 

on Engineering Practice and Performance of Soft Ground, 

415-420, (2004). 

Mimura, M.:  Long-term Settlement of Reclaimed marine 

Structural Pleistocene Clay Foundations in Osaka Bay, Japan, 

Proceedings of International Conference on Coastal Geotechnical 

Engineering in Practice, 1, 19-30, (2005). 

 

 (A3)  (A3)  (A3)  (A3) アブストラクトアブストラクトアブストラクトアブストラクト査読論文査読論文査読論文査読論文    

Manik, T., Sidle, R.:  Rainfall spatial distribution in Sumber Jaya 

Watershed, Lampung, Indonesia. In: Integrated Modelling of 

Biophysical, Social and Economic Systems for Resource 

Management Solutions, Proceedings of MODSIM 2004, 2, 

566-571, (2003). 

Sidle, R., Dhakal, A.:  Recent advances in the spatial and temporal 

modeling of shallow landslides. In: Integrated Modelling of 

Biophysical, Social and Economic Systems for Resource 

Management Solutions, Proceedings of MODSIM 2003, 2, 

566-571, (2003). 

Chigira, M., Furuki, H.:  Weathering of granitic rocks, the most 

common masonry stone, Twelfth Asian Regional Conference on 

Soil Mechanics and Geotechnical Engineering (12ARC), 

1429-1431, (2004). 



Iai, S., Tobita, T.:  Centrifuge model tests on group piles in 

liquefiable and non-liquefiable ground, Proc. 13th World 

Conference on Earthquake Engineering, No. 652-, (2004). 

Iai, S., Tobita, T.:  Recent earthquakes in Japan, Proc. 5th 

International Conference on Case Histories in Geotechnical 

Engineering, OSP15-, (2004). 

Kamai, T.:  Earthquake-induced landslide on ancient tomb mounds 

in Japan, Proc. 12th Asian Regional Conf. on Soil Mechanics & 

Geotechnical Engineering, 2, 1437-1439, (2004). 

Negishi, J., Zielger, A., Noguchi, S., Sidle, R., Abdul Rahim, N.:  

Storm flow generation in a tropical headwater zero-order basin in 

Peninsular Malaysia., In: Forests and Water in Warm, Humid Asia 

(R.C. Sidle et al., eds.), Proceedings of a IUFRO Forest Hydrology 

Workshop, 10-12 July 2004, (2004). 

Negishi, J., Sidle, R., Noguchi, S., Abdul Rahim, N., Stanforth, R.:  

Fern growth along the logging roads affects nutrient fluxes via 

road surface runoff in Peninsular Malaysia, In: Forests and Water 

in Warm, Humid Asia (R.C. Sidle et al., eds.), Proceedings of a 

IUFRO Forest Hydrology Workshop, 10-12 July 2004, (2004). 

Negishi, J., No., Sidle, R., .:  Observations on forest road recovery 

after 3 years of selective harvesting: implications to road 

rehabilitations, Proceedings of a JIRCAS Workshop, (2004). 

Sidle, R.:  Sediment Dynamics at Multi-Spatial and Temporal 

Scales,  In: Proceedings of a Workshop on Spatio-Temporal 

Processes, (2004). 

Sidle, R., Negishi, J., Abdul Rahim, N., Siew, R.:  Erosion processes 

in steep forested terrain – truths, myths, and uncertainties related to 

land use in Southeast Asia, In: Forests and Water in Warm, Humid 

Asia (R.C. Sidle et al., eds.), Proceedings of a IUFRO Forest 

Hydrology Workshop, 10-12 July 2004, (2004). 

Ziegler, A., Negishi, J., Sidle, R., Preechapanya, P., Sutherland, R., 

Giambelluca, T.:  Reduction of Road-Generated Stream 

Suspended Sediment by a Riparian Buffer, In: Forests and Water 

in Warm, Humid Asia (R.C. Sidle et al., eds.), Proceedings of a 

IUFRO Forest Hydrology Workshop, (2004). 

 

 (B)  (B)  (B)  (B) 解説解説解説解説・・・・総説総説総説総説    

 

 (C)  (C)  (C)  (C) 著書著書著書著書    

Chigira, M.:  The Effects of environmental changes On Weathering, 

Gravitational Rock Deformation, and Landslides, In Sidle, R.C. ed. 

Environmental change and geomorphic hazards in forests. CABI 

Publishing, New York, 101-122, (2002). 

千木良雅弘： 群発する崩壊(228ページ）, 近未来社, (2002). 

釜井俊孝, 守隨治雄： 斜面防災都市, , 1-200, (2002). 

Sidle, R.:  Geomorphologic Hazards and Forest Environmental 

Change – an Introduction. In: R.C. Sidle (ed.) Environmental 

Change and Geomorphic Hazards in Forests,  IUFRO Research 

Series,, 9, 1-6, (2002). 

Sidle, R., Dhakal, A., .:  Potential Effects of Environmental Change 

on Landslide Hazards in Forest Environments. In: R.C. Sidle (ed.) 

Environmental Change and Geomorphic Hazards in Forests,  

IUFRO Research Series, 9, 123-165, (2002). 

Sidle, R.:  Future Directions for Geomorphologic Hazard Analysis 

in Forests. In: R.C. Sidle (ed.) Environmental Change and 

Geomorphic Hazards in Forests,  IUFRO Research Series,, 9, 

227-234, (2002). 

Sidle, R.:  Environmental Change and Geomorphic Hazards in 

Forests,, IUFRO Research Series, No. 9, (2002). 

諏訪 浩： 地すべり移動体の運動像とその特性, 地すべりと

地質学, 78-91, (2002). 

諏訪 浩, 平野昌繁： 御岳 1984 年崩壊, 地すべりと地質学, 

206-211, (2002). 

千木良雅弘, 目代邦康： 大谷崩と山伏, 日本地質学会発行, 

83-94, (2003). 

諏訪 浩： 土石流の観測, ジオテクノート, 12, 23-40, (2003). 

千木良雅弘： 風化作用, 日本地すべり学会編「地すべりに関

する地形地質用語委員会編，地すべり－地形地質的認識と

用語－」, 144-151, (2004). 

井合 進： 液状化対策工法, 地盤工学・実務シリーズ18，第

I 編第５章 5.5 液状化対策範囲の考え方，pp.209-214, 第 II

編第４章4.5.1締固め工法と排水工法の併用，pp.398-400, 地

盤工学会, (2004). 

釜井俊孝： 地すべり －地形地質的認識と用語ー(Ⅰ.7 不安

定化機構), , 80-89, (2004). 

Sidle, R.:   Forests and Water in Warm, Humid Asia, , (2004). 

 

 (D)  (D)  (D)  (D) 紀要紀要紀要紀要・・・・報告書報告書報告書報告書    

釜井俊孝： 都市域の宅地盛土斜面における地震災害予測図の

作成，平成 11年度〜平成 13年度科学研究費補助金（代表

者：釜井俊孝）研究成果報告書, , 1-97, (2002). 

西山賢一, 千木良雅弘： 1982年長崎豪雨災害で発生した斜面

崩壊の地質的特徴, 京都大学防災研究所年報, 45B, 47-59, 

(2002). 

Mimura, M., Jang, W.:  Evaluation of Time-dependent Behavior of 

Osaka Pleistocene Clay by Elasto-viscoplastic Finite Element 

Analysis, Annuals of Disaster Prevention Research Institute, 

Kyoto University, 46B, 127-142, (2003). 

西山賢一, 千木良雅弘： 1972年天草豪雨で発生した斜面崩壊

の地質的特徴, 京都大学防災研究所年報, 46B, 149-158, 

(2003). 

赤松純平, 諏訪 浩, 市川信夫, 駒澤正夫： 重力異常と脈動の

震動特性からみた上高地盆地焼岳山麓の基盤構造, 京都大

学防災研究所年報, 47B, 877-882, (2004). 

Chigira, M., Yokoyama, O.:  Landslide mechanism of unwelded 

ignimbrite. Proceedings of the Malaysia-Japan Symposium on 

Geohazards and Geoenvironmental Engineering Recent Advances, 

JSPS/VCC Core University Program "Environmental Science" 

Group 8, 39-46, (2004). 

千木良雅弘, Sidle, C. Roy： 2003年7月九州土砂災害の発生場

－水俣・菱刈地区－, 京都大学防災研究所年報, 47B, 91-98, 

(2004). 

千木良雅弘, Sidle,C.Roy： 平成15年7月豪雨による水俣・菱

刈地区の斜面崩壊発生メカニズム, 自然災害研究協議会西

部地区部会報, 28, 67-70, (2004). 

Mimura, M., Jang, W.:  Generalized Assessment of Long-term 

Settlement of Quasi-overconsolidated Pleistocene Clay Deposits 

in Osaka Bay Using Elasto-viscoplastic finite element Procedure,, 

Annuals of Disaster Prevention Research Institute, Kyoto 

University, 47B, 93-109, (2004). 



 

 (E)  (E)  (E)  (E) 講義講義講義講義・・・・講演会講演会講演会講演会テキストテキストテキストテキスト    

飛田哲男： 2003 年イラン・バム地震被害調査報告-震源近傍

の地震動特性, 土木学会, 3-5, (2004). 

 

 (F)  (F)  (F)  (F) 新聞新聞新聞新聞・・・・雑誌記事雑誌記事雑誌記事雑誌記事    

 

 (G1)  (G1)  (G1)  (G1) 講演会概要集講演会概要集講演会概要集講演会概要集    

Chigira, M.:  Geological characteristics of rapid long-traveling flow 

phenomena triggered by rainfall and earthquake in Japan, 

Proceedings of International Symposium Landslide Risk 

Mitigation and Protection of Cultural and Natural Heritage, 31-44, 

(2002). 

 

Chigira, M.:  Geological and geomorphological precursors of 

gigantic landslides triggered by earthquakes, Proceedings of the 

5th Taiwan-Japan Joint Seminar on Natural Hazards Mitigation, 

387-403, (2002). 

Chigira, M., Yokoyama, O.:  Weathering profiles and landslide of 

ignimbrite, Proceedings of the 9th Conference of the Intenational 

Association for Engineering Geology and the Environment, 

Durban, South Africa, 1780-1784, (2002). 

Mimura, M., Jang, W.:  Settlement Analysis of Reclaimed Clay 

Foundation at Noksan Site, Busan, 第37回地盤工学研究発表

会発表講演集, 31-32, (2002). 

三村 衛, 隅蔵雄一郎： 大水深埋立人工島建設による更新統

地盤の長期変形に関する研究, 第37回地盤工学研究発表会

発表講演集, 1003-1004, (2002). 

三村 衛, 勝見 武, 森 理人, 藤本陽平： CPT と室内試験

による境港市・埋立地盤の液状化抵抗評価について, 第 37

回地盤工学研究発表会発表講演集, 1949-1950, (2002). 

諏訪 浩, 赤松純平： 土石流のエネルギー損失に占める弾性

波成分, 砂防学会出版物（砂防学会研究発表会概要集）, 35, 

44-45, (2002). 

諏訪 浩, 赤松純平： 土石流のエネルギー損失に占める弾性

波成分, 環境地質学シンポジウム論文集, 12, 191-194, 

(2002). 

諏訪 浩, 赤松純平： 土石流のエネルギー損失に占める弾性

波成分, 日本自然災害学会学術講演会講演概要集, 21, 

99-100, (2002). 

諏訪 浩, 赤松純平： 土石流のエネルギー損失に占める弾性

波成分, 平成14年度日本応用地質学会関西支部研究発表会, 

(2002). 

Chigira, M.:  Weathering, landslide, and hazard mapping in granitic 

rock areas, Proceedings of the Symposium on Geohazards 

organized by the Geological Society of Korea, Seoul, 1-11, (2003). 

井合 進, 飛田哲男, 原哲郎： 遠心場における群杭の震動実

験-原位置実大実験との比較, 第 38 回地盤工学研究発表会

（秋田）, 721-, (2003). 

小杉賢一朗, 堤 大三, 藤野貴之, 水山高久, 長谷川秀三： 水

分計付貫入試験機を用いた斜面土壌水分空間分布の計測, 

平成15年度砂防学会研究発表会概要集, pp ,160-161, (2003). 

三村 衛, 張 祐榮： 数値解析による大阪湾洪積粘土の時間

依存性挙動の評価について, 第58回土木学会年次学術講演

会講演概要集, 739-740, (2003). 

諏訪 浩, 水野高志, 伊藤 潔, 鈴木茂之, 山本裕雄： 岡山県

総社市の舞鶴層群採石場斜面で起きた崩壊の復元, 砂防学

会出版物（砂防学会研究発表会概要集）, 37, 54-55, (2003). 

諏訪 浩, 伊藤 潔, 水野高志, 鈴木茂之, 山本裕雄： 岡山県

総社市で起きた崩壊と，その前兆および余崩壊, 日本自然

災害学会学術講演会講演概要集, 22, 63-64, (2003). 

諏訪 浩, 水野高志, 伊藤 潔, 鈴木茂之, 山本裕雄： 岡山県

総社市の舞鶴層群採石場斜面で起きた崩壊の復元, 平成 15

年度日本応用地質学会関西支部研究発表会, (2003). 

バーチカルドレーンの余長を利用したマットレジスタンス対

策に関する研究（その２）三次元有効応力解析による対策

効果の検証, 第 58 回土木学会年次学術講演会講演概要集, 

1209-1210, (2003). 

飛田哲男, 井合 進, 原哲郎： 遠心場における群杭の震動実

験-静的水平載荷実験との比較および液状化地盤中の挙動, 

第38回地盤工学研究発表会（秋田）, 722-, (2003). 

Tobita, T., Bardet, J.:  An Energy-based model for simulating the 

undrained cyclic response of sands, 第58回土木学会年次学術

講演会, III-103-, (2003). 

堤 大三, 小杉賢一朗, 水山高久： 斜面における樹木根系成

長と土壌水分移動のモデル化, 第 114 回日本林学会大会学

術講演集, 187-187, (2003). 

堤 大三, 小杉賢一朗, 水山高久, 長谷川秀三： 根系成長と土

壌水分移動モデルの実斜面への適用, 平成15年度砂防学会

研究発表会概要集, -, 208-209, (2003). 

バーチカルドレーンの余長を利用したマットレジスタンス対

策に関する研究（その１）模型実験による効果の検証, 第

58回土木学会年次学術講演会講演概要集, 1207-1208, (2003). 

杭・地盤系の動的応答の位相関係に関する遠心模型実験, 第

39回地盤工学研究発表会（新潟）, 779-, (2004). 

井合 進, 飛田哲男, 山口啓太, Matthew Donahue, 斉藤安立, 

近藤徹： 群杭周辺地盤の水平断面内での変形挙動, 第 59

回土木学会年次学術講演会（名古屋）, 467-, (2004). 

三村 衛, 張 祐榮, 池田侑哉： 擬似過圧密領域での粘塑性

変形を考慮した洪積粘土地盤の変形解析, 第39回地盤工学

研究発表会発表講演集, 909-910, (2004). 

三村 衛, 張 祐榮, 池田侑哉： 擬似過圧密領域における過

剰間隙水圧消散遅れと沈下の進行に関する考察, 第59回土

木学会年次学術講演会講演概要集, 71-72, (2004). 

仲山賢司, 井合 進, 飛田哲男, 中道正人, 斉藤安立, 近藤徹： 

位相差に着目した杭基礎の動的応答特性, 第59回土木学会

年次学術講演会（名古屋）, 473-, (2004). 

諏訪 浩： 十津川流域の侵食と流砂, 砂防学会出版物（砂防

学会研究発表会概要集）, 40, 68-69, (2004). 

諏訪 浩： 十津川流域の侵食と流砂, 日本自然災害学会学術

講演会講演概要集, 23, 133-134, (2004). 

諏訪 浩： 十津川流域の侵食と流砂, 平成16年度日本応用地

質学会関西支部研究発表会, 31-32, (2004). 

諏訪 浩： 御岳大崩壊と岩屑なだれのメカニズム, 平成 16

年度日本地すべり学会中部支部シンポジウム「長野県西部

地震と御岳崩れ20周年」予稿集, 8-22, (2004). 

飛田哲男, 井合 進, 山口敬太, Matthew Donahue, 中道正人, 

斉藤安立, 近藤徹： 杭周辺地盤の水平断面内での変形挙動

に関する研究, 第 39回地盤工学研究発表会（新潟）, 946-, 

(2004). 

 



山本浩司, 濱田晃之, 三村 衛： 地盤情報データベースの地

盤変形解析への適用例, 第39回地盤工学研究発表会発表講

演集, 185-186, (2004). 

張 祐榮, 三村 衛, 池田侑哉： 数値解析による大阪港埋立

地の長期沈下挙動の評価, 第39回地盤工学研究発表会発表

講演集, 911-912, (2004). 

張 祐榮, 三村 衛, 池田侑哉： 数値解析による舞洲C護岸

の長期変形の評価, 第59回土木学会年次学術講演会講演概

要集, 73-74, (2004). 

 

 (G2)  (G2)  (G2)  (G2) 学術誌学術誌学術誌学術誌（（（（査読無査読無査読無査読無しししし）））） 

三村 衛： 地盤情報データベースからみた京都盆地の液状化

ポテンシャル, 自然災害科学, 22(3), 241-244, (2003). 

千木良雅弘： 地質科学と地質技術者－欧米諸国の現状－地質

科学総合研究連絡委員会 環境地質学専門委員会の活動か

ら－, 学術の動向, 7, 76-77, (2004). 

釜井俊孝, 守隨治雄： 都市造成地盤のハザードマップ, 測量, 

57(6), 38-42, (2004). 

三村 衛： 沖積地盤の変形問題と数値解析によるアプローチ, 

基礎工, 32(3), 37-40, (2004). 

諏訪 浩： 十津川流域の侵食と流砂, 月刊海洋, 36(3), 

200-2004, (2004). 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

10.10.10.10.7777.4 .4 .4 .4 水災害研究部門水災害研究部門水災害研究部門水災害研究部門    

(A1) (A1) (A1) (A1) 完全査読論文完全査読論文完全査読論文完全査読論文    

市川温, 立川康人, 堀智治, 寶 馨, 椎葉充晴： 流出計算で考

慮すべき降水空間分布スケールに関する基礎的検討, 水工

学論文集, 46, 133-138, (2002). 

Ichikawa, Y., Hori, T., Shiiba, M., Tachikawa, Y., Takara, K.:  

Investigation on the scale of rainfall spatial variability to be 

considered in runoff simulation, Hydroscience and Hydraulin 

Engineering, 20-2, (2002). 

Kawaike, K., Inoue, K., Toda, K., Nakai,T.:  Effects of Sediment 

Yield on Inundation Flow in a Hillside City, Journal of 

Hydroscience and Hydraulic Engineering, 20(1), 151-166, (2002). 

北野正夫, 有光 剛, 高山知司： うねりの発生特性と海域利

用時の防災を目的としたうねりの簡易予測手法について, 

海岸工学論文集, 49, 1431-1435, (2002). 

Mase, H., Memita, T., Yuhi, M., Kitano, T.:  Stem waves along 

vertical wall due to random wave incidence, Coastal Eng., 44(4), 

339-350, (2002). 

Shrestha, R., Tachikawa, Y., Takara, K.:  Effects of Forcing Data 

Resolution in River Discharge Simulation, Annual of Hydraulic 

Engineering, JSCE, 46, 139-144, (2002). 

立川康人, 尾崎雄一郎, Anderson, Kimaro Tumaini, 寶 馨： 野

洲川流域における水循環の変遷について, 河川技術論文集, 

8, 551-556, (2002). 

立川康人, 寶 馨, 田中賢治, 水主崇之, 市川温, 椎葉充晴： 

中国淮河流域における河川流量 シミュレーション, 水

文・水資源学会誌, 3, 130-145, (2002). 

高橋英紀, 高山知司, 永井紀彦： 多峯型方向スペクトル波が

港内静穏度に及ぼす影響, 海岸工学論文集, 49, 691-695, 

(2002). 

高山知司, 東良宏次郎： 防波堤の被災特性に関する統計解析, 

海洋開発論文集, 18, 263-268, (2002). 

高山知司, 帯包浩司, 間瀬 肇： 一方向非定常波浪の造波方

法の開発, 海洋開発論文集, 18, 383-388, (2002). 

牛山素行, 寶 馨, 立川康人, 近森秀高： 2002年8月31日～

9月1日の台風15号による 韓国の豪雨災害, 自然災害科学, 

21(3), 299-309, (2002). 

吉岡 洋, 芹澤重厚, 高山知司： 高潮災害における副振動の

影響, 海洋開発論文集, 18, 125-130, (2002). 

Hanzawa, M., Yamagata, N., Nishihara, T., Takayama, T., Takahashi, 

S., Tomiyasu, R.:  Pergormance of composite breakwaters from 

the viewpoint of expected sliding distance of caisson,  Coastal 

Structures 2003, 283-294, (2003). 

Hiraishi, T., Hirayama, K., Yasuda, T., Miyahara, T., Tatsumi, D.:  

Wave Overtopping Estimation based on Offshore Observation, 

International Association for Hydraulic Research, 563-570, 

(2003). 

池末俊一, 田村一美, 木原一禎, 松浦正巳, 太田 真, 杉 泰

広： ツイン型浮防波堤の波浪透過特性に関する実験と計算, 

海岸工学論文集, 50, 666-670, (2003). 

池末俊一, 熊本直樹, 木原一禎, 杉 泰広, 高山知司, 池上慎

司： 3次元傾斜型透過堤の海水交換性能に関する実験と計

算, 海岸工学論文集, 50, 671-675, (2003). 

 



北野正夫, 殿最浩司, 真期俊行, 佐藤広章, 高山知司： 御坊沖

における方向スペクトルの特性と港内静穏度に与える影響, 

土木学会論文集, No. 733 / II-63, 119-130, (2003). 

Kim, T., Takayama, T.:  Computational Improvement for Expected 

Sliding Distance of a Caisson–Type Breakwater by Introduction of 

a Doubly–Truncated Normal Distribution,  Coastal Engineering 

Journal, 45(3), 387-419, (2003). 

Kim, T., Takayama, T.:  A proposal for effective consideration of 

uncertain factors for reliability-based design of caisson-type 

breakwaters,  Coastal Structures 2003, 305-316, (2003). 

間瀬 肇, 宮平 彰, 桜井秀忠, 井上雅夫： 汀線近傍の護岸へ

の不規則波の打上げに関する研究ー算定打上げ高と不規則

波の代表打上げ高の関係ー, 土木学会論文集, No. 726 / II-62, 

99-107, (2003). 

永井紀彦, 平石哲也, 服部昌樹, 安田誠宏, 高山俊裕： オンサ

イト越波計の開発と現地適用性, 海岸工学論文集, 50, 

626-630, (2003). 

中平順一, 吉田武司, 高山知司, 間瀬 肇： 高潮・高波の簡易

予測システムの構築とその運用, 海岸工学論文集, 50, 

201-205, (2003). 

Ozbahceci,  ., Takayama, T., Mase, H.:  Wave grouping and 

spectral shape effects on the stability of rubble mound breakwater,  

Coastal Structures 2003, 113-125, (2003). 

佐々真志, 高山知司, 水谷雅裕, 辻尾大樹： 実海域における海

底砂質地盤の残留間隙水圧の発生と消散過程, 海岸工学論

文集, 50, 846-850, (2003). 

Sayama, T., Takara, K., Tachikawa, Y.:  Reliability evaluation of 

rainfall-sediment-runoff models, IAHS, Publcation, 279, 131-141, 

(2003). 

佐山敬洋, 寶 馨： 斜面侵食を対象とする分布型土砂流出モ

デル, 土木学会論文集, No. 726 / II-62, 1-9, (2003). 

Shrestha, R., Tachikawa, Y., Takara, K.:  A new method to define 

flow direction using grid digital elevation models, Annual of 

Hydraulic Engineering, JSCE, 47, 241-246, (2003). 

Shrestha, R., Tachikawa, Y., Takara, K.:  Model behavior of 

distributed hydrological modeling with different forcing data 

resolutions, IAHS, Publcation, 282, 169-176, (2003). 

Tachikawa, Y., Komatsu, Y., Takara, K., Shiiba, M.:  Stochastic 

modeling of error structure of real-time predicted rainfall and 

rainfall field Generation, IAHS, Publcation, 282, 66-73, (2003). 

立川康人, 太田裕司, 寶 馨： 立地均衡モデルを用いた淀川

下流域における治水事業評価に関する考察, 河川技術論文

集, 9, 317-322, (2003). 

立川康人, 日和佐真丈, 寶 馨： ランダムカスケードモデル

と降雨標高依存直線を用いた降雨空間分布の模擬発生, 水

工学論文集, 47, 127-132, (2003). 

高山知司, 木村雄一郎： 渤海湾内の波浪に関する簡易推算法

の精度, 海洋開発論文集, 19, 899-904, (2003). 

高山知司, 高橋英紀, 北野正夫, 永井紀彦： 多峰型方向スペク

トルの発生特性とそのときの気象配置, 土木学会論文集, 

No. 726 / II-62, 73-85, (2003). 

戸田圭一, 徳永智宏, 井上和也： 親水河川の出水時の危険度

解析, 自然災害科学, 22(3), 285-297, (2003). 

殿最浩司, 高山知司, 井上雅夫, 田中克彦： 越波流量の推定誤

差を考慮した護岸の機能設計法について、海岸工学論文集, 

海岸工学論文集, 50, 771-775, (2003). 

Tsutsumi, D., Kosugi, K., Mizuyama, T.:  Effect of Hydrotropism 

on Root System Development in Soybean (Glycine max): Growth 

Experiments and a Model Simulation , Journal of Plant Growth 

Regulation, 21, 441-458, (2003). 

Tsutsumi, D., Kosugi, K., Mizuyama, T.:  Root System 

Development and Water Extraction Model Considering 

Hydrotropism, Soil Science Society of America Journal, 67, 

387-401, (2003). 

津田宗男, 高山知司, 高橋重雄： 被災事例に基づく衝撃波力

に対するケーソン部材の設計上の留意点, 海洋開発論文集, 

19, 523-528, (2003). 

安田誠宏, 平石哲也, 稲垣茂樹： 臨海部の津波氾濫に関する

模型実験, 海岸工学論文集, 50, 271-275, (2003). 

安田誠宏, 平石哲也, 永瀬恭一, 島田昌也： 流体直接解析法に

よる臨海部の浸水リスク解析, 海岸工学論文集, 50, 301-305, 

(2003). 

吉岡 洋, 村山英俊, 高山知司, 芹澤重厚： 風による副振動の

励起, 海洋開発論文集, 19, 893-898, (2003). 

吉岡 洋, 松本昌幸, 芹澤重厚, 高山知司： 超音波反射強度か

ら求めた砕波に伴う気泡連行特性, 海岸工学論文集, 50, 

116-120, (2003). 

Chiang, S., Tachikawa, Y., Takara, K.:  Rainfall-runoff simulation 

by using distributed instantaneous unit hydrograph derived from 

applying flow accumulation value of DEM, Annual of Hydraulic 

Engineering, JSCE, 48, 1-6, (2004). 

江崎慶治, 高山知司, 金 泰民, 荒居祐基： ケーソンのフーチ

ングに作用する抑圧力および揚圧力の検討, 海洋開発論文

集, 20, 73-78, (2004). 

Hedges, T., Mase, H.:  Modified Hunt's equation incorporating 

wave setup, Jour. Waterway, Port, Coastal, and Ocean Eng., ASCE, 

130(3), 109-113, (2004). 

川池健司, 井上和也, 戸田圭一, 野口正人： 低平地河川流域で

の豪雨による都市氾濫解析, 土木学会論文集, No. 761/II-67, 

57-68, (2004). 

Kawaike, K., Inoue, K., Toda, K., Noguchi, M.:  Inundation Flow 

Analysis due to Heavy Rainfall in Low-lying River Basin, Journal 

of Hydroscience and Hydraulic Engineering, 22(1), 1-14, (2004). 

Kim, T., Takayama, T.:  Effect of Caisson Tilting on Sliding 

Distance of a Caisson, 海洋開発論文集, 20, 89-94, (2004). 

小杉賢一朗, 堤 大三, 水山高久, 長谷川秀三： 斜面土壌水分

空間分布計測のための土壌水分計付貫入計の開発, 砂防学

会誌, 57(3), 3-13, (2004). 

Mase, H., Miyahira, A., Hedges, T.:  Random wave runup on 

seawalls near shorelines with and without artificial reefs, Coastal 

Eng. Jour., JSCE, 46(3), 247-268, (2004). 

Nawarathna, B., Kazama, S., Sawamoto, M., Takara, K.:  Method 

to delineate blocks in BTOPMC model for large scale watersheds, 

Annual of Hydraulic Engineering, JSCE, 48, 61-66, (2004). 

Pradhan, N., Tachikawa, Y., Takara, K.:  A scale invariance model 

for spatial downscaling on topographic index in TOPMODEL, 

Annual of Hydraulic Engineering, JSCE, 48, 109-114, (2004). 

Shrestha, R., Tachikawa, Y., Takara, K.:  Spectral analysis of spatial 

rainfall field to investigate uncertainty in Hydrological modeling, 

Annual of Hydraulic Engineering, JSCE, 48, 121-126, (2004). 



Shrestha, R., Takara, K., Tachikawa, Y., Jha, R.:  Water Resources 

Assessment in Poorly Gauged Mountainous Catchment using GIS 

and remote Sensing, Hydrological Processes, 18, 3061-3079, 

(2004). 

Shrestha, R., Tachikawa, Y., Takara, K.:  Performance analysis of 

different meteorological data and resolutions using MaScOD 

hydrological model, Hydrological Processes, 18, 3169-3187, 

(2004). 

立川康人, 永谷言, 寶 馨： 飽和不飽和流れの機構を導入し

た流量流積関係式の開発, 水工学論文集, 48, 7-12, (2004). 

立川康人, 小松良光, 椎葉充晴, 寶 馨： 移流モデルによる予

測降雨場の誤差構造のモデル化 と降雨場の模擬発生, 土

木学会論文集, No. 754 / II-66, 9-18, (2004). 

寶 馨： 世界の水問題の動向と研究展望, 土木学会論文集, 

No. 761 / II-67, 1-18, (2004). 

高山知司, 東良宏二郎, 金 泰民, ： 個別要素法を用いた混成

堤野挙動計算, 海岸工学論文集, 51, 756-760, (2004). 

高山知司, 佐々真志, 水谷雅裕, 辻尾大樹, 谷口昇太郎： 防波

堤マウンド下における残留間隙水圧の応答に関する現地観

測, 海岸工学論文集, 51, 821-825, (2004). 

高山知司, 雨森洋司, 金 泰民, 間瀬 肇, 姜 閏求, 河合弘

泰： 台風 0314 号による釜山沿岸の高潮・高波災害, 海岸

工学論文集, 51, 1371-1375, (2004). 

Toda, K., Kuriyama, K., Oyagi, R., Inoue, K.:  Inundation Analysis 

of Complicated Underground Space, Journal of Hydroscience and 

Hydraulic Engineering, 22(2), 47-58, (2004). 

Tsutsumi, D., Kosugi, K., Mizuyama, T.:  Three-dimensional 

modeling of hydrotropism effects on plant root architecture along 

a hillslope, Vadose Zone Journal , 3, 1017-1030, (2004). 

堤 大三, Sidle, Roy C., 藤田正治, 水山高久： パイプ流存在下

での斜面の安定性に関する数値実験, 水工学論文集, 48, 

337-342, (2004). 

安田誠宏, 平石哲也, 永瀬恭一, 組田良則： 地震津波による臨

海部の浸水危険度Web表示システムの開発, 海洋開発論文

集, 20, 27-32, (2004). 

安田誠宏, 平石哲也, 河合弘泰, 永瀬恭一： 韓国南部馬山市に

おける高潮浸水被害現地調査と地下浸水解析, 海岸工学論

文集, 51, 1366-1370, (2004). 

吉岡 洋, 古倉嵩志, 高山知司, 芹澤重厚： 副振動に及ぼす波

向きの影響, 海洋開発論文集, 20, 797-802, (2004). 

Chiang, S., Tachikawa, Y., Takara, K.:  An approach to uncertainty 

identification in hydrological modeling, Annual of Hydraulic 

Engineering, JSCE, 49, 211-216, (2005). 

藤田正治, 水山高久： 生成項を考慮した浮遊砂拡散方程式と

その適用, 砂防学会誌, 57(6), 3-12, (2005). 

Kim, S., Tachikawa, Y., Takara, K.:  Real-time prediction algorithm 

with a distributed hydrological model with Kalman filter, Annual 

of Hydraulic Engineering, JSCE, 49, 163-168, (2005). 

大石哲, 佐山敬洋, 中川 一, 里深好文, 武藤康則, Sisinggih, 

Dian, 砂田憲吾： 雨滴粒径分布を考慮した雨滴衝撃エネル

ギー算出方法の開発と局所的土砂生産量との関係に関する

研究, 水工学論文集, 49, 1087-1092, (2005). 

Pradhan, N., Tachikawa, Y., Takara, K.:  Development of a 

transferable hydrologic modeling in topmodel framework across 

scale and region, Annual of Hydraulic Engineering, JSCE, 49, 

217-222, (2005). 

Shrestha, R., Tachikawa, Y., Takara, K.:  Multiplicative random 

cascade hsa method for high resolution rainfall field modeling, 

Annual of Hydraulic Engineering, JSCE, 49, 253-258, (2005). 

 

 (A2)  (A2)  (A2)  (A2) 一般査読論文一般査読論文一般査読論文一般査読論文    

Fujita, M., Sawada, T., Mizuyama, T.:   Monitoring of Sediment 

Movement in a Small Mountain Watershed, Congress Publication, 

INTERVRAEVENT 2002 in the Pacific Rim, 33-40, (2002). 

Kawaike, K., Inoue, K., Toda, K., Sagara, R.:  Inundation Analysis 

by Heavy Rainfall in Low-lying River Basin, Hydraulic 

Information Management, 223-232, (2002). 

Kinoshita, A., Mizuyama, T.,  Fujita, M., Sawada, T.:  The Impact 

on Fish of Sediment Flushing from a Sabo Dam, Congress 

Publication, INTERVRAEVENT 2002 in the Pacific Rim, 

927-934, (2002). 

北野利一, 間瀬 肇, 喜岡 渉, 矢野陽一郎： 一般化パレート

分布による極値波浪解析ー拡張形状母数の推定ー, 海岸工

学論文集, 49, 161-165, (2002). 

沖 和也, 村上啓介, 間瀬 肇： 小水深人工リーフ天端上を

通過する波の変形ー数値計算モデルの検証ー, 海岸工学論

文集, 49, 41-45, (2002). 

Ozbahceci, B., Takayama, T., Mase, H.:  Occurrence probability of 

wave grouping for different shapes of wave energy spectra, Proc. 

12th Int. Offshore and Polar Eng. Conf., 37-42, (2002). 

高橋 保, 中川 一, 里深好文, 川池健司： 砂防施設の効果の

評価に関する研究, 水工学論文集, 46, 200-205, (2002). 

高橋 保, 中川 一, 里深好文, 王 浩民： 立体格子型砂防ダ

ムによる土石流調節のシミュレーション, 水工学論文集, 46, 

689-694, (2002). 

高橋 保, 中川 一, 里深好文： 貯水池逆流システムによる

フラッシング排砂, 水工学論文集, 46, 785-790, (2002). 

Toda, K., Inoue, K.:  Characteristics of Recent Urban Flood in 

Japan and Countermeasures against Them, Flood Defense'2002, 

1365-1371, (2002). 

Toda, K., Inoue, K., Tokunaga, T., Kawaike, K.:  Flood Hazard 

Analysis in River Recreation Site due to Heavy Rainfall, 

Hydraulic Information Management, 143-152, (2002). 

由比政年, 小橋公夫, 間瀬 肇, 石田 啓： 水路合流部におけ

る孤立波の衝突に関する実験および数値解析, 海岸工学論

文集, 49, 16-20, (2002). 

Fujita, M., Kinoshita, A., Sawada, T., Mizuyama, T.:  A Method for 

Evaluating the Influence on Fish of Sediment Flushing from Sabo 

Dams, International Symposium on Disaster Mitigation and 

Basin-Wide Water Management , 3.1B_06, (2003). 

藤田正治, 澤田豊明, 水山高久： 山地流域における濁度変化

と土砂動態, 水工学論文集, 47, 739-745, (2003). 

Ishigaki,T., Inoue,K., Toda,K.:  Hudraulic Model Tests of 

Inundation in Urban Area with Underground Space, Proc. of 30th 

IAHR Congress, 487-493, (2003). 

川池健司, 井上和也, 戸田圭一, 野口正人： 寝屋川流域を対象

とした氾濫解析モデルの高度化, 水工学論文集, 47, 919-924, 

(2003). 

木下篤彦, 藤田正治, 水山高久, 澤田豊明： 排砂に伴う濁水に

よるイワナヘの影響評価法, 水工学論文集, 47, 1129-1135, 

(2003). 



北野利一, 二宮太一, 喜岡渉, 間瀬 肇： 有義波高の統計的変

動性--波別解析法に自由度を導入した理論解, 海岸工学論

文集, 50, 161-165, (2003). 

Kojima, T., Takara, K.:  A grid-cell based distributed flood runoff 

model and its performance, IAHS, Publcation, 282, 234-240, 

(2003). 

間瀬 肇, Hedges, T. S., Shareef, M., 永橋俊二： 波の打上げを

考慮した傾斜護岸に対する越波流量算定法に関する研究, 

海岸工学論文集, 50, 636-640, (2003). 

間瀬 肇： 設計波の算定についてー浅海波浪変形予測の理論

と数値解析法ー, 海洋開発論文集, 19, 59-63, (2003). 

中川 一, 戸田圭一, 牛山素行, 武藤裕則, 戸床文彦： 2001

年 7 月台湾で発生した豪雨の特徴と土砂災害, 水工学論文

集, 47, 595-600, (2003). 

中嶋光浩, 由比政年, 間瀬 肇, 石田 啓： 複合防護施設周辺

の複雑波浪場に対する高精度数値予測モデルの構築, 海岸

工学論文集, 50, 51-55, (2003). 

戸田圭一, 栗山健作, 大八木亮, 井上和也： 複雑な地下空間に

おける浸水解析, 水工学論文集, 47, 877-882, (2003). 

Toda, K., Inoue, K., Oyagi, R., Kuriyama, K.:  Iundation Analysis 

of Complicated Underground Space with Subway, Proc. 

International Symposium on Disaster Mitigation and Basin-wide 

Water Management, 668-674, (2003). 

日浦啓全, 海堀正博, 末峯 章, 里深好文, 堤 大三： 2004年台

風 10 号豪雨による徳島県木沢村と上那賀町における土砂

災害緊急調査報告(速報). , 砂防学会誌, 57(4), 39-47, (2004). 

間瀬 肇, 由比政年, 雨森洋司, 高山知司： 波・流れ共存場に

おける砕波および回折効果を考慮した位相平均波浪変形予

測モデルの構築, 海岸工学論文集, 51, 6-10, (2004). 

中川吉人, 戸田圭一, 錦織俊之, 井上和也： 都市域における小

規模貯留施設の氾濫抑制効果, 河川技術論文集, 10, 25-30, 

(2004). 

相良亮輔, 錦織俊之, 井上和也, 戸田圭一： 枝線下水道を考慮

した市街地氾濫解析, 水工学論文集, 48, 589-594, (2004). 

Thang, N., Inoue, K., Toda, K.:  Inundation Analysis Based on 

Unstructured Meshes for the Hanoi Central Area , Annual Journal 

of Hydraulic Engineering, 48, 601-606, (2004). 

戸田圭一, 井上和也, 大八木亮, 中井勉, 竹村典久： 複雑な地

下空間の浸水実験, 水工学論文集, 48, 583-588, (2004). 

Toda, K., Inoue, K., Nakai, T., Oyagi, R.:  Hudraulic Model Test of 

Inundation Water Intrusion in Underground Space, Proc.of 14th 

Congress of APD,IAHR, 1403-1409, (2004). 

Yasuda, T., Hiraishi, T.:  Experimental Study of Tsunami Inundation 

in Coastal Urban Area, Proceedings of the 31st International 

Offshore and Polar Engineering Conference, 412-1-412-7, (2004). 

藤田正治, 澤田豊明, 志田正雄, 伊藤元洋： 高原川流域におけ

る土砂生産特性, 水工学論文集, 49, 1075-1080, (2005). 

小松利光, 田中仁, 戸田圭一, 清水康行, 藤田正治, 石野和男, 

風間総, 牛山素行, 勝濱良博, Herath,S., Nawarathna,B.： 2003

年 5 月スリランカ南西部水害調査報告, 水工学論文集, 49, 

433-438, (2005). 

間畠真嗣, 戸田圭一, 大八木亮, 井上和也： 都市域の地上・地

下空間を統合した浸水解析, 水工学論文集, 49, 601-606, 

(2005). 

 

 (A3)  (A3)  (A3)  (A3) アブストラクトアブストラクトアブストラクトアブストラクト査読論文査読論文査読論文査読論文    

Anderson, K., Tachikawa, Y., Takara, K.:  Development of a 

Hydrological model for predicting the effects of land use changes 

at Yasu River basin, Proc. of International Symp. on Comparative 

Regional Hydrology and Mission for IHP Phase VI of UNESCO, 

Kuala Lumpur, Oct. 2002, 35-44, (2002). 

Kitano, T., Mase, H., Kioka, W.:  Time domain decomposition of 

incident and reflected waves, Proc. 28th Int. Conf. Coastal Eng., 

ASCE, 1697-1708, (2002). 

Kojima, T., Takara, K., Tachikawa, Y.:  A distributed runoff model 

for flood prediction in ungaged basin, Proc. Kick-off Workshop of 

the IAHS decade on prediction in ungaged basins, Nov. 2002, 

Brasilia, (2002). 

Kojima, T., Takara, K., Tachikawa, Y.:  Comparison of three flood 

runoff models in the Shonai River baisn, Japan, Proc. of 

International Symp. on Comparative Regional Hydrology and 

Mission for IHP Phase VI of UNESCO, Kuala Lumpur, Oct. 2002, 

10-24, (2002). 

Mase, H., Kitano, T.:  Effect of missing large wave data on 

estimation accuracy of return wave heights, Proc. 28th Int. Conf. 

Coastal Eng., ASCE, 97-108, (2002). 

Mase, H.:  Hindcasting of waves due to typhoon in nearly closed 

bay, Proc. Solutions to Coastal Disasters, ASCE, 88-99, (2002). 

Mohd Sidek, L., Takara, K., Mohd Desa, M., Ghani, A.:  Evaluation 

of Infiltration Engineering and Storage Tank Systems For 

Improved Stormwater Management, International Conference on 

Urban Hydrology for the 21st Century, Kuala Lumpur, 14 – 16 

October 2002, 535-548, (2002). 

Oki, K., Mase, H., Sakai, T.:  Application of Boussinesq wave 

model to random wave transformation over non-uniform beach, 

Proc. 13th IAHR-APD Congress, 739-744, (2002). 

Shrestha, R., Tachikawa, Y., Takara, K.:  Selection of scale for 

distributed Hydrological modeling in ungauged basin, Proc. 

Kick-off Workshop of the IAHS decade on prediction in ungaged 

basins, Nov. 2002, Brasilia, (2002). 

Shrestha, R., Tachikawa, Y., Takara, K.:  IC ratio concept in 

distributed Hydrological modeling for optimal performance, Proc. 

of International Symp. on Comparative Regional Hydrology and 

Mission for IHP Phase VI of UNESCO, Kuala Lumpur, Oct. 2002, 

14-16, (2002). 

Tachikawa, Y., Shrestha, R., Takara, K.:  Effects of Forcing Data 

Resolution in Macro Scale River Discharge Simulation, Proc. of 

Annual of Korea Water Resources Association, Incheon, Korea, 

1179-1186, (2002). 

Tachikawa, Y., Shrestha, R., Takara, K.:  Flood predictioon for large 

scale catchnent with atmospheric model output, Proc. of 

International Symp. on Urban Hydrology for the 21th century, 

Kuala Lumpur, Oct. 2002, 368-380, (2002). 

Takahasi, T., Nakagawa, H., Satofuka, Y.:  Sediment Flushing from 

Reservoirs Using a Reverse Flow System, Intem. Symp. On 

Hydraulic and Hydrological Aspect of Reliability and Safety 

Assessment of Hydraulic Structures, (2002). 

Takahasi, T., Satofuka, Y.:  Variation of Riverbed Composed of 

Sediment Mixture with Wide Distribution, Proc. 13th IAHR-APD 

Congress, 234-239, (2002). 



Takahasi, T., Nakagawa, H., Satofuka, Y., Ha.:  Debris Flow Control 

by a Grid-Type Sabo Dam, Proc. 2nd intem. Symp. On Flood 

Defense, (2002). 

Takahasi, T.:  Types and Mechanics of Debris Flow, Proc. Intem. 

Symp. on Landslide Risk Mitigation and Protection of Cultural 

and Natural Heritage, Kyoto, 605-624, (2002). 

Takahasi, T.:  Metrological Conditions as Shallow Landslide 

Threshold, Proc. Intem. Symp. on Landslide Risk Mitigation and 

Protection of Cultural and Natural Heritage, Kyoto, 625-634, 

(2002). 

Takara, K., Sayama, T.:  A Physically-Based Rainfall Sediment 

Runoff Model in a Catchment Scale -Application to the Upper 

Brantas River Basin, Indonesia-, Proc. of Third International 

Conference on Water Resources and Environmental Research 

(ICWRER), Dresden, Germany, pp. 22 - 25 Jul., Vol. II, 257-261, 

(2002). 

Takara, K., Sayama, T., Nakayama, D., Tachikawa, Y.:  

Development of rainfall-sediment-runoff model in the upper 

Brantas River, Indonesia, Proc. of Third Workshop on Remote 

Sensing of Hydrological Processes and Applications, 121-130, 

(2002). 

Takara, K., Sayama, T.:  A physically-based rainfall-sediment- 

runoff model in a catchment scale -Application to the upper 

Brantas River basin, Indonesia-, Proceedings of Third 

International Conference on Water Resources and Environment 

Research (ICWRER2002), Dresden University of Technology, 

Dresden, Germany, vol. 2, 22-25 July 2002, (ed.) Gert H. Shumitz, 

257-261, (2002). 

Anderson, K., Tachikawa, Y., Takara, K.:  Land use changes and 

sustainable river basin management, Proc. of International 

Conference on Canaging Water Resources under Climatic 

Extreames and Natural Disasters, ed. K. Takara and T. Kojima, 

Sigatoka, Fiji, 27-28, Oct. 2003, IHP-VI Technical Documents in 

Hydrology, no. 2, Regional Steering Committee for Southeast Asis 

and the Pacific, UNESCO Jakarta Office, 151-162, (2003). 

Anderson, K., Tachikawa, Y., Takara, K.:  Urbanization effects on 

flood flows in Yasu River basin Japan, Proceeding of the 2nd 

World Wide Workshop of Young Environmental Scientists, 

Domaine de Cherioux Vitry Sur Seine France, 207-212, (2003). 

Anderson, K., Tachikawa, Y., Takara, K.:  The potential for use of 

ISBA land surface scheme in hydrological modeling, Proceedings 

of the first International Conference on Hydrology and Water 

Resources in Asia Pacific Region, Kyoto, Japan, 255-260, (2003). 

Griend, V., Tachikawa, Y., Takara, K.:  Analysis and modeling of 

typhoon driven floods in Japan using a conceptual modeling 

approach, Proc. of International Conference on Canaging Water 

Resources under Climatic Extreames and Natural Disasters, ed. K. 

Takara and T. Kojima, Sigatoka, Fiji, 27-28, Oct. 2003, IHP-VI 

Technical Documents in Hydrology, no. 2, Regional Steering 

Committee for Southeast Asis and the Pacific, UNESCO Jakarta 

Office, 249-255, (2003). 

Kim, T., Takayama, T.:  Effective Computation of Expected Sliding 

Distance using the Doubly -Truncated Normal Distribution and 

Laboratory Experiments on Sliding Distance and Tilting of 

Caisson,  Annual Conference of KSCE, 2003, 5059-5063, 

(2003). 

Kitano, T., Kioka, W., Mase, H.:  A new analysis method for 

extreme wave statistics by Poisson-GPD model, Proc. Asian and 

Pacific Coasts Conf., No.APAC034-, (2003). 

Kusakabe, S., Michiue, M., Hinokidani, O., Fujita, M.:  Numerical 

Simulation of Flow Pattern and Bed Variation on Widening Steep 

Slope Channels, XXX IAHR Congress, Theme D, 335-342, 

(2003). 

Mase, H., Takayama, T.:  Wave runups on a small-diameter pile - 

from field experience, Proc. Asian and Pacific Coasts Conf., 

No.APAC075-, (2003). 

Mase, H., Hedges, T.:  Random wave runup on shallow foreshore 

seawalls, Proc. Asian and Pacific Coasts Conf., No.APAC076-, 

(2003). 

Mizuyama, T., Fujita, M., Nonaka, M.:  Measurement of bed load 

with the use of hydrophones in mountain torrents, Erosion and 

Sediment Transport Measurement in Rivers, IAHS Publ.283, 

222-227, (2003). 

Mizuyama, T., Kimoto, A., Yasuda, Y., Tomomatsu, Y., Touhei, M., 

Fujita, M.:  Estimation of erosion and sediment outflow in the 

recent past, Erosion Prediction in Ungauged Basins, IAHS 

Publ.279, 68-76, (2003). 

Mohd Sidek, L., Wah, C., Takara, K., Ghani, A., Mohd Desa, M.:  

The Use of A Micro-Interactive Model for the Design and 

Simulation of Stormwater Drainage Systems Under Tropical 

Climate, Water & Drainage 2003 Conference: Managing our 

Water Resources – The Changing Value of Water, Kuala Lumpur, 

28 – 29 April 2003, (2003). 

Nakajima, M., Yuhi, M., Mase, H., Ishida, H.:  Improved 

Boussinesq model and its application to wave transformations 

over artificial reef on sloping beach, Proc. Coastal Structures 2003, 

ASCE, 837-849, (2003). 

Oki, K., Mase, H., Hedges, T.:  The ExEBEd model for 

multidirectional random waves, Proc. Asian and Pacific Coasts 

Conf., No.APAC030-, (2003). 

Ozbahceci, B., Takayama, T., Mase, H., Ergin, A.:   Wave grouping 

and spectral shape effects on the stability of rubble mound 

breakwaters, Coastal Structures 2003, ASCE, 113-125, (2003). 

Shrestha, R., Tachikawa, Y., Takara, K.:  Catchments responce of 

up-scale forcing data for distributed Hydrologic modeling input, 

Proc. of International Conference on Canaging Water Resources 

under Climatic Extreames and Natural Disasters, ed. K. Takara 

and T. Kojima, Sigatoka, Fiji, 27-28, Oct. 2003, IHP-VI Technical 

Documents in Hydrology, no. 2, Regional Steering Committee for 

Southeast Asis and the Pacific, UNESCO Jakarta Office, 65-71, 

(2003). 

Takara, K., Kojima, T.:  Managing Water Reources under Climatic 

Extremes and Natural Disasters (Eds.), Proc. of International 

Conference on Canaging Water Resources under Climatic 

Extreames and Natural Disasters, ed. K. Takara and T. Kojima, 

Sigatoka, Fiji, 27-28, Oct. 2003, IHP-VI Technical Documents in 

Hydrology, no. 2, Regional Steering Committee for Southeast Asis 

and the Pacific, UNESCO Jakarta Office, (2003). 

戸田圭一, 井上和也, 大八木亮, 栗山健作： 地下空間での浸水

とその解析法, 地下空間シンポジウム論文・報告集, 8, 

187-194, (2003). 



Chiang, S., Tachikawa, Y., Kojima, T., Takara, K.:  A new 

hydrologic response function physically derived from dem and 

remote sensing image, Proc. of the 2nd Asia Pacific Association of 

Hydrology and Water Resources (APHW) Conference, July 5-8, 

2004, Suntec Singapore International Convention Exhibition 

Centre, Singapore, 268-275, (2004). 

Kim, S., Tachikawa, Y., Takara, K.:  Embedding Kalman filter into 

a Distributed Hydrological Model, IHP papers presented at the 

International Conference on Water Sensitive Urban Design ‘Cities 

and Catchments’, Adelaide, Australia, 22 - 23 Nov. 2004, IHP-VI 

Technical Documents in Hydrology No.3, 52-64, (2004). 

Kim, T., Takayama, T.:  Improved Evaluation of the Expected 

Sliding Distance of a Caisson and Practical Parameters of 

Uncertain Factors,  Second International Conference on Asian 

and Pacific Coasts, 82-, (2004). 

Kojima, T., Takara, K.:  Identification of Flood Disaster Area Using 

Simulated High Resolution Image, Proc. of International 

Symposium on Monitoring, Prediction and Mitigation of Disasters 

by Satellite Remote Sensing (MPMD), Awaji, Hyogo, Japan, 19 - 

21 Jan. 2004, 61-69, (2004). 

児島利治, 立川康人, 寶 馨： 高分解能衛星画像を用いた斜

面崩壊地の同定における 季節変化の影響, 第4回水文過程

のリモートセンシングとその応用に関するワークショップ 

論文集, 35-44, (2004). 

Mohd Sidek, L., Takara, K., Zakaria, N., Ghani, A., Abdullah, R.:  A 

Life Cycle Costs (LCC) Assessment of Sustainable Urban 

Drainage System Facilities, 1st International Conference on 

Managing Rivers in 21st Century: Issues and Challenges, 

(Rivers’04), Pulau Pinang, Malaysia, pp. 329 – 343, 21st – 23rd 

September 2004, 329-343, (2004). 

Mohd Sidek, L., Takara, K., Zakaria, N., Ghani, A., Abdullah, R.:  

An Assessment of Stormwater Management Practices Using 

MSMA Manual in Malaysia. 1st International Conference on 

Managing Rivers in 21st Century, 1st International Conference on 

Managing Rivers in 21st Century: Issues and Challenges, 

(Rivers’04), Pulau Pinang, Malaysia, pp. 329 – 343, 21st – 23rd 

September 2004, 479-495, (2004). 

Nawarathna, B., Tachikawa, Y., Takara, K.:  Selection of suitable 

hydrological response unit for large/small scale hydrologic 

modeling, Proc. of Sustainable Water Resource Management in 

Changing Environment, 348-354, (2004). 

Nawarathna, B., Tachikawa, Y., Takara, K.:  Development of 

composite algorithms to create rainfall mosaics using 3-D weather 

radar during a typhoon event, Proc. of the 3rd Seminar on the 

Technology of Disaster Management on Urban Flood, 

Korea-Japan Joint Seminar on Urban Flood Disaster, Korea Univ., 

August 25, 2004, 281-287, (2004). 

Oki, K., Mase, H., Hedges, T.:  Energy balance equation model 

with diffraction effect for random waves, Proc. 29th Int. Conf. 

Coastal Eng., ASCE, 881-893, (2004). 

Ozbahceci, B., Takayama, T., Mase, H.:  Effect of extreme waves in 

an irregular wave train on the stability of rubble mound 

breakwaters, Proc. 29th Int. Conf. Coastal Eng., ASCE, 3727-3739, 

(2004). 

 

Pradhan, N., Tachikawa, Y., Takara, K.:  Scaling of Topographic 

Index Distribution for Transferable Hydrologic Model 

Development in TOPMODEL Formulation, IHP papers presented 

at the International Conference on Water Sensitive Urban Design 

‘Cities and Catchments’, Adelaide, Australia, 22 - 23 Nov. 2004, 

IHP-VI Technical Documents in Hydrology No.3, 91-97, (2004). 

Pradhan, N., Tachikawa, Y., Takara, K.:  Transferable hydrologic 

model development, part 2: Scale adjustment of topographic index 

and scale invariant topmodel, Proc. of Sustainable Water Resource 

Management in Changing Environment, 348-354, (2004). 

Pradhan, N., Tachikawa, Y., Takara, K.:  Scale Invariant 

TOPMODEL for the Solution of DEM Resolution Effects and 

Parameter Inconsistency in hydrological Modeling, Proc. of the 

2nd Asia Pacific Association of Hydrology and Water Resources 

(APHW) Conference, July 5-8, 2004, Suntec Singapore 

International Convention Exhibition Centre, Singapore, 641-648, 

(2004). 

Sayama, T., Tachikawa, Y., Takara, K.:  Dam Effects on Flood 

Attenuation: Assessment with a Distributed Rainfall-Runoff 

Prediction System, IHP papers presented at the International 

Conference on Water Sensitive Urban Design ‘Cities and 

Catchments’, Adelaide, Australia, 22 - 23 Nov. 2004, IHP-VI 

Technical Documents in Hydrology No.3, 98-108, (2004). 

Sayama, T., Takara, K., Tachikawa, Y., .:  Application of Remotely 

Sensed Data to Sediment Load Estimation by a Distributed 

Rainfall-Sediment-Runoff Catchment Model, Proc. of 

International Symposium on Monitoring, Prediction and 

Mitigation of Disasters by Satellite Remote Sensing (MPMD), 

Awaji, Hyogo, Japan, 19 - 21 Jan. 2004, 39-45, (2004). 

Shrestha, R., Kojima, T., Tachikawa, Y., Takara, K.:  Performance 

accessment of multi tmporal MODIS/TERRA vegetation indices 

with field vegetation condition in Asian Mountaneous regions, 

Proc. of 4th Workshop on Remote Sensing of Hydrological 

Processes & Applications, Gifu, Japan Dec. 17, 21-26, (2004). 

Shrestha, R., Kojima, T.:  Analysis of Temporal Vegetation Activity 

Using MODIS/TERRA Vegetation Indexes in Asian Mountainous 

Region, Monitoring, Proc. of International Symposium on 

Monitoring, Prediction and Mitigation of Disasters by Satellite 

Remote Sensing (MPMD), Awaji, Hyogo, Japan, 19 - 21 Jan. 

2004, 85-92, (2004). 

Tachikawa, Y.:  Transferable hydrologic model development, part 1: 

A study for the size of catchment topographic representation and 

model-building unit, Proc. of Sustainable Water Resource 

Management in Changing Environment, 372-377, (2004). 

Tachikawa, Y., Sayama, T., Takara, K.:  Physically based 

rainfall-runoff modeling and its role for flood disaster 

prevention/reduction, Proc. of the 3rd Seminar on the Technology 

of Disaster Management on Urban Flood, Korea-Japan Joint 

Seminar on Urban Flood Disaster, Korea Univ., August 25, 2004, 

217-238, (2004). 

Tachikawa, Y., Kojima, T., Takara, K.:  Flood Runoff Modeling and 

Prediction in Japan, Trends in Fundamental Tactics and Sterategies 

if Central and Local Governments in Fire and Disaster Prevention 

in light of recent disasters in Gangwon Province, Samcheok 

National University, 249-260, (2004). 



Takara, K.:  Current Situation and Problems in Application of 

Remote Sensing to Disaster Monitoring, Proc. of International 

Symposium on Monitoring, Prediction and Mitigation of Disasters 

by Satellite Remote Sensing (MPMD), Awaji, Hyogo, Japan, 19 - 

21 Jan. 2004, 185-199, (2004). 

Takara, K.:  Lessons from recent flood disasters in Japan, Proc. of 

the 3rd Seminar on the Technology of Disaster Management on 

Urban Flood, Korea-Japan Joint Seminar on Urban Flood Disaster, 

Korea Univ., August 25, 2004, 23-32, (2004). 

Takara, K.:  Disaster Prevention Research in Japan and in Kyoto 

University, Trends in Fundamental Tactics and Sterategies if 

Central and Local Governments in Fire and Disaster Prevention in 

light of recent disasters in Gangwon Province, Samcheok National 

University, 117-154, (2004). 

戸田圭一, 井上和也, 中井勉, 大八木亮： 多層化した地下空間

の浸水実験, 地下空間シンポジウム論文・報告集, 9, 149-156, 

(2004). 

Ya., Hiwasa, M., Takara, K.:  Spatial rainfall field simulation with 

random cascade introducing orographic effects on rainfall, Proc. of 

the 2nd Asia Pacific Association of Hydrology and Water 

Resources (APHW) Conference, July 5-8, 2004, Suntec 

Singapore International Convention Exhibition Centre, Singapore, 

617-624, (2004). 

Yuhi, M., Mase, H., Ishida, H.:  Interaction and deformation of 

solitary waves around channel junction, Proc. 29th Int. Conf. 

Coastal Eng., ASCE, (2004). 

Chiang, S., Tachikawa, Y., Takara, K.:  Prediction uncertainty 

identification in hydrologic modeling: a methodology for 

uncertainty recognition and quantification, Proc. of Monitoring, 

Prediction and Mitigation of Water-Related Disasters 

(MPMD2005), 12-15 Jan. 2005, 281-286, (2005). 

Dayong, S., Takara, K., Tachikawa, Y.:  GIS-based Simulation of 

Soft Geo-objects, Proc. of Monitoring, Prediction and Mitigation 

of Water-Related Disasters (MPMD2005), 12-15 Jan. 2005, 53-58, 

(2005). 

Kim, S., Tachikawa, Y., Takara, K.:  New Methods for Applying 

Kalman Filter Concept into a Distributed Hydrological Model, 

Proc. of Monitoring, Prediction and Mitigation of Water-Related 

Disasters (MPMD2005), 12-15 Jan. 2005, 245-250, (2005). 

Mohd Sidek, L., Takara, K., Ghani, A., Mohd Desa, M.:  

Bio-Ecological Drainage Systems (BIOECODS) for Effective 

Stormwater Control in the Tropics, Proc. of Monitoring, Prediction 

and Mitigation of Water-Related Disasters (MPMD2005), 12-15 

Jan. 2005, 625-632, (2005). 

Nakagawa, H., Satofuka, Y., Muto, Y., Oishi, S., Sayama, T., Takara, 

K.:  On sediment yield and transport in the Lesti River Basin, a 

tributary of the Brantas River, Indonesia - Experiences from field 

observations and remotely sensed data -, Proc. of International 

Symposium on Fluvial and Coastal Disasters, -Coping with 

Extreme Events and Regional Diversity-, Kyoto, Japan, 1 - 2 

December 2005, (2005). 

大八木亮, 間畠真嗣, 戸田圭一, 井上和也： 京都市域の地下空

間の浸水解析, 地下空間シンポジウム論文・報告集, 10, 

141-146, (2005). 

 

大八木亮, 間畠真嗣, 戸田圭一, 谷美智成： 洪水氾濫時の地下

階段部の危険性に関する実験的研究, 地下空間シンポジウ

ム論文・報告集, 10, 147-154, (2005). 

Pradhan, N., Tachikawa, Y., Takara, K.:  Scale Issues in 

Hydrological Geomorphology and Developing Scale Invariance in 

Surface Flow Hydrology, Proc. of Monitoring, Prediction and 

Mitigation of Water-Related Disasters (MPMD2005), 12-15 Jan. 

2005, 91-96, (2005). 

Sayama, T., Tachikawa, Y., Takara, K.:  Assessment of dam flood 

control using a distributed rainfall-runoff prediction system, Proc. 

of Monitoring, Prediction and Mitigation of Water-Related 

Disasters (MPMD2005), 12-15 Jan. 2005, 59-64, (2005). 

Shrestha, R., Tachikawa, Y., Takara, K.:  DEM Based 

Multi-Directional Flow Path Mapping Using the Raft Method, 

Proc. of Monitoring, Prediction and Mitigation of Water-Related 

Disasters (MPMD2005), 12-15 Jan. 2005, 85-90, (2005). 

Toda, K., Inoue, K., Nishikori, T., Nakagawa, Y.:  Inundation 

Analysis by Heavy Rainfall in Urban Area Considering Branch 

Sewer Effect, International Conference on Monitoring,Prediction 

and Mitigation of Water Related Disasters, 137-142, (2005). 

Pradhan, N., Tachikawa, Y., Takara, K.:  Transferring scale 

independent hydrological relationships for the prediction of 

ungauged basins, FMS2, . 

 

 (B) (B) (B) (B)    解説解説解説解説・・・・総説総説総説総説    

Ibbitt, R., Takara, K., Desa, M., Pawitan, H.:  Catalogue of Rivers 

for Southeast Asia and the Pacific Vol. 4, The UNESCO-IHP 

Regional Steering Committee for Southeast Asia and the Pacific, 

2002, (2002). 

Tachikawa, Y., James, R., Abdullah, K., Desa, M.:  Catalogue of 

Rivers for Southeast Asia and the Pacific vol. 5, The 

UNESCO-IHP Regional Steering Committee for Southeast Asia 

and the Pacific, 2002, (2004). 

立川康人： 流域水循環の数値モデルの発展と今後の展開, 電

力土木, 311, 3-8, (2004). 

 

 (C)  (C)  (C)  (C) 著書著書著書著書    

立川康人： 水理公式集例題プログラム集, 第1編例題1-9, 水

理公式集例題プログラム集, 土木学会、丸善(株), (2002). 

立川康人： 防災学辞典, , (2002). 

寶 馨： 水理公式集例題プログラム集, 第1編例題1-1, 2, 水

理公式集例題プログラム集, 土木学会、丸善(株), (2002). 

Tachikawa, Y., Shiiba, M., Takasao, T.:  Development of a basin 

geomorphic information system using a TIN-DEM data structure, 

Chapter 3 in GIS for water resources and watershed management, 

ed. John G. Lyon, 25-37, (2003). 

寶 馨： 流域全体から「緑のダム」の治水効果を見る, 緑の

ダム, 蔵治光一郎・保屋野初子編, 築地書館, 78-103, (2004). 

 

 (D)  (D)  (D)  (D) 紀要紀要紀要紀要・・・・報告書報告書報告書報告書    

Anderson, K., Tachikawa, Y., Takara, K.:  Groundwater Modelling 

Coupled with SVAT Model and its Application to the Yasu River 

Basin, Annuals of Disaster Prevention Research Institute, Kyoto 

Univ., 45B-2, 163-172, (2002). 



井上和也, 戸田圭一, 川池健司, 栗山健作, 大八木亮： 地下空

間における浸水過程の解析について, 京都大学防災研究所

年報, 45B, 173-184, (2002). 

西岡昌秋, 寶 馨： 季節性を持つ水文時系列に基づく PDS 

法と AMS 法の比較, 京都大学防災研究所年報, 45B-2, 

149-162, (2002). 

立川康人： 移流モデルによる予測降雨場の誤差構造のモデル

化と降雨場の発生, 京都大学防災研究所年報, 45B-2, 

101-111, (2002). 

戸田圭一, 井上和也, 徳永智宏, 川池健司： 賀茂川親水域の豪

雨による危険性について, 京都大学防災研究所年報45, 45B, 

185-196, (2002). 

Anderson, K., Tachikawa, Y., Takara, K.:  Hydrological Effects of 

land use change in the Yasu River basin, Annuals of Disaster 

Prevention Research Institute, Kyoto Univ., 46B, 193-201, (2003). 

藤田正治, 澤田豊明, 水山高久： 山地小流域における土砂動

態のモニタリング手法, 京都大学防災研究所年報, 46B, 

213-224, (2003). 

井上和也, 戸田圭一, 中井勉, 竹村典久, 大八木亮： 地下空間

への浸水過程について, 京都大学防災研究所年報, 46B, 

263-273, (2003). 

Kim, T., Takayama, T.:  Improved Evaluation of Sliding Stability of 

a Caisson by Employment of a Doubly–Truncated Normal 

Distribution, 京都大学防災研究所年報, 46B, 287-301, (2003). 

児島利治, 入谷貴也, 立川康人, 寶 馨： 衛星画像を用いた

2002 年韓国洪水災害における 被災地の同定, 京都大学防

災研究所年報, 46B, 203-211, (2003). 

西岡昌秋, 寶 馨： Mann-Kendall 検定による水文時系列の傾

向変動, 京都大学防災研究所年報, 46B, 181-192, (2003). 

立川康人, 永谷言, 寶 馨： 分布型洪水流出モデルにおける

空間分布入力情報の有効性 の評価, 京都大学防災研究所

年報, 46B, 233-248, (2003). 

立川康人, 牛山素行, 寶 馨： 2002年台風 RUSA(15号)によ

る韓国豪雨災害, 平成14年度河川災害に関するシンポジウ

ム, 2003年3月, 土木学会, 東京, 11-22, (2003). 

寶 馨： 2002年台風RUSAによる韓国の豪雨洪水土砂災害, 

京都大学防災研究所年報, 46B, 73-80, (2003). 

戸田圭一： 2002 年夏のヨーロッパでの水害ーエルベ川流域

を中心としてー, 京都大学防災研究所年報 46, 46A, 81-87, 

(2003). 

安田誠宏, 平石哲也： 臨海都市部の津波氾濫に関する模型実

験, 港湾空港技術研究所報告, 42(3), 111-156, (2003). 

安田誠宏, 服部昌樹, 平石哲也, 平山克也, 永井紀彦, 小川英

明： 久里浜湾における越波被災の要因と特性 －ナウファ

スを用いた臨海部の越波災害予知法の構築－, 港湾空港技

術研究所報告, 42(2), 193-220, (2003). 

Chiang, S., Tachikawa, Y., Takara, K.:  A Physically-based 

Hydrologic Response Function Derived from DEMs and Remote 

Sensing Image, Annuals of Disaster Prevention Research Institute, 

Kyoto Univ., 47B, 227-234, (2004). 

藤田正治, 澤田豊明, 志田正雄, 伊藤元洋： 山地流域における

土砂生産 ―高原川流域における観測研究―, 京都大学防

災研究所年報, 47B, 143-150, (2004). 

Kim, S., Tachikawa, Y., Takara, K.:  Real-time Updating of State 

Variables in a Distributed Hydrological Model, Annuals of 

Disaster Prevention Research Institute, Kyoto Univ., 47B, 273-282, 

(2004). 

児島利治, 寶 馨, 増田亜未加： 高分解能補完画像を用いた

洪水被災地同定手法の開発, 京都大学防災研究所年報, 47B, 

203-210, (2004). 

Pradhan, N., Tachikawa, Y., Takara, K.:  Development of Scale 

Invariant Physically Based Hydrological Model: Scale Invariant 

TOPMODEL, Annuals of Disaster Prevention Research Institute, 

Kyoto Univ., 47B, 252-271, (2004). 

佐山敬洋, 立川康人, 寶 馨： ダム群流況制御を考慮した広

域分布型流出予測システムの開発, 京都大学防災研究所年

報, 47B, 211-226, (2004). 

Shrestha, R., Tachikawa, Y., Takara, K.:  Downscaling Spatial 

Rainfall Field from Global Scale to Local Scale Using Improved 

Multiplicative Random Cascade Method, Annuals of Disaster 

Prevention Research Institute, Kyoto Univ., 47B, 235-251, (2004). 

立川康人, 日和佐真丈, 寶 馨： 時空間分布を考慮した計画

降雨の生成に関する研究, 京都大学防災研究所年報, 47B, 

171-182, (2004). 

寶 馨, 立川康人, 児島利治, 可児良昭, 池淵周一： 降雨流出

に及ぼす山腹斜面の影響－いわゆる 「緑のダム」の洪水調

節効果の流域水文学的検討－, 京都大学防災研究所年報, 

47B, 171-182, (2004). 

高山知司, 雨森洋司, 金 泰民, 間瀬 肇, 姜 閏求, 河合弘

泰： 台風 0314 号（Maemi）による韓国の高潮・高波災害

の特徴, 京都大学防災研究所年報, 47A, 99-111, (2004). 

Takayama, T., Mase, H.:  Optimal Design Conditions for Storm 

Surge Barriers, 京都大学防災研究所年報, 47C, 39-44, (2004). 

Thang, N., Inoue, K., Toda, K., Kawaike, K.:  A Model for Flood 

Inundation Analysis in Urban Area, Annuals of DPRI, Kyoto 

Univ., 47B, 303-315, (2004). 

戸田圭一, 大八木亮, 井上和也, 間畠真嗣： 都市水害時の地下

空間の浸水過程について, 京都大学防災研究所年報, 47B, 

293-302, (2004). 

安田誠宏, 平石哲也： 臨海部の複層都市空間におけるMARS

法を用いた高精度な浸水解析, 港湾空港技術研究所報告, 

43(3), 3-35, (2004). 

 

 (E)  (E)  (E)  (E) 講義講義講義講義・・・・講演会講演会講演会講演会テキストテキストテキストテキスト    

Hiraishi, T., Hirayama, K., Yasuda, T., Miyahara, T., Tatsumi, D.:  

Numerical Harbor Wave Modeling based on NOWPHAS, 

Korea-Japan Joint Workshop on Coastal Wave Observation, 

(2002). 

寶 馨： 世界の水問題とその研究展望, 土木学会 2002 年度

（第38回）水工学に関する 夏期研修会講義集, A-8-1-A-8-11, 

(2002). 

高山知司： 高潮推算法の現状と今後の課題, 2002年度（38回）

水工学に関する夏期研修会講義集Bコース, pp.B-6-1-B-6-18, 

(2002). 

Takayama, T.:  Reliability of Numerical Simulation for Storm Surge 

and Optimal Design Conditions for Storm Surge Barriers, Coastal 

Hazards 2003, 17-26, (2003). 

安田誠宏： STREAM による臨海部市街地の高精度な浸水リ

スク解析, 第 13 回ユーザー事例発表会講演集, (2)-1-(2)-10, 

(2003). 



Tachikawa, Y.:  Catchment Hydrology, Preciptation and Water 

Resources, the textbook for twelfth IHP training course in 2002, 

(ed) E. Nakakita and H. Ueda, IHP, UNESCO, 147-170, (2004). 

戸田圭一： 都市水害とその予測, 京都大学防災研究所公開講

座, 15, 25-34, (2004). 

 

 (F)  (F)  (F)  (F) 新聞新聞新聞新聞・・・・雑誌記事雑誌記事雑誌記事雑誌記事    

 

 

 (G1)  (G1)  (G1)  (G1) 講演会講演会講演会講演会概要集概要集概要集概要集    

Toda, K., Inoue, K., Kawaike, K., Tokunaga, T.:  Flood Hazard 

Analysis by the Integrated River Basin Model, Proc.of 5th 

Taiwan-Japan Joint Seminaron NaturalHazardsMitigation, 

109-117, (2002). 

Yasuda, T., Hiraishi, T.:  Physical and Numerical Study on Tsunami 

Inundation in Urban Seafront, The 2nd Workshop on The 

Development of Integrated Disaster Reduction System on 

Compound Urban Floodings, 32-51, (2002). 

吉岡 洋, 高山知司, 大和剛, 林直樹： ADCPによる大阪湾底

質のまき上がり現象の長期観測, 日本沿岸域学会研究討論

会2002講演概要集, 40-43, (2002). 

Tsutsumi, D., Kosugi, K., Mizuyama, T.:  A Three Dimensional 

Root System Development Model Considering Hydrotropism, 

and Its Application to Actual Plant (Pinus massoniana) on a Slope, 

Abstract of Third International Symposium on Dynamics of 

Physiological Processes in Woody Roots, -, 166-166, (2003). 

Tsutsumi, D., Fujita, M., Sidle, R.:  Preferential flow through 

fractures in weathered bedrock and slope stability: Numerical 

modeling, Proceedings of Geohazard 2004 workshop, , -, 132-137, 

(2004). 

堤 大三, Sidle, Roy C., 小杉賢一朗： 斜面土層内におけるパ

イプ流のモデル化, 第 115 回日本林学会大会学術講演集, 

139-139, (2004). 

堤 大三, 藤田正治, 宮嵜俊彦： 人工斜面土層内における選

択流のモデル・シミュレーション, 平成16年度砂防学会研

究発表会概要集, 438-439, (2004). 

Yasuda, T., Hiraishi, T., Kawai, H., Nagase, K.:  Numerical Analysis 

of Storm Surge Inundation in Masan, Workshop on Waves and 

Storm Surges around Korean Peninsula, 75-79, (2004). 

宮嵜俊彦, 堤 大三, 藤田正治： パイプ構造をもつ人工斜面

の降雨流出特性と土層安定性, 平成16年度砂防学会研究発

表会概要集, 440-441, (2004). 

 

 (G2)  (G2)  (G2)  (G2) 学術誌学術誌学術誌学術誌（（（（査読無査読無査読無査読無しししし）））） 

 

    

    

    

    

    

    

10.710.710.710.7.5 .5 .5 .5 大気災害研究部門大気災害研究部門大気災害研究部門大気災害研究部門    

(A1) (A1) (A1) (A1) 完全査読論文完全査読論文完全査読論文完全査読論文    

荒木時彦, 河井宏允, 奥田泰雄： 自然風中の高層建築物模型

に作用する風圧力に関する研究, 日本建築学会大会梗概集, 

20002年B-1分冊, 177-, (2002). 

Inatsu, M., Mukougawa, H.:  Atmospheric response to zonal 

variations in mid-latitude SST: Transient and stationary eddies and 

their feedback, Abstracts for International Symposium on 

Stratospheric Variations and Climate, 77-78, (2002). 

稲津將, 向川 均, 謝尚平： 中緯度海面水温に対するストー

ムトラックの応答, 特定領域研究 (B) 「成層圏力学過程と

オゾンの変動およびその気候への影響」 平成 13年度公開

シンポジウムプロシーディング, 100-104, (2002). 

岩谷祥美, 田村幸雄, 須田健一, 丸山 敬, 中村修, 日比一喜： 

ドップラーソーダを用いた地表面粗度の異なる地点の風速

鉛直分布に関する研究, 日本建築学会大会学術講演梗概集, 

101-102, (2002). 

河井宏允, 西村宏昭： 自然風中における屋根瓦に作用する風

力について―その２ ピーク風力と風向の関係―, 日本建

築学会大会学術講演梗概集, 167-168, (2002). 

久保田拓志, 寺尾徹, 岩嶋樹也： 熱帯対流圏気温偏差の季節

依存性に関する気候シフト前後の違いについて, 日本気象

学会２００２年秋季大会講演予稿集, 383-383, (2002). 

丸山 敬： 接近流の気流性状および地表面粗度形状が市街地

上空の乱流境界層に及ぼす影響について, 日本建築学会大

会学術講演梗概集, 99-100, (2002). 

向川 均, 廣岡俊彦： 成層圏突然昇温現象の予測可能性. 

--1998年11月,12月の事例解析--, 特定領域研究 (B) 「成層

圏力学過程とオゾンの変動およびその気候への影響」 平成

13年度公開シンポジウムプロシーディング, 94-99, (2002). 

Mukougawa, H., Hirooka, T.:  Predictability on stratospheric 

sudden warming: A case study for 1998/99 winter, Abstracts for 

International Symposium on Stratospheric Variations and Climate, 

62-65, (2002). 

中川美紀, 丸山 敬, 谷池義人, 岡崎充隆, 谷口徹郎： 接地境

界層内に設置された立方体周りの気流・風圧に関する研究, 

日本建築学会大会学術講演梗概集, 179-180, (2002). 

西村宏昭, 河井宏允： 自然風中における屋根瓦に作用する風

力について―その１ 観測概要と平均風力―, 日本建築学

会大会学術講演梗概集, 165-166, (2002). 

小原久典, 丸山 敬, 宮下康一, 吉田昭仁, 田村幸雄： ドップ

ラーソーダを用いた地表面粗度の異なる地点の風速の鉛直

分布に関する研究(その 21） , 日本建築学会大会学術講演

梗概集, 107-108, (2002). 

佐藤伸亮, 岩嶋樹也, 鬼頭昭雄： 大気中二酸化炭素濃度漸増

モデル実験における降水量極値の長期変動, 日本気象学会

２００２年秋季大会講演予稿集, 59-59, (2002). 

須田健一, 宮下康一, 中村修, 岩谷祥美, 丸山 敬, 小田 聡, 

田村幸雄： ドップラーソーダを用いた地表面粗度の異なる

地点の風速の鉛直分布に関する研究(その20）, 日本建築学

会大会学術講演梗概集, 105-106, (2002). 

樋本圭佑, 田中哮義, 丸山 敬： 都市火災時における火の粉

の飛散に関する基礎的研究, 日本建築学会大会(東海)学術

講演梗概集, 125-126, (2003). 



河井宏允, 近藤宏二： 小地形まわりの風速増減係数 2 次元

傾斜地,尾根状地形の場合, 日本建築学会大会学術講演梗概

集, 103-104, (2003). 

河井宏允, 西村宏昭： 瓦に作用する揚力の発生機構－軒のシ

ールの影響, 日本風工学会誌, 95, 39-40, (2003). 

久保田拓志, 寺尾徹, 岩嶋樹也： ＥＮＳＯ終息直後の熱帯対

流圏温度偏差に関する数値実験, 日本気象学会２００３年

春季大会講演予稿集, 480-480, (2003). 

丸山 敬, 谷口徹郎, 岡崎充隆, 谷池義人： 接地境界層内に設

置された立方体周りの気流・風圧に関する研究（その２）, 

本建築学会大会学術講演梗概集, 127-128, (2003). 

Mukougawa, H., Hirooka, T.:  Predictability of 

stratosphere-troposphere dynamical interaction during 

stratospheric sudden warming events, Proceedings of Joint 

Meeting for Seasonal Prediction of the East Asian Winter 

Monsoon, 36-39, (2003). 

向川 均, 佐海弘和, 廣岡俊彦： 成層圏突然突然昇温の予測

可能性 --1998/99 年冬季の事例解析--, 京都大学防災研究所

年報, 46B, 383-396, (2003). 

Oku, Y., Ishikawa, H., Ueda, H.:  Estimation of land surface 

temperature on the Tibetan Plateau using GMS data, Preprints of 

83rd American Meteorological Society Annual Meeting, Feb., 

2003, Long Beach, USA,  , (2003). 

塩竈秀夫, 寺尾徹, 木田秀次, 岩嶋樹也： 南半球環状モードの

遷移過程における長・短周期擾乱の役割, 日本気象学会２

００３年春季大会講演予稿集, 72-72, (2003). 

Ueda, H., Fukui, T., Horiguchi, M.:  Eddy Diffusivity and its 

Stability Dependence in Clear Free Atmosphere Measured by MU 

Radar System, Proceedings of the International. Workshop on 

Physical Modeling of Flow and Dispersion Phenomena, 3-5 Sep. 

2003, Prato, Italy, (2003). 

荒木時彦： モンテカルロフィルタを用いた風直角方向の構造

ヘルスモニタリングに関する基礎的研究, 日本建築学会大

会梗概集, 2004年B-2分冊, 809-, (2004). 

岩嶋樹也, 森山茂, 福山薫： 都市とその周辺における大気メ

タン濃度差―欧州・北米・日本の諸都市についての比較―, 

日本気象学会２００４年秋季大会講演予稿集, 225-225, 

(2004). 

金杉忠久, 河井宏允, 小島浩士： 全層換気ダブルスキンファ

サードに作用する風力について（その２ピーク風圧）, 日

本建築学会大会学術講演梗概集, 51-52, (2004). 

金杉忠久, 河井宏允, 小島浩士, 西林達麿： 全層換気ダブルス

キンファサードに作用する風力について（その２）, 日本

風工学会誌, 99, 153-154, (2004). 

河井宏允, 金杉忠久, 小島浩士： 全層換気ダブルスキンファ

サードに作用する風力について（その１実験概要と平均風

圧）, 日本建築学会大会学術講演梗概集, 49-50, (2004). 

河井宏允, 西村宏昭： 軒先瓦に作用する風力の観測結果, 日

本建築学会大会学術講演梗概集, 67-68, (2004). 

河井宏允, 西林達麿, 金杉忠久, 小島浩士： 全層換気ダブルス

キンファサードに作用する風力について（その１平均風圧）, 

日本風工学会誌, 99, 151-152, (2004). 

小島浩士, 河井宏允, 金杉忠久： 全層換気ダブルスキンファ

サードに作用する風力について（その３ピーク風力係数）, 

日本建築学会大会学術講演梗概集, 53-54, (2004). 

久保田拓志, 向川 均, 岩嶋樹也： 気象庁１か月予報におけ

るマッデン-ジュリアン振動の予測可能性, 日本気象学会２

００４年秋季大会講演予稿集, 262-262, (2004). 

久保田拓志, 寺尾徹, 岩嶋樹也： 熱帯対流圏温度偏差の変動

とＥＮＳＯのずれの要因について, 日本気象学会２００４

年春季大会講演予稿集, 431-431, (2004). 

丸山 敬： ラフネス上に発達する乱流境界層のＬＥＳによる

計算, 日本建築学会大会(北海道)学術講演梗概集, 45-46, 

(2004). 

丸山 敬： 多孔質物体周りの流れのＬＥＳによる数値計算, 

日本流体力学会年会2004講演論文集, 552-553, (2004). 

向川 均, 山下景子, 長谷部文雄： ストームトラックの変動

に伴う対流圏界面高度の季節内長周期変動, 京都大学防災

研究所年報, 47B, 339-348, (2004). 

Shiogama, H., Mukougawa, H.:  Modulation of the 

stratosphere-troposphere coupling process of the Northern 

Hemisphere annular mode associated with the ENSO cycle, 京都

大学防災研究所年報, 47C, 243-254, (2004). 

Oku, Y., Ishikawa, H., Su, Z.:  Estimation of Land Surface Energy 

Fluxes over the Tibetan Plateau using GMS data, Proc. The 

CEReS Intl. Symp. on Radiation Budget and Atmospheric 

Parameters Studied by Satellite and Ground Observation Data - 

Toward the Understanding of Long Term Trend in Asia, Feb. 

17-18, Chiba Univ., Japan,  , 12-18, (2005). 

 

 (A2)  (A2)  (A2)  (A2) 一般査読論文一般査読論文一般査読論文一般査読論文    

Kawai, H., Nishimura, H.:  Wind Pressure on a Roof Tile, 

Proceedings of the Second International Symposium on Advances 

in Wind and Structures, 97-104, (2002). 

河井宏允, 西村宏昭： 自然風中における屋根瓦に作用する風

力の特性について, 第１７回風工学シンポジウム論文集, 

327-333, (2002). 

丸山 敬, 田中哮義： 乱流境界層内の床面に置かれた二次元

火炎後方の温度変動性状について, 第 1７回風工学シンポ

ジウム論文集, 185-190, (2002). 

河井宏允, 丸山 敬, 石川裕彦, 荒木時彦： 2001年6月から7

月にかけて発生した強風被害について, 日本風工学会誌, 94, 

99-105, (2003). 

Kawai, H., Nishimura, H.:  Wind Force on Roof Tiles in Natural 

Wind, Proceedings of the Tenth International Conference on Wind 

Engineering, 203-210, (2003). 

Tamura, Y., Kawai, H., Uematau, Y., Kondo, K., Ohkuma, T.:  

Revision of AIJ Recommendations for Wind Loads on Buildings, 

The International Wind Engineering Symposium, 100-110, 

(2003). 

植田洋匡： 気象災害の研究の最前線, 学術月報, 56(7), 29-32, 

(2003). 

池内淳子, 谷口徹郎, 丸山 敬, 谷池義人： 自然風中における

非定常な風向の解析方法について, 第 1８回風工学シンポ

ジウム論文集, 193-198, (2004). 

河井宏允, 金杉忠久, 小島浩士, 西林達麿： 全層換気ダブルス

キンファサードに作用する風力について, 第１８回風工学

シンポジウム論文集, 335-340, (2004). 

Kawai, H.:  Field measurement of wind pressure on buildings, 

International Workshop on Wind Engineering & Science, 170-181, 

(2004). 



丸山 敬： ＬＥＳによる粗面上の乱流境界層の数値計算, 第

1８回風工学シンポジウム論文集, 57-62, (2004). 

丸山 敬, 河井宏允, 奥田泰雄, 林 泰一： 宮古島を襲った台

風０３１４号の後日調査, 日本風工学会論文集, 101, 63-69, 

(2004). 

西村宏昭, 河井宏允： 屋根瓦の耐風設計用風力係数, 第１８

回風工学シンポジウム論文集, 427-433, (2004). 

奥田泰雄, 林 泰一, 横木 研, 丸山 敬： 2003 年台風マエ

ミー（0314）号による強風と宮古島での被害について, 第1

８回風工学シンポジウム論文集, 175-180, (2004). 

 

 (A3)  (A3)  (A3)  (A3) アブストラクトアブストラクトアブストラクトアブストラクト査読論文査読論文査読論文査読論文    

Yoshino, J., Ishikawa, H., Ueda, H.:  Numerical Study on the rapid 

decaying and re-intensification of the extratropical transition of 

Typhoon Bart(1999) over the Western North Pacific Ocean, 

International Conference on Mesoscale Convective Systems and 

Heavy Rainfall/snowfall in East Asia, 233-244, (2002). 

Yoshino, J., Ishikawa, H., Ueda, H.:  Characteristic parameters and 

formulative mechanism of the 24 September 1999 tornadic 

outbreaks in the outer rainband associated with Typhoon 

Bart(1999), International Vonference on Mesoscale Convective 

Systems and Heavy Rainfall/snowfall in East Asia, 6-, (2002). 

Maruyama, T., T, T., M, O., Y, T.:  Field Experiment Measuring the 

Approaching Flows and Pressures on a 2.4m Cube, 5th 

International Colloquium on Bluff Body Aerodynamics and 

Applications  Summary Papers, 453-456, (2004). 

 

 (B)  (B)  (B)  (B) 解説解説解説解説・・・・総説総説総説総説    

丸山 敬： 日本における強風災害, こうしょう（高翔；自動

車技術会関東支部報；特集風）, 8-11, (2002). 

向川 均： 成層圏突然突然昇温の予測可能性 --1998年11月、

12月の事例解析--, グロースベッター, 41, 95-111, (2003). 

向川 均, 廣岡俊彦： 成層圏循環の変動を利用した中長期予

報は可能となるか? --新たな視点の必要性--, 科学, 75(10), 

1172-1176, (2005). 

 

 (C)  (C)  (C)  (C) 著書著書著書著書    

河井宏允： 風と生活, こうしょう（自動車技術会関東支部報）, 

1-4, (2002). 

河井宏允： 高層ビルが風によって揺れやすいのは本当か－風

と上手に付き合う, 建築雑誌, ８月号, 128-129, (2002). 

河井宏允, 植田洋匡, 岩嶋樹也, 石川裕彦, 丸山敬他： 防災辞

典, 築地書館, (2002). 

植田洋匡： 水の大循環サイクルと水資源, 水文大循環と地域

水代謝（丹保憲仁編）、技報堂, 25-44, (2002). 

松野太郎, 大淵済, 谷本陽一, 向川 均： 気候変動 多角的視

点から, , 371-, (2003). 

丸山 敬, 石川裕彦（他）： 風水害論，京都大学防災研究所 

編，防災学講座１, 株式会社山海堂, (2003). 

河井宏允： 建築物荷重指針の動向と耐風設計の新しい風, Ｊ

ＳＳＣテクニカルレポート, 59, 19-28, (2004). 

河井宏允他： 建築物荷重指針, , (2004). 

丸山 敬（他）： ながれの辞典, 丸善, (2004). 

向川 均： 高低気圧波のはたらき, オゾンのゆくえ --気候変

動とのかかわりをさぐる--．, 174-, (2004). 

Ueda, H., Kajino, M., Satsumabayashi, H.:  Change of aerosol and 

precipitation in the mid troposphere over central Japan caused by 

Miyake volcano effluents, Air Pollution, WIT Press(London), XII, 

141-150, (2004). 

向川 均： ブロッキング, 気象ハンドブック第3版, 179-186, 

(2005). 

 

 (D)  (D)  (D)  (D) 紀要紀要紀要紀要・・・・報告書報告書報告書報告書    

An, J., Ueda, H., Matsuda, K.:  Comparison of Air Pollutants 

simulated by the RAQM with observations, National Report of 

5th Expert Meeting for Long-range Transboundary Air Pollutants 

in Northeast Asia, 27-29, (2002). 

穂積祐, 植田洋匡： 2000年 10月日本に豪雨をもたらした乾

燥空気の起源, 京都大学防災研究所年報, 45B, 357-367, 

(2002). 

堀口光章, 林 泰一, 植田洋匡： 中立成層状態の大気境界層に

おける組織的乱流構造, 京都大学防災研究所年報, 45B, 

347-355, (2002). 

岩嶋樹也, 村松久史, 寺尾徹： 都市域とその周辺における大

気微量成分濃度とその変動（Ⅲ）―琵琶湖とその周辺にお

ける大気メタン濃度の長期変動―, 京都大学防災研究所年

報, 45B, 209-220, (2002). 
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